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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　マリンフォレスト王国が建国されてから、一六三一年。

　乙女おとめゲーム本編では描えがかれていなかったが、その歴史は長い。

　ゆえにマリンフォレスト王国には、ティアラローズはもちろん、アカリやオリヴィアですら知らない事実が隠かくされているのだ。




　王城の地下にある〝封ふう印いんされし王の間〟もその一つ。

　……怪かい物ぶつが封印されている、場所だ。




『ん、んん……、上う手まく抜ぬけ出でることが出来ません。まだ共鳴が足りないのでしょうか』




　幽ゆう霊れいである初代国王、フェレスが怪物の封印を守っているこの場所に、高めの可か愛わいらしい声が響ひびく。しかし上手くいかないようで、四苦八苦している様子。

『外にある、〝星空の王の指輪〟と共鳴しているから、その力の反動で抜け出せそうなんですけど……』

　可愛らしい声は、独り言だ。

　この場にいるはずのフェレスの声は、聞こえない。

『でも、こうやって喋しやべれるようになったんですから』

　もう少し粘ねばれば、実体を作れるようになるはずだと声は呟つぶやく。

　意識を集中し、自分の体を想像する。それは黒く、巨きよ大だいで、尖とがった角つのがあり、己おのれだとは思いたくないような姿。

　自分で自分の姿を見たら、恐おそろしくて泣きたくなってしまう。

『あ、出来そうです！　よいしょ──っと！』

　次の瞬しゆん間かん、ポンッというような音とともに、誰だれもいないはずの〝封印されし王の間〟に愛らしいポメラニアンのようなもふもふっとした黒い動物が現れた。

　巨大だったはずの体ではなく、尖っていたはずの角もくるりと丸くなり、まるでぬいぐるみだ。

　あららと首を傾かしげながらも、こちらの方が動きやすいのでよしとする。

『ああ、いけない！　早く、フェレスを助けるために地上へ行かないと！』

　黒い動物は、封印されし王の間の壁かべに体当たりする。──と、壁の一部が動き、奥おくへ行く通路が姿を現した。

　上手くいったとほっとして、黒い動物は封印されし王の間から抜け出した。
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　珊さん瑚ごのシャンデリアに、レースのカーテン。白を基調に整えられた室内は太陽の光をふんだんに取り入れて、その豪ごう華かさをひときわ際きわ立だたせる。

　ここはマリンフォレスト王国の王城、王おう太たい子し妃ひの自室。

　彼かの女じよはふわふわのハニーピンクの髪かみに、見れば誰だれもが恋こいに落ちてしまいそうな優やさしい笑え顔がおの持ち主だが──実は悪役令れい嬢じようだ。




　ラピスラズリ王国から隣りん国ごくに位置するこの大国マリンフォレストへ嫁とつぎ、もうすぐ二年という月日が流れようとしていた。

　王太子であるアクアスティードの妃きさきとして、国民からの支持も厚い。森と海の妖よう精せい王から祝福を受け、この国の将来は安あん泰たいだと囁ささやかれている。

　名前を、ティアラローズ・ラピス・マリンフォレスト。

　ラピスは彼女の祖国から贈おくられた名で、ラピスラズリ王国でも一定の地位を約束されている。

　乙女おとめゲーム『ラピスラズリの指輪』の悪役令嬢ポジションである彼女だが、今はとても幸せに暮らしているのだ。




　ソファに腰こしを下ろし、その手に紅茶を持つティアラローズは、どこか落ち着かなげにそわそわしている。

「もうすぐね」

　ティアラローズから、小さな声がもれる。続けて、侍じ女じよであるフィリーネに声をかけた。

「フィリーネ、お茶会の準備はどうかしら？」

「はい、ティアラローズ様。いつお客様がいらっしゃっても、問題ありません」

　フィリーネの言葉に、ほっと安あん堵どする。

　今日は、ティアラローズが主しゆ催さいするお茶会が開かれる。

　──お茶会の主催というものは、何度経験しても緊きん張ちようしてしまうわね。

　何か不備がないかなど、心配になってしまう。楽しんでもらえるよう、しっかりおもてなし出来るよう、気を付けているからだ。

「料理人が、ティアラローズ様が本日作られたお菓か子しも素す晴ばらしいと言っていましたよ。わたくしも見ましたが、苺いちごがたくさん使われていて可か愛わいいうえに美お味いしそうでした」

「本当？　嬉うれしい！　ありがとう」

　ティアラローズはハニーピンクの髪を指でくるりと遊ばせながら、礼を述べる。

　ふわふわした髪はハーフアップにしてサイドへ流し、エンパイアラインのドレスは少し可愛く苺の装そう飾しよく品ひんでアレンジが施ほどこされている。




　今日のお茶会のテーマは、苺。

　苺のショートケーキはもちろんのこと、ムース、タルト、マカロン、ちょっと和風に大福も揃そろえてみた。どれもティアラローズの手作りだ。

「ふふ、ティアラローズ様のお茶会に招待される方は、みんな幸せですね」

「そうだといいのだけれど……」

　フィリーネが、笑顔でそう告げる。

　ティアラローズの主催するお茶会は、〝森のお茶会〟と呼ばれていて、令嬢たちからの人気がとても高い。

　その理由は、ティアラローズが唯ゆい一いつこの国で森の妖精とその王に祝福されている存在だからだ。

　自分たちでは成し得なかったことをあっさり成なし遂とげてしまったティアラローズは、令嬢たちにとって憧あこがれの的まとになっている。

　とはいえ、ティアラローズ本人は自分がアクアスティードの妃であるがゆえ……だと思っているが。

　アクアスティードは、空と海の妖精王の祝福を得ている。国民からの支持も厚く、即そく位いした際には今まで以上にこの国が発展するだろうと期待されているのだ。

　そんな王太子の妃である自分に気に入られたいという人間は、多いだろう。ティアラローズは溺でき愛あいされているので、ことさらに。

「さて、と……」

　そろそろ、招待した令嬢たちが登城してくるころだろう。

　迎むかえるために移動しようと立ち上がったタイミングで、部屋の扉とびらが開く。




「ティアラ、もうお茶会？」




　ひょこりと顔を出したのは、彼女の夫であるアクアスティード・マリンフォレスト。

　ダークブルーの髪に、整った顔立ち。ティアラローズに向ける笑顔はとても優しくて、国民からの人気も高い。

　この乙女ゲーム『ラピスラズリの指輪』の続編に出てくる、メイン攻こう略りやく対象だ。

　悪役令嬢であるティアラローズとアクアスティードは、結ばれる設定ではなかった。それどころか、ティアラローズは追放される運命だった。

　しかしそれを救い、求きゆう婚こんしたのが大国マリンフォレストの王太子であるアクアスティードだったのだ。




「アクア様。もうすぐ時間になりますが、どうかしましたか？」

「いや、少し時間が空あいたから来ただけだよ」

　そう言って、アクアスティードはくすりと笑う。

　日ひ頃ごろから執しつ務むに忙いそがしい彼かれだが、時間が空いたときはティアラローズの下へ来る。

　以前、もっと休んだ方が……とティアラローズが気き遣づかったのだが、ティアラローズのそばにいるのが一番心休まるのだと恥はずかしげもなく言われてしまった。

「あまりゆっくり出来なくて、ごめんなさい……」

「ティアラが気にすることじゃないよ」

　優しくティアラローズの髪を撫なでながら、アクアスティードは「楽しんで」と声をかける。それに頷うなずきながら、ティアラローズもおずおずとアクアスティードの髪を撫でてみる。

　いつも撫でられることが多いので、こういうのもたまにはいいだろう。さらさらで艶つやのあるダークブルーの髪は、もっと触さわっていたいと思ってしまう。

　そんなティアラローズが可愛くて、アクアスティードは嬉しそうに頰ほおを緩ゆるめる。

「どうしたの、ティアラ」

「いつもアクア様が撫でるので、わたくしもと思ったんですけど……なんだか、好きです」

「…………ああもう、ティアラは……」

　──アクア様がわたくしの髪をよく撫でるのが、なんだかわかる気がする。

　好きな人を撫でるのは、どきどきして……楽しい。

　そんなことを考えていると、来客があったことを伝えるためにメイドが部屋へとやってきた。それと同時に、アクアスティードの側近であるエリオットも顔を出す。

　アクアスティードはしばらく休きゆう憩けいだったはずだが、少し慌あわてた様子のエリオット。どうやら急ぎの案件があるらしい。

「ティアラの招待客が来たと思ったら、私も仕事が出来てしまったらしい」

「休憩もしてくださいね？　……では、また夜に」

「ああ」

　アクアスティードはティアラローズのこめかみに優しくキスをしてから、部屋を後にした。
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　令嬢たちに人気の、森のお茶会。

　開かい催さいする場所は、ティアラローズに与あたえられている部屋の一室を使うことが多い。天気がよければ庭園という選せん択たく肢しもあるけれど、長時間日光の下にいては肌はだが焼けてしまう。

　今日は、室内にお茶会の用意がされている。




　招待した令嬢は、三人。

　ティアラローズとマリンフォレスト王国で一番仲の良よい令嬢、オリヴィア・アリアーデル。強気な瞳ひとみと、美しいローズレッドの長い髪が印象的だ。

　公こう爵しやく家の令嬢である彼女は、乙女ゲーム『ラピスラズリの指輪』の続編の悪役令嬢。

　幼少期、一時だけアクアスティードと婚こん約やくしていたが、それもすぐに解消されて今は平和に楽しく生活している。

　彼女はティアラローズと同じく転生しているため、日本人だったときの記き憶おくを持つ。

　ゲームスポットを聖地巡じゆん礼れいするのがお気に入り。将来的には、伯はく爵しやく家の次男あたりと結けつ婚こんして好きに生きたいというのが彼女談。




　伯爵家の令嬢、ルシア・バルデンシュタン。

　お菓子の商会を経営している家系で、本人もスイーツが大好き。

　男だん爵しやく家の令嬢、クリスティーナ・フォクスート。

　噂うわさ話ばなしが大好きで、よくティアラローズに流行のものを教えてくれる。

「ふわあぁぁ、すごいです！　ティアラローズ様のお菓子は、どれも素す敵てきですね」

「ええ、本当に。お茶会に招待していただけて、とっても光栄ですわ！」

　用意されたお菓子を見て、ルシアとクリスティーナが声をあげる。オリヴィアも目をきらきらさせながら、「さすがティアラローズ先せん輩ぱい」と呟つぶやいている。

　こうして、テンションの高い中……ティアラローズの〝森のお茶会〟が始まった。




　お茶会というものは、現代日本も乙女ゲームでも、なんらやることは変わらない。女性が美味しいスイーツを食べながら、楽しくお喋しやべりをする。

「最近、蜂はち蜜みつの流通が多くなったとか。ティアラローズ様の花から、良質な蜜がたくさん採取出来るのだと伺うかがいました」

「もうご存じなの？　自分の名が付いた花がと思うと少し恥ずかしいけれど、こうして役立っているのはとても嬉しいわね」

　ルシアの言葉に、ティアラローズが照れた笑えみを浮うかべる。

　国花である〝ティアラローズの花〟は、お菓子を作るために存在するような花だ。

　その花びらは甘あまく、袋ふくろ状じようの実には上質の砂糖が入っている。ピンクの大輪は、今や国民に愛される大切なこの国の象しよう徴ちようとなった。

　このお茶会で交かわされるのは、まず第一にお菓子の話なのだ。

　主催者のティアラローズが大好きだということもあり、招待された令嬢たちはいつも飛び切りの情報を用意してきてくれる。

　美味しいケーキのカフェや、他国の果物など。そしてもちろん、流行のドレスや恋れん愛あい話ばなしにも花が咲さく。




　オリヴィアが「そういえば……」と、話を切り出した。

「もうすぐ、ラピスラズリ王国のハルトナイツ殿でん下かとアカリ様の結婚式ですね」

「ええ。一ヶ月後なので、準備を進めているところなの」

　アカリは乙女ゲーム『ラピスラズリの指輪』のヒロイン。

　出会った当初は対立するようなかたちだったけれど、今はティアラローズの親友を名乗るほどフレンドリーに接してくる。

　ティアラローズは頷いて、幸せな結婚式になるといいなと思う。

　そんなティアラローズをよそに、ルシアは心配そうに声をあげる。

「ハルトナイツ殿下のご結婚、おめでたいですが……王位継けい承しよう権けんは弟のシリウス殿下にあるのですよね？」

「アカリ様は聖なる祈いのりの使い手ですのに、なぜハルトナイツ殿下とのご結婚なんでしょう。シリウス殿下とご結婚された方が、ラピスラズリは安泰でしょうに……」

　クリスティーナもそれに賛同して、頷く。

　国のためを思うのであれば、国王になる者が聖なる祈りを持つアカリを娶めとればいい。誰もがそう言うだろうが、ティアラローズはこれでいいのだと思っている。

　──アカリ様は、なんだかんだでハルトナイツ様が好きだもの。

　ハルトナイツはヒロインであるアカリが好きだから、問題ない。ラピスラズリにとって、実はこの組み合わせが一番いいのだ。

　それを知っているオリヴィアも、頷いている。

「アカリ様とハルトナイツ殿下は、とても仲なか睦むつまじくしてらっしゃるのよ。ですから、何の問題もありませんわ」

「まぁ、そうでしたの」

「それなら安心ですわね」

　オリヴィアの言葉を聞き、ルシアとクリスティーナがほっとする。

　ラピスラズリはティアラローズの祖国なので、平和であってほしいというのが国の総意だ。信しん頼らいで結ばれた仲の良い隣国として、今後も良好な関係を築いていくのだろう。

「ぜひ、結婚式の話を聞かせてくださいませね？　ティアラローズ様のお式も、とても素敵でしたもの」

「ありがとう。楽しんでくるわね」

　ルシアの言葉に頷くと、今度はクリスティーナがティアラローズの指に注目する。

「それは、アクアスティード殿下からの贈り物ですか？」

「これは……」

　ティアラローズの指には、三つの指輪がはめられている。




　アクアスティードから贈られた結婚指輪。これは、もちろん左手の薬指に。

　アクアスティードが王として創った星空の王の指輪。

　記憶を失ったティアラローズを助けるために創ったもので、癒いやしの力などを持っている一番特別な指輪だ。結婚指輪と重ね付けをしている。

　海の妖精王パールの、海の妖精王の指輪。ピンキーリングとして、左手に付けている。




「ええ。アクアスティード殿下が、わたくしのために創ってくださったの」

「まぁ……素敵！」

　ゆっくり指輪を撫でて、ティアラローズは頷く。海の指輪に関しては、あまり公おおやけに出来ないので自分で用意したお気に入りなのだと口にする。

　ルシアとクリスティーナは、いつか自分も……と、うっとりした瞳で羨うらやましそうにティアラローズの指輪を見つめる。

「ティアラローズ様がいらしてから、マリンフォレストも変わりましたね。お菓子のお店が増えましたし、ドレスのデザインも華はなやかになりました。何より、森の妖精がティアラローズ様を祝福されたので、いっそう自然が輝かがやきを増しましたもの」

　作物の収しゆう穫かく量りようが増え、国民の生活は豊かになってきている。それはティアラローズが森の妖精たちに愛され、妖精たちが活性化しているからだ。

　クリスティーナの言葉を聞いて、オリヴィアもそれに賛同する。

「スイーツのお店が増えるにつれて、パティシエを目指す子供も増えていますわ。これなら、いつかスイーツのお祭りをすることも出来るかもしれませんわ」

「オリヴィア様、それいいですね……！　いつかなんて言わず、すぐにしたいです」

　それならば、昔行われていたとされるスイーツ大会を開くことが出来るかもしれないと、ティアラローズが瞳を輝かせる。

　それはルシアとクリスティーナも同じだったようで、「いつか絶対開催しましょう」とお茶会は大いに盛り上がったのだった。
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「あら、ティアラローズ様……どうかなさいましたか？」

「フィリーネ。いえ、何でもないわ」

　アカリとハルトナイツの結婚式に向かうため、準備をするフィリーネとメイドたち。それを眺ながめていたティアラローズだが、自分の指に不思議な違い和わ感かんを覚えた。




　──なんだか、指輪が変？

　自分の左手の、薬指。




　アクアスティードが創りティアラローズに贈った〝星空の王の指輪〟が微かすかに光っているように思えた。

「……？」

　そして、何かを求めているような、そんな感覚を覚える。

　ただの指輪であれば、ティアラローズとてそこまで気にはしない。宝石が光に反射したのかなと思い、それで終わる。

　けれどこの指輪は、それで片付けてしまっていい代しろ物ものではない。

　ティアラローズがじいっと指輪を見つめていると、フィリーネが「懐なつかしいですか？」と問いかける。

「最後にラピスラズリのご実家に帰られてから、もうすぐ二年になりますね。なんだかあっという間でしたけれど……」

「そうね。実家にも一日滞たい在ざいする予定だから、お父様とお母様とたくさんお話ししたいわ」

「はい」

　あとは、新しい菓子店が出来ているかなどのチェックも行わなければならない。もし新しいスイーツが出来ていたのなら、全部食べることが可能だろうか……なんて考える。

「そういえば、アカリ様の立場はだいぶ安定したみたいね」

　よかったとティアラローズが告げると、フィリーネはむすっとした表情になる。

　──あ、まだ怒おこってた。

　アカリは以前、アクアスティードを手に入れるためにティアラローズの寝しん室しつに忍しのび込こみ、怪け我がを負わせたことがある。

　ティアラローズ本人はもう気にしていないが、フィリーネは未いまだに快く思ってはいない。ティアラローズに手ひどく婚約破は棄きを突つきつけたハルトナイツもしかり。

「今でこそ、ティアラローズ様とアカリ様の仲がよいことは存じています。ですがアカリ様は、ティアラローズ様のお顔に傷をつけたんですよ!?　綺き麗れいに消えたとはいえ、酷ひどいにもほどがあるではありませんか」

「え、ええ」

「それにハルトナイツ様も、よくもまぁ元婚約者であるティアラローズ様をご自分の結婚式に招待しましたね！」

「さすがに懇こん意いにしている隣国ですもの……」

　思い返しただけでも腹立たしいと、フィリーネは取り出したハンカチを嚙かみしめる。その勢いに押おされながら、ティアラローズは紅茶を勧すすめる。

「そうだわ、紅茶を飲んで落ち着きましょう？　最近買った蜂蜜があるから、それとスコーンも一いつ緒しよに」

「ティアラローズ様……はい、すぐにご用意します」

「フィリーネの分もよ。今日は一緒にお茶をしましょう？」

「ありがとうございます」

　落ち着くことは大事だからとティアラローズが微笑ほほえめば、フィリーネも肩かたの力を抜ぬいて笑った。




　用意された一口サイズのスコーンは、焼き立ての香こうばしい匂においがとても美味しそうだ。

　添そえられた蜂蜜やジャムにクリームチーズは、どれも最近ティアラローズが好んで食べているもの。

「そういえばフィリーネ、最近また新しい装飾品が増えたわよね？」

「はい。ティアラローズ様の指輪が綺麗に見えるようにと、合わせたデザインの髪かみ飾かざりやブローチなどが多く持もち込こまれています」

「そうだったの……」

　ティアラローズが着ているドレスも、胸むな元もとのラインが指輪に似たデザインの宝石であしらわれていた。よく見ているなぁと感心しながらも、そのことは純じゆん粋すいに嬉しい。

「これも、ティアラローズ様の国民からの支持が厚い証あかしですわ」

「ええ」

　自分がマリンフォレストに受け入れられているという事実は、とても嬉しい。この国のために、もっと何かをしたいと、そう思う。

　フィリーネは誇ほこらしそうに、自分よりも嬉しそうにしてくれる。

　結婚相手にも、侍女にも、何もかもに恵めぐまれているなとティアラローズは思う。

「だからきっと、わたくしとハルトナイツ様が別れたのはこのためだったのよ。なんて、今はそう思うようにしてるの」

「このため……確かに、そうですね。ティアラローズ様は、アクアスティード殿下とご一緒のときが一番可愛らしいですから」

「もう。でも、ありがとうフィリーネ」

　別れたことに関しては大正解ですと、フィリーネは力強く頷いたのだった。
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　朝、食事を終えて仕事が始まるまでの時間。ティアラローズはいつも、アクアスティードと一緒に過ごしている。

　一日のうちで一番ゆっくり出来る時間かもしれないと考え、ティアラローズは仕事が大変なアクアスティードを甘やかすことが多い。




　ティアラローズが読書をしていると、左手の薬指にしている星空の王の指輪が──はっきりと点てん滅めつするように光った。

　この間のように、あれ？　光った？　なんていうものではない。

「やっぱり、気のせいじゃなかった」

　──この指輪に、何かあるのかな？

　まるで何かを求めるような、訴うつたえかけるような、そんな反応に見えなくもない。

「アクア様は、指輪のことを何か知っているかしら？」

　もし指輪に何かあれば、アクアスティードにも指輪の影えい響きようが伝わるのかと思ったが、どうやらそんなこともないらしい。

　何か異変があれば、アクアスティードがティアラローズに尋たずねるだろうし、なにより、今現在のアクアスティードに何も変わったところがないからだ。

　特に気にするようなことではないかと考えたけれど──一度相談してみた方がいいかもしれない。

　しかしその本人はと言えば……もう少し寝ねたいのだと言い、今はティアラローズの膝ひざを枕まくらにして夢の中だ。

「アクア様の寝ね顔がお、可愛い……」

　毎日見ているのに、それに飽あきることはない。

　気持ちよさそうな寝顔をそっと撫でて、本を一ページめくる。

「好きな人の寝顔を見て、本を読んで、スイーツまで」

　膝の上には愛いとしい人。ゆったりとしたソファに沈しずみ込こみながら、本を読む。すぐ横のサイドテーブルには紅茶とマカロンが置かれている。

　まさに、幸せのひと時とはこのことだろう。

　贅ぜい沢たくすぎて罰ばちが当たってしまうのではないかと思うほど、ティアラローズはこの状じよう況きように顔がにやけてしまう。




　最近のアクアスティードは、執務が忙しい。

　アカリとハルトナイツの結婚式に参列するため国を離はなれるので、かなりの量の仕事を前まえ倒だおしで行っている最中なのだ。

　そのため、ここ最近は帰りが遅おそい。

　ティアラローズが待ちきれずにうとうと寝てしまうことが何度かあり、気付けば朝になっていた……なんてこともある。

　──妻なのに、先に寝てしまうなんて！

　そう思うこと、多々。

　けれど、アクアスティードは先に寝ていていいよと言う。フィリーネも、夜よ更ふかしは美容に悪いからと寝かしにかかってくるから抗あらがえない。

　そんなアクアスティードに、さらなる悩なやみを与えてしまうのは申し訳ない。

　指輪に視線を落とし、どうしたものかと考える。

　かといって、黙だまっているとあとで叱しかられることは間ま違ちがいない。

「アクア様が起きてから、指輪がたまに光るっていうことを伝えてみよう」

　疲つかれているところを、無理やり起こすのは忍びない。

　この後もまだ執務が残っていると言っていたので、しばらくは忙しいだろう。だから今は、ただゆっくり休んでほしい。

　そう思いながら、ティアラローズはアクアスティードの髪を優しく指ですいていく。すると、アクアスティードの眉まゆが動いて目が開いた。

「あ、起こしてしまいましたか……？」

「……いや。何か、来る」

「え？」

　少し眠ねむそうにしながらも、アクアスティードは体を起こす。

　離れていく膝のぬくもりを寂さびしく思いながらも、何かが来るとは一体どういうことだろうかとティアラローズは考えるが──その答えはすぐに出た。

　目の前がぱぁっと光り、ひらりと一通の手紙が宙を舞まう。

「わわっ」

　思わずそれを受け取ると、可愛らしい文字で『ティアラ様へ』と書かれていた。
















　すぐにアカリの字だとわかり、ティアラローズはあははと苦く笑しようしてしまう。見ていたアクアスティードは、「やっぱりか」と呟いて再びティアラローズの膝へ頭を戻もどした。

「ティアラとアカリ嬢じようは本当に仲がいいな……」

「そうですね、最近は特に」

「こんな簡単にティアラと接せつ触しよくされたら、妬やいてしまいそうだ」

　アクアスティードが少し頰を膨ふくらませて、拗すねたように告げる。

　普ふ段だんは冷静な彼だが、二人きりのときはこうやって独どく占せん欲よくを見せてくるのだ。そこが可愛く思えて、申し訳ないと思いつつもティアラローズは嬉しくなってしまう。

「でも、結婚式がもうすぐだというのに……何かあったのでしょうか？」

　ティアラローズは手紙の封ふうを開けて、中の便びん箋せんを取り出す。

　大事な時期に、魔ま法ほうを使って手紙を送るほどだ。緊きん急きゆうの連れん絡らくかと文面を覗のぞき込こめば、この世界の文字で書かれたあいさつ文。そして結婚式が楽しみだという幸せそうな内容。

「何が書かれているんだ？」

「アカリ様が、ハルトナイツ様を振ふり回まわして盛せい大だいな準備をしているそうですよ。結婚式の当日が楽しみですね」

「そうか……ハルトナイツ王子も大変だな。当日も、何かやらかされそうだ」

「アクア様ったら……」

　とんでもないことをしそうだなと、アクアスティードは行く前から疲れそうだと言う。

　その意見に賛同しながら、手紙の下部──相変わらず日本語で書かれている文面に目を通す。

　──今度はいったい何があったのかしら。

　もしかして、ラピスラズリの王城で秘密の通路でも見つけたのだろうかなんて思ってしまう。

　そこには、『大発見をしました!!　一緒に謎なぞを解明しましょう』とだけ書かれていた。

　相変わらず自分本位のメッセージで、いったいどんな大発見をしたのか肝かん心じんなことが書かれていない。

　これじゃあ、ティアラローズはどうしたらいいのかわからない。

　一緒に謎を解明したいから滞在期間を延ばしてくれ……というようなことを書いているわけでもない。

　しかし、乙女ゲームに貪どん欲よくな彼女が大発見と告げたのだから、それなりのことがあったのではないかと考える。

　むうと考え込んでいると、アクアスティードが「どうしたの」と手を伸のばしてティアラローズの頰を撫でる。

　あやすようなアクアスティードの仕草に、ティアラローズの頰が緩む。

「あ、いえ……。アカリ様の手紙らしいなと思って。何か大発見をしたそうなんですけど、それが何かまったく書かれていないんです」

「確かにアカリ嬢らしいな。だが──あまり、私のティアラを巻まき込こまないでほしいものだ」

　ティアラが減るかもしれないと、ふざけたようにアクアスティードが告げる。

「減りませんから、安心してくださいませ」

「もちろん、わかっているさ。だが、ラピスラズリではティアラの実家にも行くんだ。アカリ嬢の結婚式なのだから、互たがいにそこまで時間を作るのは難しいんじゃないか？」

「そうなんですよね……」

　結婚式の主役であるアカリが、式の前後に遊び歩いているわけにもいかないだろう。本人はまったく気にしなさそうだが、ハルトナイツの胃に穴が空いてもおかしくはない。

　とはいえ、ハルトナイツには今まで苦労をさせられてきたのだ。たまには彼がアカリに振り回されてしまえばいい……なんてティアラローズは思ってしまう。




　もしかしてもしかしなくても、何かトラブルが起きそうだなと……アクアスティードは今からため息をついた。







　仕事の開始時間がきたため、執務へ向かうアクアスティードを見送ってはたと気付く。

「そういえば、指輪のことを相談出来なかったわ……」

　突とつ然ぜんアカリからの手紙が来たため、忘れてしまったのだ。

「……まぁ、今夜でいいかな」

　仕事中にまで話す内容ではないだろうと判断し、ティアラローズはぐぐっと背せ伸のびをする。ずっと膝枕をしていたので、体が固まっていた。




　今日の予定は特になかったなと思い、さてどうしようと思案する。街のスイーツマップでも作ろうか……なんて楽しい考えが浮かぶ。

　自室のバルコニーに出て、王城の庭園と街を見下ろす。海が朝あさ陽ひを反射して、きらきら輝いて見えるこの瞬しゆん間かんはティアラローズのお気に入りだ。

　最近は、街がぐっと華やかになった。花を使う装飾が増えているし、可愛らしい外装のカフェも増えている。

「もっとスイーツが広まったらいいな」

　なんて、欲が出てしまう。

「乙女ゲームなのに、街づくりゲームみたい」

　そんな風に思い、思わず笑ってしまう。もちろん、今をゲームだと思ってはいないけれど、この国がもっと発展し豊かになることを望んでいる。

「人々の頑がん張ばりもそうだけど、この国には妖精も関わっているのよね」

　ティアラローズは自分の手、左手の小指にはめられた海の妖精王の指輪を見る。海の妖精王であるパールは眠りについているが、彼女のおかげでマリンフォレストの海は綺麗だ。

　次に、薬指にはまった、夜空のように光る宝石の付いた指輪をじっと見つめてみる。

「アクア様が創ってくれた、星空の王の指輪……」

　気になっていた違和感はなく、いったい何だったんだろうと不思議に思う。

　ゲームでよくある指輪アイテムの展開といえば、扉を開く鍵かぎだったり、身分を証明するものだったり、魔法を使えたり、それから──。




「……もしかして、アクア様の居場所を教えてくれているとか？」




　これまたよくある設定を思い浮かべ、うきうきした気分になる。

　なんといっても、この指輪はアクアスティード自身が作ったのだ。そんな機能が付いていてもいいんじゃないか……なんて考える。

　けれどそれではGPSのようで、あまりいい気はしないかもしれない。

「この世界では連絡手段があまり手軽じゃないから、便利といえば便利なんだけど……」

　魔法を使って連絡を取ることは出来るが、連絡用の魔法はどちらかといえば難しい部類に入る。なので、魔法が苦手なティアラローズは使うことが出来ない。

　手紙を送ってくるアカリや、アクアスティードの側近であるエリオットは得意分野のようで、簡単に使うことが出来ている。

　指輪を見ながらそんなことをのん気に考えていると、宝石の中の光が大きくなったり小さくなったりし始めた。

「え？」

　そして同時に、指輪が何かに引っ張られているような、そんな感覚。

「噓うそ、もしかして本当にアクア様の居場所を教えてくれるの？」

　もしそうならば、すごいという一言に尽つきる。

　実際にアクアスティードがその場所にいるか見に行きたいが、そんなストーカーまがいのことをするなんてはしたない……と、理性が働く。

「気になる、気になるけどっ」

　顔に手を当て、必死で行きたい衝しよう動どうに耐たえる。

　しかし結局は、アクアスティードの執務室に行くだけ……かもしれない。

　それなら別に試ためしてみてもいいんじゃないだろうかなんて考え──引っ張られている先が、王城の庭園だということに気付く。

「あら？」

　執務室で仕事をしているアクアスティードは、城内にいるはずだ。位置が合わないので、どうやらアクアスティードの居場所を示しているわけではないらしい。

　──なんだ、残念。

　けれど、だとしたらいったい何をティアラローズに伝えようとしているのだろうか。

「それなら、行ってみたらいいわね」

　場所が王城の庭園であれば、危険はないし何も問題はないだろう。

　もしかしたら、ゲームのイベントか隠かくしアイテムか……そういった類たぐいのものがあるのかもしれない。

　様子を見て、何かあればアクアスティードに報告すればいいとティアラローズは考える。

　そうと決まれば善は急げだ。

　ティアラローズはフィリーネを呼び、庭園を散歩したい旨むねを伝える。すぐに準備をしてくれて、護衛にはいつも通りタルモがついてくれた。







　忙せわしなく働くメイドたちにあいさつをしながら、ティアラローズは庭園までやってきた。朝あさ露つゆの残る薔ば薇らやティアラローズの花が美しく咲き、朝から贅沢な気分になる。

　散歩という名目があるので、花を見ている風を装よそおって指輪の導く方向へ歩いていく。

　──いったいどこに行くのかしら？

　普段であれば、あまり庭園の奥おくへ行くことはしない。なので、この先に何があるのか詳しよう細さいに把は握あくしていない。

　おそらく、知っているとすればタルモだろう。

　いつもより奥へ奥へと歩くティアラローズを見て、フィリーネは「どこまで行かれるんですか？」と声をかける。

「もう少し奥まで行ってみたいのだけれど、いいかしら？」

「それは構いませんが……タルモ、この先もずっと庭園が続いているのですか？」

　ティアラローズが疑問に思っていたことをフィリーネが問いかけると、タルモはすぐに頷いた。

「この先には、泉があります。周囲には花が咲いていて、とても美しいです。しかし、歩くとなると二十分ほどかかると思います」

「想像していた以上に、この庭園は広いのですね」

　感心するようにフィリーネが言い、ティアラローズも同意する。

　──もしかしてその泉が、イベントスポットか何かなのかもしれない。

　違ちがう場所を指している可能性もあるが、美しい泉であれば純粋に気になってしまう。

「歩くのは問題ないから、行ってみましょう」

　ぜひ見てみたいと告げれば、「もちろんです」とフィリーネが楽しげに笑う。ティアラローズと同じように、フィリーネも興味があるようでほっとした。




　庭園の花を愛めで、指輪の導く方向を確かく認にんしながら泉へと向かう。やはり方向は一いつ致ちしているようだった。

　薔薇のアーチをくぐり抜けた先に、泉がある。しばらく歩くと、「すぐそこです」と告げるタルモの声が聞こえて、ティアラローズの胸が弾はずむ。

「これが泉──え？」

　アーチの向こう、一番に泉を目にしたティアラローズは動どう揺ようして思わず足を止める。

　直径五メートルほどの泉が、黒く濁にごっていた。にもかかわらず、その周囲には綺麗な花が咲いているのだから異質以外のなにものでもない。

　すぐに、星空の王の指輪を確認する。

　──指輪は、やっぱりこの泉を指していたみたい。

　どういうことだろうと考えるよりも早く、「お下がりください！」とタルモがティアラローズの前へと出た。

「いったいどういうことだ。何か薬物が混ざっている危険があります……っ！」

　焦あせるタルモと、不安そうにするフィリーネ。

　しかしティアラローズは、逆に冷静になる。普段は綺麗な泉が、何か助けを求めて指輪の力を頼たよって自分を導いたのではないか──と。

　タルモが泉を観察しているのを見ていると、ふと……泉の中心部分にこぽこぽと泡あわが見えた。タルモは水質を確認しているため、それにはまだ気付いていない。

　ティアラローズは目を凝こらして、いったい何だろうかと見つめる。すると、その泡は次し第だいに大きくなり、ばしゃんと大きなしぶきが上がった。

「──っ!?」

　その音に、タルモとフィリーネも泉の中心を見る。

　ばしゃばしゃともがくようにして、一匹ぴきの動物が泉の中から姿を現あらわした。

　何事だと思ったのは一いつ瞬しゆんで、その動物が溺おぼれていることに気付く。慌ててティアラローズが一歩前に出ると、フィリーネがすぐに止める。

「駄だ目めです、離れてください！　危険です!!　泉の水はもちろん、あの動物も危険があるかもしれません！」

　絶対に触ふれないでくださいと、フィリーネが悲痛な声をあげる。しかし、目の前で溺れている動物を放っておくことが出来るわけもなく。

「でも、助けないと溺れて死んでしまうかもしれない！」

「だからといって、ティアラローズ様が助ける必要はありません」

「そうです。ティアラローズ様、私が助けますから、泉の水には触れずにお待ちください！」

「……っ！」

　タルモは自ら、この泉に入ると言った。しかし、毒に染まっているかもしれない泉にタルモを飛とび込こませるなんてティアラローズに出来るわけがない。

　けれど、動物を見殺しにもしたくない。摑つかまることの出来るような長い棒が、手入れのされている庭園周辺にあるはずもなく。

　ティアラローズは唇くちびるを嚙みしめ、海の妖精王の加護の力でどうにか助けることは出来ないだろうかと考え──ハッとする。

　気付いてしまえば、そこからの判断は早い。

　泉に飛び込もうと、持っていた剣けんに手をかけたタルモを視界に捉とらえる。

「タルモ！」

「はいっ」

「下がりなさい。あなたが飛び込むことは許しません」

「ですが、それだと──っ!?」

　肩に巻いていたストールをフィリーネに預けたティアラローズは、止められることを懸け念ねんしてそのまま走り泉の中へと飛び込んだ。

「ティアラローズ様!?」

　フィリーネの悲痛な叫さけびを耳にしながらも、ティアラローズは気にせず溺れている動物の下まで泳ぐ。




　──今、助けてあげるからね！

　水質までは変化していなかったようで、ティアラローズは問題なく泉の中心まで泳ぐ。そして、助けるために溺れている動物に触れた──瞬間。

　ぶわっと、ティアラローズの魔ま力りよくが揺ゆれた。

「──っ!?」

　そしてその発生源が、星空の王の指輪だということに気付く。どうやら指輪が示したのは、この動物で間違いないようだ。

　すぐに動物を抱だきしめて、ティアラローズはタルモとフィリーネの方へと振り返った。

「なんてことを……！　タルモ、はやくティアラローズ様をお助けしてくださいっ!!」

　溺れてしまったらと、涙なみだぐみながらフィリーネがタルモに縋すがる。しかしそれを制したのは、飛び込んだはずのティアラローズ本人だ。

　泳ぎながら「大だい丈じよう夫ぶよ」と告げて、二人のいる岸へとたどり着く。

「もう、なんてことをなさるんですかティアラローズ様！」

「あ、触らないでフィリーネ」

「！」

　すぐに手を伸ばして、泉からティアラローズを引き上げようとするフィリーネとタルモを制す。

　水に濡ぬれた髪を後ろに流して、水を吸って重くなったドレスに顔をしかめる。

「この水には、触れない方がいいわ」

「ですが、ティアラローズ様は触れているじゃありませんか……っ！」

「わたくしには、海の妖精王の加護があるから大丈夫です。液状のものであれば、一いつ切さいの毒を無効にしてくれるから」

　ティアラローズが左手に付けているピンキーリングは、海の妖精王の指輪だ。先ほど告げた通り、液状であればどんな毒物も無効にし所有者を護まもる。

　たとえ食事に毒を盛られても、ティアラローズにはいっさい効かない。

　ゆえに、タルモを制して自らが泉に飛び込んだのだ。

　この中で、状態不明な泉に入り無傷でいられるのはティアラローズだけだから。それを二人に説明するも、フィリーネの悲痛な眼まな差ざしは消えない。

「毒が効く効かないの問題ではありません！　もう、このような無茶はおやめ下さい！」

「そうです。たとえ毒があろうとも、飛び込む役目を担になうのはティアラローズ様ではございません」

「……ご、ごめんなさい」

　自分は大丈夫だから──と、ティアラローズは考えてみたがやはり二人にとってはそう簡単な問題ではなかったようだ。

　大丈夫だと言い訳を続けると、わかっていないと説教大会が開催されてしまいそうなので──ティアラローズは素す直なおに謝あやまっておくことにした。

「とりあえず、汚よごれたドレスは綺麗にしましょう……」

「……ん、ありがとうフィリーネ」

　魔法を使い、フィリーネがティアラローズについた汚れを落とす。

　海の妖精から加護を受けているフィリーネは、水に関する魔法が得意だ。それは主に、室内の掃そう除じなどでも役立てられている。

　ただ、乾かわかすことまでは出来ないので急いで部屋に戻る必要があるけれど。

　同じように助けた動物も水で綺麗にすると、黒い毛の、まるまった角が顔を出した。大きさは小型犬くらいで、抱きしめるとちょうどよさそうなサイズだ。

　もふもふした毛は乾かしたらとても柔やわらかそうで、その姿は全身が毛で覆おおわれたポメラニアンのようだ。

「……うーん、見たことのない動物ね？」

「そうですね……」

　ティアラローズはストールで濡れた動物を軽く拭ふいてやり、まじまじと見る。初めて見る外見に、もしかして妖精の一種ではないだろうかという考えが浮かぶ。

「ティアラローズ様、今はとりあえずお部屋へお戻りください。その動物は、私が預かりますから」

「そうね。タルモにお願い──きゃっ！」

　動物をタルモに渡わたそうとすると、慌てふためき暴れ始める。ティアラローズの腕うでから抜け出して、ちらりとこちらを見つつも薔薇の茂しげみに逃にげ込こんでしまった。

　タルモはすぐに追いかけようとして茂みをかき分けてみるが、すでに動物の姿はない。

「……捜そう索さくは騎き士し団だんで行います。一いつ旦たん戻りましょう」

　今はティアラローズの体の方が大事だ。

　あの怪あやしげな色の泉、そこにいた得体のしれない動物。何か異変が起きていることは間違いない。

「わかったわ。ごめんなさい、私が抱く力を弱めてしまったから」

「ティアラローズ様のせいではございませんから、気になさらないでください。今は体を温めましょう」

　護衛であるタルモがティアラローズを残して動物を追うことは出来ない。ひとまずは部屋へと戻り、ティアラローズの安全を確保するのが先決だ。
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「ティアラ！」

「アクア様……」

　ティアラローズが入浴を済ませると、アクアスティードが心配そうにしながら自室で待っていた。

　すぐに「無事でよかった」と告げて、ティアラローズを抱きしめる。

「ご心配をおかけしてしまって、すみません。わたくしは、パール様の指輪があったので問題ありません」

「まったく……。今後は、指輪があってもこんな無茶はしないでくれ。タルモから報告を受けたときは、心臓が止まるかと思った」

　心臓がいくつあっても保たないと、アクアスティードが息をつく。




　ティアラローズをソファに座すわらせて、温かい紅茶を渡す。お風ふ呂ろにつかったとはいえ、しばらくは落ち着いていてもらわなければアクアスティードが安心出来ない。

　一緒にクッキーも用意して、アクアスティードも隣となりに腰かける。

「そういえば、あの動物は見つかりましたか……？」

「いや、まだだ。タルモが指揮をとって敷しき地ち内ないを探しているが、もしかしたら王城から出てしまった可能性も高い」

「裏は山がありますからね」

　もしかしたら、そこからやって来たのかもしれない。

　数日は捜索をするが、それでも見つからなければ王城内にはいないという判断をして終わりになるだろう。しかし、それよりも泉の水の方が問題だった。

「王城内で、今まであのようなことはなかった。騎士も多くいるし、不ふ審しん人物が入りこんでいるということも考えにくい」

　調査は進めているので、近いうちに原因を突き止めることは出来るだろうとアクアスティードは告げる。

　だからティアラローズは、問題が解決するまで大人おとなしくしているようにと言われてしまう。

「わたくしだって、皆みなさんの邪じや魔まはしません……あら？」

「ん？」

　ふいに視線を感じて、ティアラローズは窓を見る。

　そこには、先ほど泉で助けた動物がいて──ティアラローズをじっと見つめていた。
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　もふもふした黒い毛に、ちょこんと生えた角つのが可か愛わいらしい。首にはアクセサリーを付けているようで、どこかお洒落しやれ。

　安易に動物と言ってしまっていいのかわからないその姿に、ティアラローズとアクアスティードは釘くぎ付づけになる。

　妖よう精せいだろうか。

　でも、角が生えているから実は恐おそろしい生物だったりするのだろうか？　そんなことを考え、けれど愛らしい姿を見てティアラローズはあり得ないとすぐ考えを改める。

「あれが、ティアラの助けた動物……か？」

「そうです。よかった、元気そうで」

　水で弱ってしまっていたらと心配していたので、ティアラローズはほっとする。すぐに窓へ駆かけより、開けて招き入れようとして──アクアスティードに止められる。

「ティアラ、危険じゃない保証はないんだから勝手なことはしないで」

「！　……ですが」

　心配するだろうと、そう言いながらアクアスティードがティアラローズの手を引く。そしてアクアスティードは窓を開け、動物を招き入れる。

　また逃にげるかもしれないとティアラローズは心配するが、動物は何も警けい戒かいすることなくすんなり室内へと入って来た。

　その様子がとっても可愛らしくて、頰ほおが緩ゆるむ。

「初めて見ますけど、妖精でしょうか？」

「私も、こんな動物は見たことない。普ふ通つうでないことは確かだが、妖精かどうかと言われると……どうだろうな」

「不思議な子ですね」

　アクアスティードが警戒するように動物を見るが、攻こう撃げきをしかけてきたり、何かをしてこようとする様子はないようだ。それに安心しつつも、ティアラローズには近づかないようにと告げる。

　けれど、この動物は何かという悩なやみはすぐに消える。

　……この、動物自身によって。




『アクアスティード、ティアラローズ。助けてほしいのです！』




「──っ！　動物が、喋しやべった……!?」

「妖精か何か、か？」

　つぶらな瞳ひとみが少し潤うるみ、けれど涙なみだは流さない。そんな強さを秘めた目は、しっかりティアラローズとアクアスティードを見つめている。

『このままだと、フェレスが良くないものになってしまいます。それを食い止めたいのです。……どうか、わたしに力を貸してくれませんか？』

「え？　フェレス殿でん下かが？」

　思ってもいない人物の名前に、ティアラローズは驚おどろく。




　フェレス・マリンフォレスト。

　この王城の地下にある〝封ふう印いんされし王の間〟に、幽ゆう霊れいという状態で存在している初代国王だ。

　アクアスティードが星空の王の指輪を創るときに、力を貸してくれた人物。




　──この動物は、フェレス殿下とどういった関係なんだろう？

　あの場所に、このような動物はいなかった。そう思ったのはアクアスティードも同様で、「何者だ」と静かな声で告げた。

　動物は一歩下がり、ぺこりんと頭を下げてから名を名乗った。

『わたしは、リリアージュ・マリンフォレストです』

「……王族？」

　家名にマリンフォレストを名乗れるのは、王族のみだ。

　しかし、そのような名前は歴代の王族でも聞いたことがなかった。可能性としては、公式の記録が残っていないフェレスの妃きさきだろうと考えられる。

　アクアスティードの予想は当たっていたようで、リリアージュは『妻です』と告げた。

「まさか、妃ひ殿でん下かだったとは知らず──ご無礼を」

『いいえ。ティアラローズ、先ほどはわたしを助けてくれてありがとうございます』

　すぐに膝ひざをついて礼をしたティアラローズに、リリアージュは『大だい丈じよう夫ぶです』と笑う。

　同じように膝をつくアクアスティードを見て、少し心配そうに言葉を続ける。

『アクアスティードは、体に不調などはないですか？　王としての力が目覚め始めている今、魔ま力りよくが大きくなりコントロールすることも大変だと思います』

「魔力が増えているのは感じますが、不調などはありません。お気き遣づかい、ありがとうございます」

『そう……よかったです』

　優やさしそうな口調のリリアージュを見て、ティアラローズは危険な動物だったのではないとわかってほっとする。

　しかしそれと同時に、どうしてフェレスの妃である彼かの女じよがこのような姿でここにいるのだろうと思う。

　二人が生きてきた時代は、遙はるか昔。

　フェレスと同じように、リリアージュも幽霊かそれに近い存在として現世に留まっているのだろうかとティアラローズは考える。

　フェレスを助けたいがゆえに、どうにかして動こうとした結果がこの姿……なのかもしれない。

　──フェレス殿下のことが、大好きなんだわ。

　自分がアクアスティードを想おもうのと、同じように。おそらく、指輪が伝えたかったのもリリアージュの存在だろう。

　ならば、自分はフェレスとリリアージュの力になろうとティアラローズは決める。

『あら？』

「？」

　ふいに、リリアージュがテーブルに視線を向けて声をあげる。

『それは何ですか？　……とっても可愛いです』

「クッキーという、甘あまいお菓か子しです。召めし上あがりますか？」

『食べ物なのですか？　ぜひ、食べてみたいです!!』

　花を象かたどったアイシングクッキーは、見た目がとても華はなやかだ。

　以前は焼いただけのありきたりなクッキーしかなかったが、ティアラローズが作り広めた結果、城の料理人も作れるようになっていた。

　ティアラローズはリリアージュを抱だき上あげて椅い子すに座すわり、アイシングクッキーを手て渡わたした。

　もふっとした手で受け取ったリリアージュは、可愛さを目で堪たん能のうしてからぱくりと口の中へ入れた。

『はわわわわわ、こんな甘く美お味いしいものが世界に存在していたなんて……！』

「喜んでいただけて嬉うれしいです」

「女性はいつの時代も甘いものが好きだな」

　幸せそうにクッキーを食べるティアラローズとリリアージュを見て、アクアスティードが微笑ほほえむ。

　そしてふと、ティアラローズのドレスに少し汚よごれが付いていることに気付く。いったいどこでと考えて、すぐにリリアージュが原因だと気付く。

「ティアラ」

「はい？」

「先にリリアージュ様に支し度たくをしてさしあげよう。きっと、疲つかれも溜たまっているだろう」

　溺おぼれて、王城の庭園内を歩き、リリアージュは疲れているはずだ。アクアスティードがそう気遣うと、リリアージュは慌あわてながらも嬉しそうにしてくれた。

『！　そうでした、わたしったら……ごめんなさい。外にいたから、お風ふ呂ろもいただけると嬉しいです』

　アクアスティードとリリアージュの言葉にティアラローズは頷く。

「わたくしがお手伝いさせていただきますね、リリアージュ様」

『ありがとうございます、ティアラローズ』

　ティアラローズはリリアージュと部屋に備え付けられている浴室に向かった。




　二人がお風呂に入っている間、アクアスティードはタルモに動物の捜そう索さくは打ち切りだと指示を出す。

　すぐに日常の業務へ戻もどったが、アクアスティードはやることが増えた。

　エリオットとフィリーネを呼び出し、今後のスケジュールに変へん更こうが出るかもしれないことも告げる。

　それと共に、フィリーネとエリオットにはリリアージュのことも伝えておく。側近である二人が把は握あくしているだけで、だいぶ動きがスムーズになるだろう。

「フェレス殿下のお妃様ですか……」

「ああ。私とティアラが結けつ婚こん式しきを欠席することは出来ない。最悪、エリオットにはマリンフォレストに残ってリリアージュ様の対応をしてもらうことになるだろう」

「……そうですね、私以外には務まらない内容ですね」

　フィリーネはティアラローズとともに行くが、リリアージュが快適に過ごせるよう部屋を整えるように指示を出す。

「ティアラローズ様のお考え次し第だいですが、新しく部屋を用意するよりは、ティアラローズ様のお部屋を使った方が安全かもしれません」

「そうだな。そこは確かく認にんしておこう」

　いかんせん、リリアージュの身分が身分だ。ほかの誰だれかに見つかるような事態は避さけたい。

「かなり大変だと思うが、よろしく頼たのむ」

「はい」

「お任せください」

　アクアスティードの言葉に、エリオットとフィリーネはすぐに了りよう承しようした。
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　レースがかかった窓からは、たっぷりの太陽光が差さし込こむ。ティアラローズは浴よく槽そうにお湯を張り、香かおりの付いた泡あわの入にゆう浴よく剤ざいを入れる。

『わぁ、すごいです。こんな素す敵てきなお風呂、初めてです』

「気に入っていただけてよかったです。匂においは気になりませんか？」

『はい、大丈夫です』

　ティアラローズが入れた入浴剤は、柑かん橘きつ系けいの香りがするもの。

　動物の姿をしているので、もしかしたら香り付きはよくなかったんじゃ……と思ったが、その心配は杞き憂ゆうだったようだ。

　お風呂を泡々にして、それをリリアージュに堪能してもらう。

『はぁ、久しぶりのお風呂……とっても気持ちいいです』
















　リラックスしている様子のリリアージュにほっとしながら、ティアラローズはスポンジを泡立てて優しく汚れを落としていく。




「リリアージュ様は、今までフェレス殿下と一いつ緒しよにいらっしゃったのですか？」

　リリアージュを洗い終わったので、体が温まるまでの間に話をすることにした。

『そうですね……ある意味、一緒にはいました。でも、わたしたちは会話をしたり、そういったことは出来ませんでした』

「え……それ、は」

『気にしないでください、ティアラローズ』

　聞いてはいけないことだったろうかと、ティアラローズは申し訳なさそうにする。けれど、リリアージュは大丈夫だと笑う。

『実は、わたしがこうやって外へ出られたのは、ティアラローズのおかげなんです』

「え？」

『ティアラローズも、きっと感じたと思います。星空の王の指輪が共鳴して、わたしは外へ出られたんです』

　そう告げると、リリアージュは首元に手を伸のばし、毛に埋うもれるようにして付けていたチェーンを見せてくれた。チェーンには星空の王の指輪が通されていて、きらきらと小さく輝かがやいている。

『わたしたちの指輪が近づくと、反応しますね』

「なんだか、不思議です。でも、わたくしが指輪を持ったことでリリアージュ様が外へ出られたのならよかったです」

　リリアージュの言葉を聞き、やっぱり星空の王の指輪とリリアージュが繫つながっていたということを確信する。

『助けてほしいのは、フェレスです。力が不安定になってしまっていて、苦しんでいます。わたしはそれを、助けたいんです』

「フェレス殿下が？」

『はい。だから、私は外へ出ました。フェレスを助けられるものを、取りに行くために』

　フェレスを一人にしてしまうのは忍しのびないけれど、助けることが出来るのであれば、その可能性に賭かけたいのだとリリアージュは告げる。

　とはいえ、ティアラローズとアクアスティードにはとてつもない迷めい惑わくをかけてしまう。そのことが気がかりなのだと、小さく呟つぶやいた。

「そんなこと、気にしないでくださいませ。マリンフォレストを建国したお二方に何かあったとあれば、何はさておいても協力させていただきます」

『ティアラローズ……』

「アクア様も、絶対にそう言いますから」

　だから安心してくださいと、ティアラローズは微笑む。

『ありがとうございます。とってもとっても、優しいんですね』

　リリアージュも笑え顔がおになり、どうやってフェレスを助けるのかを説明した。

『フェレスのご両親のお墓に、魔力を持つ装そう飾しよく品ひんがあるんです。それは、力の制せい御ぎよを補助してくれるので、フェレスも安定するはずなんです』

「ご両親のお墓……ですか。それは、マリンフォレストにあるんですよね？　地図で調べてみないと、わからないですね」

　初代国王の両親の墓があるという話は、聞いたことがない。無事に見つかるだろうかと、ティアラローズはマリンフォレストの地理を思おもい浮うかべる。

『違ちがいます、この国では……ないんです』

「え……？」

　リリアージュの言葉を聞き、ティアラローズは首を傾かしげる。この国の初代国王であるのだから、両親の墓もマリンフォレストにあるのではないかと思ったのだ。

『もともと、フェレスは隣となりの国の人間だったんです。ええと、マリンフォレストから……東の方向だったはずです』

「……ラピスラズリ？」

　マリンフォレスト王国の東隣にあるのは、ティアラローズの祖国であるラピスラズリ王国だ。

　とはいえ、歴史ではマリンフォレストの方が古い。おそらく。ラピスラズリ王国が建国するより前にあった国の人間だったのだろう。

　ティアラローズが考えていたよりも、歴史は奥おくが深かったのだと、改めて考えさせられる。




『ティアラローズ……』

「あ、はい」

　歴史について思案していたら、リリアージュから『熱いです～』と、のぼせた声。思わず話し込んでしまい、長湯をしすぎてしまったのだ。

「ああっ、失礼しました。すぐに上がりましょう」

『はい。とっても気持ちよかったです、ありがとうございます』

　ティアラローズがリリアージュの体をタオルで拭ふいて、のぼせてしまった体を扇おうぎで煽あおいで風を送る。

「お体は大丈夫ですか？　わたくしったら、気付かずに申し訳ありません……」

『体は全然平気なので、気にしないでください』

　普ふ段だんからゆっくり入浴するのが好きなティアラローズとリリアージュでは、入浴時間が違う。そのことを考えられず、負担をかけてしまったことをひどく反省する。

　十分涼すずむと、リリアージュの黒い毛はふわふわに戻り、本当に愛らしい小動物になった。

　これならば野生動物と間ま違ちがわれないだろうが、王城には多くの人間がいるため何かあったら不安だ。

「リリアージュ様、リボンを付けさせていただきますね」

『わぁ、ありがとうございます！』

　リリアージュの首の後ろに、可愛いチェック柄のリボンを付けた。これならば野生動物だと勘かん違ちがいされないし、完かん璧ぺきだろう。

『あ、そうです。ティアラローズのことを、ティアラと呼んでもいいですか？　わたしのことも、リリアと呼んでください』

「もちろん構いませんが、わたくしが愛あい称しようでお呼びしてもいいのですか？」

『はい。わたし、娘むすめがほしかったんです。……駄だ目めですか？』

　リリアージュの言葉に、驚く。確かにフェレスの妃なのだから、子供がいてもおかしくはない──が、それを自分に当てはめられるととても不思議な気分になる。

　──姿が動物だから、かな？

　とはいえ、初代王おう妃ひに娘のように接してもらえることはとても嬉しい。

「よろしくおねがいします、リリア様」

『ありがとう、ティアラ！』

　仲良くなった王の妃たちは、嬉しそうに笑いあった。







　リリアージュの支度が終わり部屋に戻ると、アクアスティードのほかにエリオットとフィリーネもいて、ラピスラズリへ行く相談をしていた。

「アクア様！　それにフィリーネとエリオットもいるのね、ちょうどいいわ」

「うん？」

　ティアラローズはアクアスティードの隣へ座り、リリアージュを膝へ載のせる。そしてお風呂でリリアージュに聞いたことを話そうとしてはっとする。

「リリア様のことを、二人に話しても大丈夫ですか？」

　そう言って、ティアラローズはフィリーネとエリオットを見る。もう自分の膝の上で動いているリリアージュを見せてしまったが、詳しよう細さいを話すなら確認しておいた方がいいだろう。

「ああ、かまわないよ。二人にはもう、話してある。私たちがラピスラズリに行っている間のことも、どうするか決めないといけないだろう？」

「そうでしたか、ありがとうございます。リリア様、二人のことを紹しよう介かいしますね」

　ティアラローズの声を聞いて、エリオットとフィリーネが前に出て挨あい拶さつする。

「アクアスティード様の側近、エリオットです。ご入用のものなどございましたら、遠えん慮りよなく申し付けてください」

「ティアラローズ様の侍じ女じよ、フィリーネ・サンフィストです。身の回りのお世話をさせていただきます」

『リリアージュ・マリンフォレストです。二人とも、よろしくお願いします』

　エリオットとフィリーネに協力してもらえるのであれば、リリアージュの世話などもだいぶ楽になるだろうとほっとする。あとは、今後のことをどうするかだ。

「それでご相談なんですけど、リリア様をラピスラズリにお連れしたいんです」

　そう言って、ティアラローズは入浴中にリリアージュから聞いたことを三人に説明した。




「なるほど、フェレス殿下の両親の墓か……。なら、そこに立ち寄れるようにスケジュールを整えよう」

　ティアラローズとリリアージュの説明に納なつ得とくして、アクアスティードは一緒にラピスラズリへ行くことを了承する。

『本当に、ありがとうございます。どうかお願いします』

　無理を聞いてもらって、リリアージュが頭を下げる。

「リリアージュ様、構いませんから頭を上げてください。私たちに、そのような態度をとる必要はありません」

「アクア様の言う通りです。一緒にご両親のお墓を見つけましょう」

『ありがとうございます。アクアスティード、ティアラ』




　アクアスティードはエリオットに指示して、地図を用意させる。

　詳くわしい場所がわかるのかどうかリリアージュに問いかけると、リリアージュは地図を広げたテーブルに跳び乗った。そして、首を傾げる。

『……ごめんなさい、場所まではわからないです。おそらく、お城の近くだとは思うんですけど』

「もしかしたら、古い地図の方がいいかもしれませんね。エリオット」

「はい、こちらです」

　エリオットは騎き士し団だんで保管する古い地図を出してテーブルの上に広げるが、そこにラピスラズリ王国の王城はない。

　そう、これはまだラピスラズリが建国される前の地図。しかし、リリアージュが過ごしてきた時代には、これが一番近い地図のはずだ。

　ぱっと見て、ラピスラズリ王国が建国される前に建てられたお墓のようなものは見当たらない。

　探すのが難しそうだとアクアスティードが思っていると、リリアージュはゆっくりと首を振ふった。

『ごめんなさい、わかりません。……ただ、マリンフォレストからそう遠い場所ではないと思います』

「わかりました。王族の墓だったのであれば、おそらく何かしらの痕こん跡せきはあるはずです。エリオット、一足先に調査を」

「かしこまりました」

　さすがに、ラピスラズリは他国であるため大きな捜索は出来ない。目的が目的なので、人員を割さける案件でもない。




　もしかしたら、かなり時間がかかってしまうのではと考えていたが──何の情報も得られないまま、ラピスラズリ王国へ出立する日となった。
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　豪ごう華かな馬車の室内には、ティアラローズとアクアスティード。それから、リリアージュ。

　リリアージュのような姿は動物にも妖精にも前例はないので、移動中はティアラローズが気に入っている人形のふりをしてもらい、なんとか誤ご魔ま化かすこととなった。

　今はラピスラズリ王国へ向けて、マリンフォレストの国内を走っている。




『わぁ、海が綺き麗れいです。わたし、マリンフォレストにずっといたから他国へ行くのは初めてです！』

　なのでとっても楽しみですと、リリアージュが嬉しそうに告げる。るんるん鼻歌を口ずさみながら、外の景色に夢中だ。

「リリア様に喜んでいただけてよかったですね、アクア様」

「ああ。こうして、年月が経たっても自国を好きだとおっしゃっていただけるのは嬉しい」

　おそらく、今よりもリリアージュが生きてきたマリンフォレストの方が自然も多く美しかっただろう。それでも、今のマリンフォレストも大好きだと言ってくれる。

　昔はなかった可愛らしく美味しいお菓子。

　綺麗な町並みに、笑顔のあふれる国民。

『この国を大切にしてくださって、ありがとうございます』

　そう、リリアージュが嬉しそうに告げる。

　王族として、この国を築いてきたアクアスティードにはなによりも嬉しい一言だ。

「もっとたくさん、マリンフォレストを見ていただきたいですね」

「そうだな」

　三人でゆっくり景色を見ながら、束つかの間まの旅を楽しんだ。
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　馬車の旅は順調に進み、ティアラローズたちは無事ラピスラズリ王国へ辿たどり着ついた。

　まずは王城へ行き、挨拶する。

「わぁ……懐なつかしい」

　アクアスティードにエスコートされて、ティアラローズは馬車を降りる。

　太陽の光にまで歓かん迎げいされているように感じながら、ティアラローズは美しいラピスラズリの王城を見上げた。

　淡あわい青色の建物に、中へと続く階段。両サイドには騎士たちが並び、その間を嬉しそうに駆け下りてくるアカリの姿が目に入る。

「ティアラ様～！　アクア様～！　いらっしゃい！」

「アカリ様ったら」

「相変わらず元気だな……」

　転ばなければいいがとハラハラしつつも、ティアラローズはアカリに向かって手を振る。「お久しぶりです」と告げながら、ティアラローズも笑えみを浮かべる。

　綺麗な黒色の髪かみと瞳。愛らしい顔立ちと、リボンを使った流行のドレス。聖なる祈いのりを扱あつかうことの出来る、乙女おとめゲーム『ラピスラズリの指輪』のヒロインだ。

「アカリ嬢じよう、お元気そうで何よりです。この度たびは、ハルトナイツ王子とのご結婚、おめでとうございます」

「おめでとうございます、アカリ様。お招きいただきありがとうございます」

「アクア様、ティアラ様、ありがとうございます。私も、式がとても楽しみです。ゆっくりしていってくださいね」

　簡単に挨拶を済ませると、アカリが「こっちです」と客室へ案内してくれる。




「私、美味しいお菓子をたくさん用意したんです！　ティアラ様、オリヴィア様ももうこちらに到とう着ちやくしていますから、夜になったら女子会をいたしましょう！」

「えっ！」

　女子会をするなんて、初耳だ。

　ティアラローズはどうしようかと思いつつ、オリヴィアもいるのであれば、ぬいぐるみの振りをしているリリアージュも紹介出来て都合がいいと考える。

　アクアスティードは若じやつ干かんあきらめた表情で、「ティアラの好きしたらいい」と言う。

「とはいえ、ずっと馬車の移動でティアラも疲れているだろうから、あまり無理はさせないでくれ」

「もちろん、わかっています！　何かあれば、私が聖なる祈りで癒いやしてあげますから」

「そうじゃない」

　ふふんと誇ほこらしげなアカリに、アクアスティードは大きく息をついた。

　隣でティアラローズも苦く笑しようしながら、でもスイーツが食べられるなら少しの無理くらい……なんて考えているが、そんなことアクアスティードには伝えられない。

　雑談をしながら客室へと案内される。

　ティアラローズとアクアスティードに一部屋、フィリーネとエリオットは別に部屋を与あたえられて、王族との顔合わせがある夕食までは自由時間となった。




　用意された客室は、応接間、主室、寝しん室しつ、浴室が備わっていた。

　白とセピアを基調に整えられた室内は落ち着いていて、ラピスラズリの滞たい在ざい中ちゆうは穏おだやかに過ごすことが出来そうだ。

　バルコニーに出ると、薔ば薇らが咲さきほこる庭園を一望することが出来る。その美しさにうっとりしながらも、妖精の姿が見えないことが寂さびしく思えてしまう。

　──妖精がいないのなんて、当たり前の光景だったのに。

　すっかりマリンフォレストに馴な染じんでしまったと思いながら、しかしティアラローズはそれがとても嬉しい。

「疲れてない？」

「アクア様……大丈夫です。これからはやるべきことも多いですから、気合いを入れないといけませんね」

「そうだね。リリアージュ様のこともあるし、あまり時間に余よ裕ゆうはないか」

　バルコニーから室内に視線を向けると、ソファでぐったりとしているリリアージュが目に入る。馬車での移動が不慣れで、乗のり物もの酔よいをしてしまったのだ。

　その横では、フィリーネが過ごしやすいようにと室内を整えている。

　先ほどまで一緒にいたエリオットは、リリアージュの頼んだフェレスの両親の墓標を探すためにすでに出かけている。

　今回同行することとなったタルモや数人の騎士は、交代で部屋の前で警備にあたっているところだ。

「わたくしも、何か出来たらいいのですが……」

　さすがに妃であるティアラローズが調査に出ることは出来ないので、部屋で大人おとなしくしているしかない。それに、王族としての仕事やリリアージュの世話をする人間も必要だ。

「今はエリオットに任せよう。ティアラは夕食会の準備だってあるだろう？　私が図書館で文ぶん献けんを調べたりしてくるから、大人しくしていて」

　初代の王妃なのだから、ティアラローズがそばにいるのがいいだろうとアクアスティードは判断した。それに、女性同士ならなおさらねと微笑む。

「……はい。ありがとうございます、アクア様」

　図書館へ行くアクアスティードを見送って、ティアラローズはリリアージュのために蜂はち蜜みつ入りのホットミルクとメレンゲ菓子を用意する。

『あったかくて、甘いです』

「わたくしも、疲れたときに飲んだりするんですよ」

『そうなんですね。確かに、これは疲れが吹ふっ飛とびそうです』

　リリアージュの背中を撫なでながら、アカリに聖なる祈りの力で癒してもらった方がいいだろうかと考える。

　リリアージュはくぴくぴとホットミルクを飲んで、ほうっと息をつく。先ほどよりは表情が落ち着いてきているようで、少し安心した。

　そのままメレンゲ菓子も口へ入れると、リリアージュはぱぁっと顔を輝かせる。

『ティアラのお菓子は、どれも美味しくて幸せになれますね』

「喜んでいただけて嬉しいです」

　先ほどまでのぐったりした様子はもうなく、リリアージュは元気にお菓子を食べていた。
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　夜になり、ティアラローズは夕食会用のドレスに着き替かえる。

　エンパイアラインのドレスはリボンとレースを重ね、首には同じ材質の布を使って花の装飾品を添そえている。

　ふわりと柔やわらかいハニーピンクの髪が、ドレスの水色によく似合う。

　そんなティアラローズをエスコートするのは、盛せい装そうしたアクアスティードだ。

　黒地に薄うすいグレーのラインが入った生き地じに、金色の縁ふち取どりがされている。結ばれたタイは、ティアラローズの首元のリボンと揃そろいのものだ。

　夕食会の食堂に入ると、ラピスラズリの王族はすでに揃っていた。

　まず代表して挨拶したのは、ラピスラズリの国王であるアレクサンダー・ラピスラズリ・ラクトムート。ハルトナイツの父であり、彼かれから王位を剝はく奪だつした人物でもある。

「ようこそいらっしゃった。二人に会うのは久しぶりだな。元気そうで、安心したよ。道中は疲れたであろう？　食事を用意したので、ゆっくりしていってほしい」

「ありがとうございます。陛へい下かもお変わりないようで、なによりです」

　アクアスティードとアレクサンダーが握あく手しゆを交かわし、ティアラローズも握手を交わす。

「しばらく見ない間にますます美しくなったな、ティアラローズ嬢。シュナウスが見たら、泣いて感動しそうだな」

「やめてくださいませ、陛下……」

　本当に泣いて感動しそうなので笑えないと、ティアラローズは苦笑する。

　それから王妃が挨拶して、すぐにアカリが己おのれを主張するように前へと出てくる。

　少し濃こいピンク色のドレスに白のストライプが入っていて、髪かみ飾かざりのリボンと合わせてある。にこにこと笑いながら、「しっかり仮か眠みんしましたか？　夜は長いですからね！」なんて容よう赦しやのないことを言ってくる。

「アカリ、あまり客人を困らせるようなことを言うな」

「ハルトナイツ様！」

　ティアラローズの元婚こん約やく者しやであり、アカリの結婚相手のハルトナイツ・ラピスラズリ・ラクトムート。綺麗な金色の髪と青い瞳を持つ、このゲームのメイン攻こう略りやく対象だ。

「……久しぶりだな、アクアスティード王子。それから、ティアラ……ティアラローズ様」

「ああ、久しいな」

「お久しぶりです、ハルトナイツ殿下」

　緊きん張ちようした空気が流れ、挨拶の言葉だけでその後が続かない……。

　何か気の利きいたことを言った方がいいだろうかとティアラローズが悩んでいると、明るい声が耳に入る。

「ティアラ姉様、お久しぶりでございます！」

「きゃっ！　シリウス王子！」

「こうしてお会いするのは、ティアラ姉様の結婚式以来でしょうか？　とはいえ、あのときはほとんどお話しすることが出来ませんでしたから……今日のこの日を、とっても楽しみにしていました！」

　ハルトナイツの後ろから飛び出してきたのは、その弟であり、王位継けい承しよう権けん第一位の第二王子──シリウス・ラピスラズリ・ラクトムート。

　ぎゅっとティアラローズに抱きつき、久しぶりに会えたことをとても喜んでいる。

　まだ十歳さいの幼さながら綺麗に整った顔立ちを見ると、一見美少女と間違えてしまうほど。

　無む邪じや気きに笑うシリウスは、ハルトナイツよりも少しだけ色素の薄い金色の髪に、澄すんだ空色の瞳を持つ。

「お久しぶりでございます、殿下。とても成長されていて、驚きました」

「でも、まだティアラ姉様の身長には追いついていません……」

「わたくしの身長なんて、あっという間に超こえてしまいますわ」

　だから安心してくださいと告げて、ティアラローズはシリウスの頭を撫でた。

　その様子を見ながら、アレクサンダーは苦笑する。

「まったく……。シリウスは、ティアラローズ嬢に会うのをとても楽しみにしていてね。次期国王になるのだから、私としてはもっと落ち着いてほしいのだが」

「いいえ、かまいません。わたくしには弟がいませんから、とても嬉しいです」

　それに、夕食会とはいえこの場は内輪に近い状態だ。普段はシリウスがしっかりしていることをティアラローズも知っているので、問題ありませんわと微笑む。

「なら、ティアラ姉さまも私を殿下なんて呼ばないでください。なんだか、遠い人になってしまったようで寂さびしいです……」

「……わかりました、シリウス王子。でも、公おおやけの場では殿下と呼びますからね？」

「はい！　そのときは、私もティアラローズ様と呼びますね」

　約束ですからねと、シリウスは花がほころぶように微笑んだ。

「ティアラ様とシリウス様って、仲が良かったんですね。知らなかったです」

「私も驚いた」

　アカリが口元に手を当てて大おお袈げ裟さに驚いてみせ、アクアスティードもそれに賛同した。

　二人に対して、ティアラローズは「そうなんです」と嬉しそうに頷く。

「王妃様とのお茶会などで、シリウス王子とお話しする機会が多かったんです」

「ああ、なるほど」

　まだ幼い王子は、母のお茶会へ一緒に参加していたのだという。自分の兄であるハルトナイツの婚約者なのだからと、ティアラローズのことを姉と呼び慕したってくれていたのだ。

　──あ、でも姉ではなくなってしまったわね。

　ハルトナイツとは婚約を破は棄きし、アクアスティードの下へ嫁とついだのだ。このまま姉と呼ばせるのはよくないのではないかと考えていると、シリウス自身が切り出した。

「ですが、もう私の姉様ではないのですよね」

　寂しいですねと、シリウスが告げる。

　愛らしい少年が見せる仕草に、ティアラローズは思わず姉でいいですと告げたくなってしまうがぐっと我が慢まんする。

「……っ！」

　しかしそれと同時に、ハルトナイツが体をこわばらせた。己が婚約破棄しなければ、ティアラローズは正真正しよう銘めいシリウスの義ぎ姉しとなっていたのだから。

　ハルトナイツが何か言った方がいいだろうかと戸と惑まどっていると、先にアレクサンダーが口を開く。

「シリウス、まずはアクアスティード王子への挨拶が先だろう」

「そうでした」

　ティアラローズに会えたことが嬉しくて、はしゃいでしまいましたとシリウスが謝罪の言葉を口にする。

　それと同時に、アカリにも「無神経でした」と頭を下げた。

「大丈夫です、気にしてないですよ。ティアラ様は私の親友ですから、シリウス王子の姉みたいなものです」

「アカリ様……」

　それでは自分とアカリが姉し妹まいみたいだと、ティアラローズは笑う。

「私とティアラ様が姉妹なんて、すっごく楽しくて幸せじゃないですか？　ティアラ様も私も、シリウス王子みたいに可愛い弟はいつでも大歓迎ですし！　ねぇ、ティアラ様」

「そうですね……」

　楽しそうに話すアカリに、ティアラローズは言葉をはさめずに頷くしかない。それに、シリウスのような弟なら可愛いし大歓迎だというのは同意だ。

「でしょう？　夜の女子会のために、とっておきのプレゼントも……あ、これはあとでのお楽しみです！」

「…………」

　話が止まりそうもないアカリに、ティアラローズだけではなくアレクサンダーまでもが苦笑する。「元気なお嫁よめさんで嬉しいわ」と微笑んでいる王妃だけは、もしかしたらアカリ寄りの人間かもしれない。

「アカリ様、このままではシリウス王子がアクアスティード殿下にご挨拶できませんよ」

「あ、そうでした」

　いけないと、アカリは口元を手で押おさえておほほほとわざとらしく笑って見せた。

　──でも、場の雰ふん囲い気きは明るくなった。

　シリウス王子もアカリの様子を見て嬉しそうにしているので、ほっとする。

「ご挨拶が遅おくれてすみません、アクアスティード殿下。結婚式ではあまりお話し出来ませんでしたが、ティアラ姉様が幸せそうで嬉しいです。どうぞ、ゆっくりしていってください」

「お久しぶりです、シリウス殿下。長い滞在ではないですが、よろしくお願いします」

「はいっ」

　アクアスティードと握手を交わし、シリウスは嬉しそうに微笑んだ。




　夕食会は滞とどこおりなく進み、ティアラローズは眼前に並ぶデザートから目を離はなせないでいた。

　以前のラピスラズリよりも、ぐっとデザートの質が上がっているのが一目でわかる。

　アカリが王城に滞在し、料理への感想や意見を告げたことにより劇的な進化を遂とげていったのだろう。

　デザートの主役は、チョコレート。

　一枚のお皿の上で、まるで物語のように演出されている。

　半円球のチョコレートボールの中に、一口サイズのシフォンケーキが詰つめられている。

　お皿の縁には蜂蜜、ストロベリー、ブルーベリー、チョコレートのソース。そしてストライプ模様になったチョコレートリボンに、その横にはココアパウダーとシュガーパウダーがかかった二色のトリュフチョコ。

　マリンフォレストはもちろん、ラピスラズリもデザートの見た目により一層力を入れるようになったのがわかる。

「どうですか、ティアラ様！　このチョコレートプレートは、私が提案して作らせたんですよ」

「とても美味しいです、アカリ様」

「でしょう？」

　一口含ふくむと、チョコレートは舌の上であっという間に形を崩くずす。

　ミルク、ホワイト、ビターと様々な種類のチョコレート。

　出された人によってその組み合わせが違うところを見ると、好みに合わせてくれているのだろう。

　アクアスティードの皿は、ホワイトとビターチョコレートがメインになっている。

　──アカリ様も、自国のためにいろいろなことをしてるのよね。

　ピアスなどアクセサリーの流行を作ったり、デザートの開発をしたり。不敬を働き白の塔とうへ入れられていた彼女が、よくここまで持ち直したものだとティアラローズは感心する。

　──そのガッツには、すごく尊敬する。

　アカリは自分に正直で、嫌いやなことには決してイエスとは言わない。

　イエスと言ったことに対しては、必ず実行するのだ。そのため、アカリの発した言葉に関しては信しん頼らい度どが高い。

　大らかな性格もあり、少しずつ信頼を回復し今にいたっているのだ。




　笑顔でデザートを食べていると、シリウスがティアラローズに声をかけた。

「ティアラ姉様」

「シリウス王子、どうしました？」

「実はティアラ姉様にお願いがあって……姉様の名前が付けられた花をいただけませんか？」

　駄目ですか？　と、シリウスがティアラローズを見つめる。

　マリンフォレストの国花となった、ティアラローズの花はとても美しい。今回も、土産みやげにと鉢はち植うえにして持ってきている。

「もちろんです、シリウス王子」

「ありがとうございます！」

　ティアラローズが快かい諾だくすると、シリウスが喜ぶ。

「なんだ、お前が花をほしがるなんて珍めずらしいな」

「ハルトナイツ兄様……そんなんだから、ティアラ姉様に愛あい想そをつかされるのですよ！」

　甲か斐い性しようがないですねと、シリウスがハルトナイツを睨にらむ。

「兄様も、好きな女性に花を贈おくるくらいしたらどうですか？」

「うぐっ」

　そういえば、ハルトナイツに花を贈られたことはなかったなぁと……ティアラローズは苦笑する。

　デートだってなかったのだ。誕生日などに、宝石などの装飾品を贈られたことがあるくらいだったろうか。

　──ハルトナイツ様、いいように言われちゃって……。

　なんだかこんな彼を見るのは新しん鮮せんだなと思っていると、どうやらそれはアカリも同じだったようだ。

　アカリはハルトナイツとシリウスをガン見していて、『こんな美味しいシーンはゲームになかったですよね!!』という心の声が今にも聞こえてきそうだ。

　オリヴィアがいたら、間違いなく鼻血を出して震ふるえていただろう。

「まったく、そのような言い争いをするんじゃない。ティアラローズ嬢が目の前にいるのだぞ……」

「あっ、ごめんなさいティアラ姉様……」

「す、すまない……」

　見苦しいことはやめろと言うアレクサンダーに、二人がすぐ謝罪を口にする。

　頭を垂れるハルトナイツを見て、アカリがくすくす笑う。ティアラローズも気にしていないことを告げて、微笑む。

「なら、ハルトナイツ様は私に花を贈ってください」

「あ、ああ！　もちろんだ」

　アカリのフォローに頷きながら、ハルトナイツもティアラローズとアクアスティードに花がほしいと告げる。

「もちろんかまいません。ね、アクアスティード殿下」

「ああ」

　二人の返事を聞いて、ハルトナイツもほっとしたように胸を撫でおろした。

　少しぎこちなかった雰囲気はすっかり和なごみ、雑談の声も明るくなる。

　アカリは隣に座るハルトナイツにデザートの説明をし、美味しいでしょうとにこにこしている。ハルトナイツは「甘すぎる」と言いながらもしっかり食べているので、嫌きらいではないのだろう。

　そんな二人がとても幸せそうで、ティアラローズはほっとしたのだった。







　夕食会が終わりティアラローズとアクアスティードが部屋に戻ると、すぐにアカリの侍女が訪ねてきた。

　フィリーネが対応に当たるが、予期していなかった出来事に思わず驚きの声をあげる。

「え？」

「アカリ様から、アクアスティード殿下とティアラローズ様への贈り物でございます」

「それはそれは……ですが、さすがにこれを受け取るのは……」

　フィリーネは怒いかりが込こみあげたが、それを表情に出さないように微笑んで見せる。

　──いったい何を考えているのでしょうか？

　アカリからの贈り物とは、夜着──パジャマだった。

　中が見える透とう明めいの袋ふくろに、可愛らしい色とりどりのリボンでラッピングが施ほどこされている。

　それは、ゲーム内で攻略対象からもらうプレゼントのラッピングと同じものだ。もちろん、ゲームでパジャマを贈られるということはなかったけれど。

　困こん惑わくするフィリーネに、しかしアカリの侍女も主人からの命令なので引くに引けない。

「わたくしたちも、さすがにこのように品のないものは……と申したのですが」

「…………」

　ああ、この侍女たちもとんでもない女に仕えなくてはならず苦労しているのだな……と、フィリーネは少しだけ同情する。

「一応、受け取りはしますが……」

「いいえ、それだけでも大変助かります……」

　深々と頭を下げるアカリの侍女たちを見送り、フィリーネは小さくため息をついたのだった。




　フィリーネがどうしたものかと悩んでいると、お風呂から上がったティアラローズが「どうしたの？」と声をかけてきた。

「まぁ、アカリ様からパジャマのプレゼ──!!」

　──このラッピングすごい！

　ゲームアイテムのラッピング方法と同じだと瞬しゆん時じに気付き、ティアラローズは感動のあまり思わず息を吞のむ。

　訝いぶかしむフィリーネに「なんでもないわ」と微笑んで、気づかれないようにこっそり深呼吸して心を落ち着かせる。

　──そういえば夕食会のときに、意味深にあとのお楽しみって言っていたわね。

　きっとこのパジャマがサプライズなのだろうということがすぐにわかった。

「ティアラローズ様……そのように、夜に着るものを受け取っては……」

「アカリ様とは、夜に女子会をする約束をしているのよ。わたくしの分は受け取りますが、アクアスティード様の分は必要ないのでお返ししましょう」

「かしこまりました」

　ティアラローズはフィリーネに指示を出し、着替えるために寝室へと移動した。
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　シャンデリアには淡い光だけを灯ともし、さまざまなアロマキャンドルを部屋に置く。

　フルーツ、ケーキ、マカロン、クッキー、マドレーヌ、チョコレート……と、たくさんの種類のスイーツが用意され、紅茶の香りと温かさが体をリラックスさせる。

　アカリが用意したパジャマは、膝下までの丈たけがあるロングＴシャツタイプのものだった。現在日本では当たり前に売っている服だけど、こちらでこのような服は売っていない。

　なんだか新鮮な気分だなと、ティアラローズは思う。




　ティアラローズが招待されたこの場所は、アカリの自室。

　女子会をするために集まったのは、ティアラローズ、アカリ、オリヴィア。そしてティアラローズが連れてきたリリアージュ。

　全員で広いベッドの上に寝ね転ころがって雑談するのだ。
















「ティアラローズ様、お久しぶりです」

「オリヴィア様！　こちらでもお会い出来て、とても嬉しいです」

　ティアラローズとオリヴィアが簡単に挨拶を済ませると、アカリがティアラローズの抱くリリアージュを見て目を瞬しばたたかせる。

「ぬいぐるみ……じゃ、ないですよね？」

「はい。お二人に紹介したくて、お連れしたんです」

　アカリがすぐに「何者？」と首を傾げる。オリヴィアも、見たことがない動物ですねと、同じように首を傾げている。

『初めまして、リリアージュです。リリアと呼んでください』

「喋れるなんて……可愛いっ!!」

「どうなっているんですか？　動物……？」

　もふっとしたリリアージュの愛らしさに、アカリのテンションが上がる。ぎゅっと抱きしめて、そのもふもふに顔を埋うずめて幸せそうにしている。

　あまりにも素す早ばやいアカリの動きに、ティアラローズは慌てる。可愛らしい動物の姿とはいえ、リリアージュはマリンフォレストの初代王妃なのだから。

「アカリ様、おやめください！　リリア様はそんな気軽にもふもふしていいお方ではありませんっ！」

「え？」

　はぁはぁと呼吸を乱すティアラローズを見て、次にリリアージュを見る。

　アカリとオリヴィアはまた同時に首を傾げ、おそらく二人ともが──こんなキャラはゲームにいなかったよね？　と考えているに違いない。

「妖精でしょうか？」

「確かに、その線は濃のう厚こうかもしれないですね……さすがオリヴィア様！」

　うんうんと頷くアカリを見て、リリアージュが『違います』と首を振る。

『わたしは、リリアージュ・マリンフォレスト。フェレスの妻です』

「えっ」

　照れたように微笑みながら告げるリリアージュの声に、アカリとオリヴィアの驚いた声が重なった。

「リリア様は、マリンフォレストの初代国王、フェレス殿下のお妃様なんです」

「またすごい方と知り合ってますね、ティアラ様……！」

　ティアラローズの説明を聞きながら、「感動！」とアカリがはしゃぐ。そしてさらにテンションを上げて、とんでもないことを口にしだす。

「うそうそ、フェレス様ってまさかの人外趣しゆ味みだったの!?」

「驚きましたが……でも、それもいいですわね」

「そうね、そうよね……いいわね」

　完全無欠の初代国王、何か一つくらい変わったところがあってやっと普通だ。それが人外趣味ならば、私たちは受け入れるしかない──と、アカリが真しん剣けんな瞳で語る。

『えっと、あの……』

「リリア様の、このもふもふ具合……ずっと抱きしめていたいもの」

「フェレス殿下も、リリアージュ様のもふもふには抗あらがうことが出来ないんですわ」

　うっとりとするアカリとオリヴィアのトークは留まるどころか加速する。

「ハッ！　待ってオリヴィア様……！　私、すごいことに気付きました！」

「何に気付かれたんですか、アカリ様」

「初代の王妃ということは……アクア様の遠いおばあちゃんでしょう？　ということは、アクア様も人外の血を引いているのよ！」

「そ、そうですわね……っ！　でも、獣けものの姿で人の子を産めるのでしょうか」

「ふふ、それはあれよ！　よくある、満月の夜だけ人間の姿になるとか……!!」

「な、なるほどっ!!」

「…………」

　盛り上がる二人を若干遠い目で見ながら、ティアラローズはリリアージュを抱きしめる。そもそも、今夜は満月なのでアカリの推理は大外れだとティアラローズは頭の片かた隅すみで思う。

　リリアージュはおろおろしながら、二人の会話にまったくついていけないようで『どうしたのでしょう？』と困り顔だ。

『ええと、今はこのような姿ですけど、わたしは人間ですよ？』

「！」

　リリアージュの告白に、アカリとオリヴィアがばっと顔を向ける。そしてなるほどという納得したような、人外じゃないのかというちょっと残念さが入り混じったような微び妙みような顔をした。

「二人とも、リリア様にあまり失礼なことをおっしゃらないでくださいませ……」

「ごめんなさい」

「軽けい率そつでした、すみません……」

　しょぼんと項うな垂だれる二人に、リリアージュは『気にしないでください』と微笑む。

「ですが、どうしてラピスラズリへ？」

「あ、もしかして私に会わせてくれるためですか？」

　理由を尋たずねるオリヴィアに、都合よく解かい釈しやくするアカリ。

「実は、フェレス殿下のお力が不安定だそうです」

　この女子会で話すつもりだったのだし、このまま話してしまおうとティアラローズはリリアージュをラピスラズリに連れてきた理由を説明した。




「なるほどなるほど、そんな事情があったんですね。全力で協力しましょう！」

　説明を聞いたアカリは、こんな楽しい話に乗らないわけがないと胸を張って協力を申し出た。

　リリアージュはその申し出に感謝するが、状じよう況きようが非常に厳しいということも伝える。

『あまりにも時が経ちすぎています。どこにあるのか──まして、まだきちんとお墓が現存しているかも、わたしにはわからないんです』

　話を聞いたアカリはなるほどと頷いた。

　ゲーム知識に関する記き憶おく力りよくは、この中ではオリヴィアが一番だろう。しかし、アカリはラピスラズリで過ごし、現在をゲームの続きだと思って楽しく生きている人間だ。ゲーム範はん囲い外がいのこの国を一番知っている。

　何か新しい情報を持っているとしたら、この中で一番可能性が高い。

「なんというか、すごい偶ぐう然ぜんですね」

「？」

「私、ティアラ様にお手紙を書いたじゃないですか。あれ、古いお墓を発見したから送ったんですよ」

「それって……！」

　もしかしてもしかしなくても、フェレスの両親のお墓である可能性は高いのではないだろうか。リリアージュも、期待を込めた目でアカリを見る。

「フェレス様の両親のお墓かどうかはわからないけど、不思議な力は感じたから……きっと、何か重要な場所だとは思うの」

『行きたい、すぐにでも行きたいです！　連れて行ってください、ティアラ!!』

「そ、それはもちろんですけど……さすがに夜は危ないです、リリア様」

　自分たちだけで行くことは出来ないので、ティアラローズは無理だと告げる。

　行くこと自体は問題ないのだ。ただ、護衛を付けしっかり準備しなければならない。

　フェレスに王と認められているアクアスティードも行くべきだから、せめて明日までは待ってほしい。

　ティアラローズの説明に、リリアージュは頷いた。

『我わが儘ままを言ってしまって……ごめんなさい』

「いいえ。リリア様が焦あせるのも仕方ありませんもの」

「そうです。明日は私も一緒に行きますから、アイテムを必ず手に入れましょうね！」

「わたくしも、レヴィに調査をさせますわ」

『ティアラ、アカリ様、オリヴィア様……ありがとうございます』

　ぽろぽろと、リリアージュの瞳から涙が零こぼれる。

『わたし、こんなに優しくしてもらえるなんて思っていませんでした。アカリ様やオリヴィア様は、つい今しがた初めてお会いしたのに……』

「やだ、泣く必要なんてないですリリア様。可愛いんですから、笑顔でいてください。今はお菓子を食べてごろごろして、明日のための英気を養いましょう！」

『はいっ！』

　アカリの提案に笑顔で頷き、リリアージュがぱくんとカップケーキにかじりつく。

『わたし、この甘いカップケーキが大好きです！』

「さすがはリリア様！　わたくしもカップケーキは大好きなんです」

「もう、ティアラ様はカップケーキはじゃなくてカップケーキもでしょう？」

「……そうでした」

　アカリの言葉を聞いたオリヴィアが思わず噴ふき出だして、みんなで笑う。

「ふふ、ベッドに寝転んでお菓子を食べるなんて……贅ぜい沢たくですね」

「日本にいたころは当たり前の日常でしたけど、この世界じゃそんな行ぎよう儀ぎの悪いことはしませんからね」

「そうそう！　侍女が怒おこるんですよ」

「お願いですから実行はしないでくださいアカリ様……」

　今日みたいに、自分たち以外の人ひと払ばらいをしているからこそ出来るのだ。侍女がいる前でやっていい行こう為いではないと、ティアラローズが注意する。侍女に怒られるのも当たり前だ。

　すぐに「もうわかってます」と告げるアカリを見て、ああそうか、もう侍女に注意されて手遅れでしたかと遠い気持ちになった。

　そんな様子を見ていたリリアージュは、ぽつりと言葉をもらす。

『国は発展し、豊かになっても……生活はそのぶん窮きゆう屈くつなんですね』

「リリア様……」

　寂しそうに語るリリアージュが生きてきた時代は、今から千五百年以上も昔のマリンフォレストだ。今よりも自然が多く、妖精と人間がもっと近かった時代。

　今と比べてしまえば、間違いなく昔の方が自由だったろう。

『でも……今のマリンフォレストは、平和で温かくて、大好きです』

「はい。わたくしも、マリンフォレストが大好きです」

　リリアージュの言葉に賛同すると、アカリとオリヴィアが挙手をして自分もマリンフォレストが大好きだと主張する。

『！　ありがとう、二人とも』




　こうしてアカリのスイーツ女子会は、楽しく深夜まで続けられた。
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　女子会で全員が寝ね落おちした朝──早い時間に、リリアージュは目を覚ました。

　気持ちよさそうに寝ているティアラローズたちの横を通り過ぎて、リリアージュは窓から外の様子を見る。

　朝日が昇のぼり始めて、朝あさ露つゆに濡ぬれた木の葉の輝かがやきがとても綺き麗れいだ。幻げん想そう的てきともいえるその風景に、深く息をつく。




『ここが、フェレスの生まれ育った大地なんですね』

　まぶしさに目を細めながらも、リリアージュは遠くを見る。この先にフェレスの両親のお墓があるのだと思うと、気持ちがはやる。

　──早く、早く行きたい。

　そうは思うけれど、リリアージュ一人では何も出来ない。

　ティアラローズたちの協力がなければお墓の場所すらわからないし、馬車がなければ辿たどり着つくのに何日もかかってしまうだろう。

『それにしても……みなさん気持ちよさそうに寝てますね』

　ゆっくり眠ねむれるのはいいことだけれど。

　少し丸まるように眠るティアラローズに、のびのびと豪ごう快かいに眠るアカリに、胸むな元もとで手を組み規則正しく眠るオリヴィア。全員が雑談からの寝落ちだけれど、こうしてみると眠り方に性格が出ている。

　本当ならばリリアージュももう少し眠った方がいいのだが、とてもではないがそんな気分にはなれなかった。
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　ティアラローズたちが起きてすぐに、本日のスケジュールが組まれた。

　はずせない公務はどうにかして午前中に詰つめ込こみ、昼から自由に行動出来るようエリオットが調整を行った。




「アクア様、こちらの準備は終わりました」

「ああ。馬車もエリオットが手配しているから、行こうか」

『はいっ!!』

　ティアラローズの腕うでに抱だかれたリリアージュが『早く行きましょう』と、興こう奮ふん気味に声をあげる。

　メンバーはティアラローズ、アクアスティード、リリアージュ、アカリ、オリヴィア。それからエリオットとオリヴィアの執しつ事じであるレヴィ。

　初めにリリアージュを馬車に座すわらせたところで、後ろから「どこかへ行くのか？」と声がかかる。

　ティアラローズが振ふり返かえると、ハルトナイツがこちらへ近づいてきていた。それに対応したのは、ティアラローズではなくアクアスティード。

「ティアラが前々から、アカリ嬢じようと出かける約束をしていたからね」

「ああ、そういえば手紙のやり取りを頻ひん繁ぱんに行っていたな……」

　ハルトナイツがアカリを見ると、着き替かえて出かける気満々な様子がすぐにわかった。昨夜は女子会をしていたし、会えるのが楽しみだったのだろうとハルトナイツは思う。

　結けつ婚こん式しきはすぐだというのに、アカリは相変わらず自由だ。

「すまないが、アカリをよろしく頼たのむ。……こんなことを、アクアスティード王子に言えた義理ではないかもしれないが」

「いいや、別にいいさ。ティアラも同性の友人がいるのは嬉うれしいだろうし」

　ハルトナイツがティアラローズを傷つけた事実は消えていないけれど、ハルトナイツが反省していることは知っている。

　最近では、ハルトナイツが頑がん張ばって政務をしているという噂うわさもマリンフォレストへ聞こえてくるのだ。

　そんなことを話していると、のんきな声が二人の耳に届く。

「ハルトナイツ様、アクア様！」

「アカリ、あまり迷めい惑わくをかけるなよ？」

「もちろんです！」

　楽しそうなアカリを見て、やれやれとハルトナイツは息をつく。

「ここ最近は式の準備で忙いそがしかったからな……。今日は楽しんでくるといい」

「ありがとうございます」

　そう言って、ハルトナイツがアカリの頭を優やさしく撫なでる。その様子を見ていたティアラローズは、ほっとしながら馬車へと乗のり込こんだ。

　──少しぎくしゃくしてそうだから心配していたけど、大だい丈じよう夫ぶみたい。




　辿り着いたのは、王城から馬車で二時間ほどの場所。

　何の建物もない広い草原で、一見してお墓があるようには思えない。いったいどこに？　と、ティアラローズは首を傾かしげてしまう。

「こっちです！　さあ、急ぎましょう！」

　早く早くと、アカリが馬車を降りとても楽しそうに草原を駆かけ出だす。

「アカリ様！　もっとおしとやかにしてください」

「いいじゃないですか！　ほら、ティアラ様も早く！」

「ああもう……」

　楽しそうにはしゃぐアカリは、まさに冒ぼう険けんにでも来ているかのようだ。……いや、まさしく冒険そのものではあるのだが、自分の身分も少しは考えてほしいとティアラローズは思う。

『行きましょう、ティアラ』

「はい、リリア様……」

　アカリにつられたのか、リリアージュもティアラローズの腕の中から抜ぬけ出でて草原を走る。きょろきょろ視線を巡めぐらしているので、お墓を探そうとしているのだろう。

　こっちこっちと走っていくアカリとリリアージュを見ながら、ティアラローズたちもあとを追う。

「今からこれでは、墓前に着いてからが大変そうだな」

「そうですね……」

「ティアラは勝手に動かないようにしてくれ」

　くれぐれも、私の側そばから離はなれないでくれと、アクアスティードが告げる。

「はい、もちろんです。アクア様」

　あきれたようなアクアスティードに同意しながら、ティアラローズたちもあとを追う。

　オリヴィアも楽しそうに笑って、「ここは要チェックのポイントですわ」と言っている。

　きっと後日改めて聖地巡じゆん礼れいにくるのだろうなと、ティアラローズは思う。後ろではレヴィがメモを取っているので、間ま違ちがいない。

　草原を歩いていくと、ふいにアカリの姿が消えた。

「えっ!?」

「レヴィ！」

「はい、オリヴィア」

　驚おどろくティアラローズとは逆に、オリヴィアはレヴィの名前を呼び確かく認にんさせる。エリオットも前に出て、何が起こったのかと警けい戒かい態勢をとる。

　周囲を警戒しながら、アクアスティードもティアラローズを背に庇かばう。

「ティアラは私の後ろに」

「アクア様……っ」

「いったい何が起こったんだ」

　もっと下準備をした方がよかったんじゃ……そう思っていると、「ティアラ様～」とアカリのゆるい声が聞こえた。

「アカリ嬢の声？」

『ここにいます～！』

「あ、リリア様のお声も聞こえますね」

　どうしたのだろうと残ったティアラローズたちが不ふ審しんに思っていると、様子を見に行ったレヴィがオリヴィアの下へと戻もどってきた。

「地下へ続く階段を下りただけのようです」

「あら……そうだったの。ありがとう、レヴィ」

「オリヴィアのためならば」

　レヴィの報告に合わせるように、地面の草の中からアカリとリリアージュがぴょこりと顔を出した。

　あははと笑いながら、「こっちですよ」とお気楽な様子。

　心配したというのに、お墓が地下にあるのであれば先に言っておいてほしかったですとため息をつく。

　ティアラローズたちがアカリのところまで歩いていくと、草花に囲まれた小さな入り口が姿を現す。草が茂しげっているため、ぱっと見では地下への通路があるようには見えない。

「アカリ様……よくこれに気付きましたね」

「確かに。これはなかなか発見出来るものではありませんわ。公式資料にもないのに……」

　まるで攻こう略りやく本ぼんを作る人ですねと、オリヴィアが感心する。

　ティアラローズもそれに同意しながら、通路の中を覗のぞき込こむ。石造りの階段には特とく殊しゆな鉱石が使われているようで、ほんのり明るい。

　幅はばは人一人がやっと通れるくらいで、灯あかりこそ確保出来ているが整備はされていない。

「何があるかわからないから、慎しん重ちように──って、アカリ嬢。頼むからあまり勝手をしないでくれないか」

「大丈夫ですよ、アクア様！　多分危険はないですから」

　まっさきに入っていくアカリを見て、誰だれもがため息をつく。普ふ通つうの令れい嬢じようは率そつ先せんして先頭を歩くものではないのだが、これでは先が思いやられる。

　すぐにエリオットがアカリのあとを追い、次にアクアスティードが入りティアラローズたちも続く。

「アカリ様はお強いですからね……なんでもご自分でやりたいんですよ」

「それはわかるが、振ふる舞まいに問題がありすぎるだろう。ティアラは間違ってもああはならないでくれ……」

「わたくしがアカリ様のようにですか……難しそうです」

「それでいい」

　いつも振り回されているだろうハルトナイツが若じやつ干かん哀あわれだと思いつつ、今はそれどころではない。この先に注意をしていかなければと、アクアスティードは気を引ひき締しめる。

　エリオットとアカリが無事に通路を通れたからといって、罠わなが何もないという証しよう拠こにはならないのだから。慎重すぎるくらいが丁度いいだろう。

　しかし何か危険があるのではという心配は杞き憂ゆうに終わり、地下の通路は奥おく行ゆきがなく、すぐ最さい奥おうへと辿り着いた。

「ここです、リリア様！」

『…………』

　アカリがどや顔で、「あってますか？」と尋たずねる。

　一応全員が入れるスペースになっているけれど、狭せまい。埃ほこりが酷ひどく、空気もよどんでいる。

　草原の地下にひっそりと作られたこの場所が、とてもではないが王族の眠る場所だとは思えなかった。




「ここが、お墓……」

　ティアラローズの視界には、墓標が映っていた。

　しんと静かなこの空間に、ずっと眠っていたのだろうかと考える。思わず、隣となりにいたアクアスティードの袖そで口ぐちを摑つかむ。

　すぐにアクアスティードがティアラローズの腰こしに腕を回して、「大丈夫だ」と抱き寄せる。

「確かに、少し不気味ではありますね」

　後ろにいたオリヴィアも、少し不安そうにしている。すぐにレヴィがオリヴィアの手を取り、転ばないようにフォローに回る。

　墓標のすぐ近くまで行くと、墓石の材質こそいいものではあるが、長らく放置され手入れをされている様子のないことがよくわかった。

　文字のようなものが彫ほられた墓標は、かすれていて読めない。

　──どうしてこんなところに？

　まるで忘れ去られた、隠かくそうとした……そんな場所のようだ。どう考えても、誰かを助けるためのアイテムがあるようには思えない。

　リリアージュは大丈夫だろうかと、じっと墓標を見ている彼かの女じよに視線を向ける。すると、その大きな瞳ひとみからは大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落おちていた。

『ここにフェレスのご両親が眠っているんですね。……わたしは一度もお会いすることが出来ませんでしたが、フェレスは寂さびしくなかったのでしょうか』

「王族の男子など、そんなものです。親よりも先に、やるべきことや義務がございます」

『アクアスティード……。そうですね。そう考えると、フェレスはいつも一いつ生しよう懸けん命めいで、立派だったと思います』

「フェレス殿でん下かはリリア様を愛していらっしゃるのですから、寂しさよりも幸せの方が大きいはずです」

『ありがとう、二人とも』

　ティアラローズとアクアスティードの言葉を聞き、リリアージュはほっとしたように笑う。

　リリアージュは小さな手を合わせて、フェレスの両親へ祈りを捧ささげる。

　ティアラローズたちもそれにならい、それぞれが手を合わせて目を閉じた。どうかフェレスを助けるための力をくださいと、お願いする。

　しばらくの間沈ちん黙もくが続き、リリアージュが口を開く。

『みなさん、ありがとうございます。フェレスのご両親のお墓で間違いはありません』

　墓石の裏に回り、これが王家の紋もん章しようなんですと教えてくれた。

　それはラピスラズリ王国が出来る前のもので、今もなお知っているのはリリアージュとフェレスくらいだということも同時に告げる。

「なら、あとは必要なアイテムですね！」

『はい！　おそらく墓石のどこかにあると思うんですけど……』

　フェレスのためならば、きっと眠る両親も快く許してくれるだろう。ティアラローズはゆっくり墓標の前に跪ひざまずき、深く礼をする。

　リリアージュもティアラローズの横にいき、同じように礼をする。

「フェレス殿下をお救いする力を、どうぞお貸しくださいませ」

『一度もお会い出来ませんでしたが、フェレスはとても楽しそうに過ごしていました。けれど、今は苦しんでいます。わたしに、どうかフェレスを救う力をお貸しください』

　二人の言葉を聞き、全員がもう一度祈りを捧げた。

「さあ、探しましょう」

　墓石の後ろをエリオットが探し、レヴィは念のために周囲を警戒する。




　アクアスティードは、ゆっくりと墓石の前に立つ。

　──初代の王の、両親か。

　マリンフォレストに残る記録では、初代国王──フェレスの両親に関してはなんの資料もない。それどころか、初代国王の資料だってほとんどない。

　古いものだから仕方がないが、政治的理由があり隠いん蔽ぺいされたのかもしれないとアクアスティードは考える。

　そして墓石の中央、たまった埃を手で払はらうとくぼみが現れた。埃がたまっていて気付かなかったけれど、よく見るとそこに取っ手が付いていることがわかった。

「……？」

「墓石の一部が、外れた？」

　まるでからくり細工の箱のようだ。

　アクアスティードは、墓石の一部をずらしてみた。ティアラローズがうしろからそれを覗き込み、アカリも楽しそうに目を輝かせている。

「わ、ブレスレット？　というより、腕うで輪わでしょうか？」

「そうみたいだが……なんだか、嫌いやな雰ふん囲い気きだな。いいものだとは思えない」

　アクアスティードが手に取ったのは、錆さびれた腕輪だった。

　リリアージュも、てててとティアラローズの肩かたへ登りその腕輪を見る。そしてすぐに顔をしかめて、『確かに……』と、アクアスティードに同意した。

　──これを初代国王に渡わたすのは、あまりよくないような気がする。

　下へ手たをしたら……さらに状態が不安定になってしまうのではないだろうかと、アクアスティードは危き惧ぐする。

『フェレスに渡すには、この腕輪から悪い気を浄じよう化かしないといけませんね』

　どうしましょうと、リリアージュが悲しそうに眉まゆを下げる。

　見つけた腕輪を支配していたのは、邪じや気きだ。

「リリア様……」

　ティアラローズも、どうにかならないものかと考える。

　フェレスを、マリンフォレストを救うためにはこの腕輪を正常な状態にしなければならないだろう。きっと、かつては美しい腕輪だったはずだ。

　物を浄化するには、どんな方法があるのだろうか。神社でお祓はらい？　なんて考えるが、この世界に神社なんて存在していない。

　代わりに存在しているものといえば、魔ま法ほう。

　──あ、そうか。

　ティアラローズがぴんと閃ひらめいたのと同時にアカリとオリヴィアも声をあげる。そして顔を見合わせて、同時に同じ答えを導き出した。

「ヒロインの聖なる祈り！」

　つまり私ってことですねと、アカリが自信満々に告げる。

「アカリ嬢の？　確かに、それであれば解決するかもしれないが……」

　なるほどと頷うなずきながらも、アクアスティードはあまり乗り気ではない。

　それは、自国の問題に他国の王族となるアカリを巻まき込こみたくはないのと、いくら聖なる祈りの力をもってしても難しいのではないかと判断したからだ。

　そんなアクアスティードを見て、アカリは「大丈夫ですよ！」と笑え顔がおで腕輪を手に取る。

「私だって、リリア様を助けたいです。確かに、この腕輪は邪気が多いです。悪いものに変質していることがわかります。……きっと、誰もここへ訪おとずれなかったから穢けがれてしまったんです」

『アカリ様、どうにか出来るんですか？』

　じっと腕輪を見つめるアカリに、リリアージュは不安になる。邪気が多い……という言葉を聞き、小さな手をぎゅっと握にぎりしめる。

　そんなリリアージュに、アカリが優しく微笑ほほえむ。

「お任せください、リリア様！　ちょうどいいイベントがありますから！」

『イベント、ですか？』

「はい！　私の結婚式ですよ！　幸せな気持ちがたくさんあると、聖なる祈りはパワーアップするんです」

　だから任せてくださいねと、アカリが笑う。

「アカリ様にしたら、自分の結婚式もイベントなんですね」

「ふふ、アカリ様らしいわ。素す敵てきなスチルが見られそう」

　より一層、気合を入れて結婚式をしますとアカリが宣言した。




　腕輪も手に入れたし、王城へ戻ろうとティアラローズたちは地上へと戻る。新しん鮮せんな空気を吸って、ふうと一息つく。

　お墓が地上にあったら、腕輪もここまで穢れなかったかもしれないとティアラローズは思う。落ち着いたら、もう一度お墓参りに来たいなと考えた。

　馬車まで戻るよりも先に、ヒヒンという馬の嘶いななきと「アクアスティード殿下！」と呼ぶ声が耳に入る。焦あせりを含ふくんだその声に、一気に緊きん張ちようが走る。

「ここだ！」

　すぐにエリオットが声をあげ、馬に乗った騎き士しへ声をかける。マリンフォレストから共に来た騎士の一人で、こちらを見るとすぐに跪く。

「緊きん急きゆうの知らせが、マリンフォレストから入りました！　夜空から、星が消えた──と」

「マリンフォレストの夜空から、星が……？」

　やってきた騎士の言葉を聞き、その場にいた全員が息を吞のむ。今までそのようなことはなかったし、話に聞いたこともない。

　ティアラローズはいったいどういうことなのだと、頭を悩なやませる。しかし結果を導くより先に、リリアージュが叫さけぶ。

『いけない！　フェレスがより不安定になっているんです……！　このままだと、星だけではなく大地にも影えい響きようが伝わってしまいます!!』

「っ！」

『早く、早く……手に入れた腕輪を浄化して持っていかなければっ』

　リリアージュが焦り、ティアラローズに縋すがった。その様子から、状じよう況きようはかなり深刻だということがわかる。

「ですが、星が消えるっていうのは……リリア様、マリンフォレストはどうなるのですか？」

『わかりません。ここまでフェレスの状態がよくないのは、初めてですから……。ただ、そうですね……人が過ごせるような場所ではなくなってしまう可能性もあります』

「人が……？」

　リリアージュの言葉に、全員が息を吞む。

　マリンフォレストは大国であり、豊かな大地に妖よう精せいの加護がある。それをもってしても、人々が住むのに差さし支つかえるとは──よほどのことだ。

　星が消えたことにより、もしかしたら太陽も消えてしまうのかもしれない。水が干ひからびてしまい、草木が育たなくなってしまうのかもしれない。

　考えだしたら、切りがないだろう。

　ティアラローズはアクアスティードと頷きあって、早さつ急きゆうに手を打たなければならないと意思を確認し合う。

「アクア様……」

「大丈夫だ、ティアラ。国には陛下がいらっしゃる。我わが国くにの国庫は、少しの災害で揺ゆらぐようなことはない」

　自国の一大事とあれば、すぐにでも戻った方がいいのではないかとティアラローズは考える。不安に震ふるえるが、アクアスティードは「問題ない」とティアラローズに微笑む。

　自然に大きな異変が生じ、国民の生活を脅おびやかせば混乱が起きるのは必ひつ須す。

　アクアスティードの言葉を聞き、ティアラローズは力強く頷く。

　ここにはアカリとオリヴィアがいるのだから、王族であるティアラローズたちが取り乱したりしてはいけない。

　すぐにでも相談したい気持ちをぐっと堪こらえて、ティアラローズは前を向く。

「アカリ様、オリヴィア様。混乱を防ぐため、この事は、この場で留とどめていただけますか？」

「もちろん」

「わかっています」

　まだ口外しないでほしいというティアラローズの言葉に、アカリとオリヴィアが素す直なおに頷いてくれた。

　そのことにほっとしながら、自分のすべきことを考える。それと同時に、アクアスティードとリリアージュが動きやすいようサポートすることも大切だ。

　──何かあれば、ラピスラズリに援えん助じよもお願いしなくては。

　宰さい相しようである父には内容を伏ふせつつ手紙を送っておこうと考える。アカリも今の報告を一緒に聞いていたので、力になってくれるだろう。

　それが、ラピスを賜たまわりマリンフォレストに嫁とついだティアラローズの出来る支し援えんでもある。

　──マリンフォレストは陛下にお任せして、わたくしたちに出来ることをしなければ。

　けれど、それよりも。

「リリア様、フェレス殿下の下へお帰りになった方がいいのでは……」

『ティアラ……いいえ、わたしが戻っても事態がよくなるわけではありません。浄化した腕輪がないと、意味がないんです』

　だからアカリの結婚式が終わるまではこちらに滞たい在ざいすると、リリアージュははっきり告げた。

　二人の会話を聞き、アクアスティードは頷いた。

「エリオット、マリンフォレストの状況を調べてくれ。それに合わせて、スケジュール調整を」

「すぐに」

　知らせを持ってきた騎士は、一足先に帰らせた。




　ティアラローズたちは馬車へ乗り込み、城へ帰る道すがら打ち合わせをする。アクアスティードはエリオットと早急に打ち合わせるため、少しの間だけ御ぎよ者しや席せきへ。

　ティアラローズたちは、馬車に乗りながらアカリたちと一緒に何が起こっているのか考える。

　ゲーム知識のある人間が全員揃そろってはいるけれど、このようなゲームイベントはなかった。そのため、まったくどうなっているのか予想がつかない。

　アカリが悩みながら、けれどポジティブに「大丈夫ですよ」と笑う。

「とりあえず、腕輪を浄化すればいいんだと思います。浄化したアイテムでヒーローを元に戻すなんて、まさに乙女おとめゲームみたいじゃないですか」

「アカリ様……ゲームではなくて、現実ですから」

「それはもちろんそうですけど、絶対にハッピーエンドになる道はあるはずよ！」

　ティアラローズはアカリの言葉に苦笑するも、こういうときはアカリの明るさに救われるなと思う。

「今はとりあえず、出来ることからしていきましょう。私の結婚式が終わったら、ティアラ様たちはすぐマリンフォレストに戻れるように準備をしなきゃいけないですし」

「そうですね……ありがとうございます、アカリ様。オリヴィア様は……」

「わたくしも一緒に戻ります。レヴィ、結婚式のあとすぐに出られるようにしておいてちょうだい」

「かしこまりました」

　現状を確認するために、各自マリンフォレストで情報収集を行うことになった。

　ティアラローズ、オリヴィアと、それぞれの視点からであれば別々の何かを摑むことが出来るかもしれない。ゲームと違う何かがある可能性もある。

　とりあえずは各自帰かえり支じ度たくをしておき、アカリの結婚式が終わったらすぐに帰国することで話はまとまった。
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　それから、すぐにアカリとハルトナイツの結婚式の日はやってきた。




「これから結婚式が始まることを考えると……マリンフォレストのことは不ふ謹きん慎しんですが、どきどきしてしまいます」

「そうね。気がかりだけど、今はアカリ様を祝福しましょう」

　式が始まる前、ティアラローズはオリヴィアと二人でお茶をしながらゆっくりしていた。

　リリアージュのことはフィリーネに任せているので、この場ではオリヴィアの執事であるレヴィが給きゆう仕じをしてくれている。

　アクアスティードは、エリオットと帰路に関する打ち合わせなどをしているため、席を外している。

「アカリ様がご結婚となると、あまり頻繁にマリンフォレストへは来られなくなってしまうでしょうね」

「ええ、そうね」

　紅茶を飲みながら、「寂しいですね」とオリヴィアが告げる。ティアラローズもそれに同意し、頷く。

　ティアラローズも王太子であるアクアスティードの妃きさきという立場にあるため、そう簡単に出かけることも出来ない。

「そう考えると、やはり結婚はよいことばかりではありませんわね……」

「オリヴィア様……。ですが、心から一緒にいたいと思える方が出来たら、きっと変わると思いますよ」

「そういうものでしょうか？」

　聖地巡礼が出来ないのであればと、オリヴィアは一生独身を貫つらぬいてしまいそうでたまに不安になる。マリンフォレストの公こう爵しやく家令嬢なのだから、婚こん約やくの申し入れくらいはあってもよさそうなものだから、なおさら。

「とはいえ、いつもレヴィと一緒でしたから。今いま更さら、誰かほかの方と一緒にいたいと思う自分があまり想像出来ません」

「オリヴィア様、それは……」

　ある意味、恋こいなんじゃとティアラローズは思う。が、当のオリヴィア本人はそれを恋れん愛あい感情だとは思っていない。

　オリヴィアは相変わらず、「やはり伯はく爵しやく家けの次男が……」などと呟つぶやいている。

　そんな己おのれの主人を見つめながら、レヴィは空からになったオリヴィアのティーカップに追加の紅茶を注そそぐ。

「別にいいではありませんか」

「レヴィ？」

　静かに控ひかえていた執事の言葉に、オリヴィアは首を傾げる。

「オリヴィアが苦しい思いをするような婚こん姻いんには、賛同いたしかねます」

「あら……ありがとう。なら、もしわたくしが伯爵家の長男以上と結婚させられそうになったら助けてちょうだい」

「御ぎよ意いに」

　確かに、レヴィを連れて堂々と聖地巡礼をしている今がオリヴィアにとっては一番幸せだろうなとティアラローズは二人を見る。

　レヴィは執事として優ゆう秀しゆうなだけではなく、鍛きたえられたその身体からだは護衛としても非常に頼たよりになる。もしかしたら、王城に仕える騎士が束になっても敵かなわないかもしれない。

　──とはいえ、ここでその命令をしてしまっていいのかしら？

　どちらも本気で言っていそうなので、質たちが悪い。

　いつかオリヴィアにも幸せな結婚をしてほしいけれど、この執事がいては前ぜん途と多た難なんだなと……ティアラローズは少し心配になった。
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　アカリとハルトナイツの結婚式は、ゲームと同じ大聖堂で行われた。

　色鮮あざやかなステンドグラスに、星が光っているかのようなシャンデリア。荘そう厳ごんなパイプオルガンの音に、聖歌隊の奏かなでる澄すんだメロディ。

　女性であれば、誰もがここで結婚することを夢見てしまうような場所だ。




「わぁ、素敵……」

　──ゲームで見た通りだ。

　レースを使用した純白のウエディングドレスを身に纏まとったアカリと、白とセピアを使ったフロックコートに身を包むハルトナイツ。

　──二人が幸せな結婚を出来てよかった。

　ティアラローズはほっとしながらも、アカリとハルトナイツとはいろいろなことがあったなと思い返す。

　もともと、ハルトナイツはティアラローズの婚約者だった。

　結局、ハルトナイツはゲーム通りヒロインであるアカリにぞっこん。よくよく考えれば、ストーリーに忠実ではなかったけれど……エンディングとしてはハッピーエンドだろう。

　ヒロインであるアカリと、攻略対象者であるハルトナイツの結婚式なのだから。




「ティアラ」

「アクア様？」

　じっと二人を見ているティアラローズに、アクアスティードは声をかける。すると、ティアラローズは首を傾げながら「どうしましたか？」と可か愛わいらしく微笑んだ。

「……いや、ハルトナイツ王子の結婚式だから。少し、心配だったんだ。とても、辛つらい思いをしただろう？」

「わたくしは、大丈夫です。今は、二人に幸せになってもらいたいと思っていますから」

「そうか……」

　──ティアラは、強いな。

　他人から見たら、ティアラローズは突とつ然ぜん婚約破は棄きを突つき付つけられたいわば被ひ害がい者しやだ。自分がそのまま求きゆう婚こんしたけれど、思うところはたくさんあっただろう。

　アクアスティードがそのような状況に陥おちいったとして、彼女のように気き丈じように振舞うことが出来ただろうか。そんな風に、思ってしまう。

　たとえ出来ていたとしても……。

　──こんな風に、二人の幸せを喜べはしないだろうな。

　己を傷つけた相手を、よくここまで許せるものだ。

　心が広く、誰かの幸せを自分のことのように祝福出来る彼女だからこそ──きっと誰も愛さなかった森の妖精たちからも祝福をもらうことが出来たのだろう。

「それに、アクア様とこうして一緒になれたんです。わたくし、世界で一番幸せなのは自分だと思っていますから」

　だから結果としてはよかったのだと、ティアラローズは微笑んだ。

「まったく、ティアラには敵わない。幸せなのは、私の方だ」

「……っ！」

　アクアスティードもティアラローズに同意し、優しく微笑む。

　その笑顔が格好よくて、ティアラローズは照れて顔を赤くする。毎日アクアスティードのことを見ているというのに、未いまだにどきどきしてしまう。

「こんなところで、そんなに可愛い顔をしないで。……我が慢まん出来なくなるだろう？」

「！　アクア様ったら……」

　アカリの結婚式なのだからと、ティアラローズは赤い顔をハンカチで押おさえながら前を向く。ちょうど指輪を贈おくられて、誓ちかいの言葉を告げるシーンだ。




「この国を思い、また、病やめるときも健すこやかなるときも、ともに支え合い添そい遂とげることを誓いますか？　ハルトナイツ・ラピスラズリ・ラクトムート」

「誓います」

「この国を思い、また、病めるときも健やかなるときも、ともに支え合い添い遂げることを誓いますか？　アカリ・ラピス・ティトレイット」

「はい。誓います」

　神父の言葉を受けて、ハルトナイツがアカリに愛を誓う。そして、アカリも同様に愛を誓う。

　幸せそうに見つめ合う二人に、ティアラローズは涙ぐむ。愛を誓いあうこのシーンはゲームで何度も見たけれど、やはり現実は大きな感動がある。

「私は聖なる祈りの力をもって、この世界をまるごと愛と幸せに溢あふれる場所にすると誓います。ですからご参列してくださっている皆みな様さまも、この世界へ飛び切りの愛を！」

「あ、アカリ!?」

　アカリが宣言した言葉を聞き、ハルトナイツが予行練習と違ちがうじゃないかと慌あわてている。それに思わず笑ってしまいながら、なんともアカリらしいとティアラローズは思う。

　アカリはラピスラズリ王国の人間だ。けれど、『ラピスラズリの指輪』であるこの世界そのものを心から愛しているのだ。

　たとえゲームでプレイしていなかった国であっても、ひっくるめて守りたいという。

　参列しているアクアスティードも、「アカリ嬢らしいな」と笑う。

　少し離れた場所にいるオリヴィアは、目をらんらんと輝かせて、いいぞもっとやってくださいませという心の声が聞こえてきそうなくらいだ。

　アカリがハルトナイツから指輪を受け取り、愛いとおしそうに見つめてそっと口づける。

　ゆっくりと瞳を閉じ、アカリが祈りを捧げると、それに合わせて参列者も手を組みアカリと同じように世界への愛を祈る。

「ハルトナイツ様も一緒に祈ってください」

「ああ」

　アカリの言葉に頷き、ハルトナイツが己の手をアカリの手に重ねる。

「ラピスラズリに、飛び切りの豊ほう穣じようを祈ります。そして、この力を聖なるものへ変へん換かんし、卑いやしき穢れの浄化をも行いましょう！」

　アカリがそう宣言すると、ふわりと綺麗な黒くろ髪かみが舞まって白い光が立ち上る。その神秘的な姿に、誰もが釘くぎ付づけになる。

　それは、聖なる祈りの力が光の柱になったものだ。アカリがこの力に目覚めたときも、同じ光景を見たことを懐なつかしく思い出す。

　浄化の光は大聖堂の天てん井じようを通とおり抜ぬけて、国中に降り注いでいく。

　同時に、大聖堂に用意されたゲストルームでフィリーネとともに待っているリリアージュが持つ腕輪にも。

　参列者は、溢れた光に目をまぶしそうに細めている。「これが聖なる祈り……」「我が国は安あん泰たいだ」とアカリを称たたえる囁ささやきが聞こえてきた。




「すごいな。さすがは聖なる祈りか」

「これでフェレス殿下にお渡しする腕輪も、きっと浄化されていますね」

「ああ、そうだな」

　ティアラローズとアクアスティードは、式に参列したあとすぐマリンフォレストへ戻ることにした。ティアラローズの実家に一日滞在する予定だったけれど、すべて延期だ。

　今はまだ空から星が消えたというだけで、人々への被害は出ていない。他国への報告も行っていない。

　これから国へ帰り、フェレスの様子を見て今後の動きを決めることになるだろう。

　式が順調に進んでよかったと、ティアラローズはほっとする。

　無事に儀ぎ式しきが済み、あとはアカリとハルトナイツが二人で退場して終しゆう了りよう。──というところで、アカリが「じゃあ次は」と口を開く。

「アカリ？　退場だろう……？」

「いいえ、まだブーケを投げていませんから」

「ブーケを投げる……とは？」

　──アカリ様、大人おとなしく退場してください！

　こそこそ会話を始めた二人を見て、ティアラローズは頭痛がするのを感じた。

　王族として招待されているティアラローズは、前列で式を見ているため二人の会話が聞こえてくるのだ。

　この世界ではブーケトスを行う習慣がないので、ハルトナイツは何のことかわからず困っている。

　日本とは違い、参列している令嬢のほとんどは結婚しているか婚約者がいるのだ。

　有あり難がた迷めい惑わくなんじゃないだろうかと思っていると、アカリの視線がオリヴィアに向けられていることに気付く。

「え、そういうこと……!?」

「ティアラ？」

「あ、いえ。花はな嫁よめの持つブーケを受け取ると、次に結婚して幸せになれるというジンクスがあるんです」

「なるほど、それでか……」

　アクアスティードはオリヴィアに婚約者がいないことを知っているので、アカリが世話を焼くのだろうとティアラローズの言葉を聞いて納なつ得とくする。

　しかし、すでにもう退場の音楽が流れ始めている。

　間違いなくブーケトスの打ち合わせなんてしていないのだろうな……とアカリの自由さに苦笑しつつ、いったいどうするつもりなのだろうかとオリヴィアを見る。

　するとオリヴィアは手をわきわきさせて、その視線はブーケを睨にらみつけている。間違いなく、本気でブーケを取りに行こうとしていることがわかってしまった。

　──聖なる祈りのブーケを取ったら、伯爵家の次男と結婚は無理じゃ？

　それこそ、他国の王族や公爵家子息から婚約の申し入れが大量にきてしまう。

　聖地巡礼が趣しゆ味みのオリヴィアは、伯爵家の次男あたりに嫁いで好きに生きるのが目標だったはずとティアラローズは苦笑する。




「私のブーケをゲットした女の子は、幸せになれまーす！」




「──っ!?」

　そう大声で宣言したアカリが、ブーケをぽんと頭上高く投げる。

　何気なく投げたように見せてはいるけれど、その軌き道どうはオリヴィアに向かって一直線だ。

　アカリの言葉を聞いた令嬢たちからは嬉しそうな声があがって、その視線がブーケに向かう。しかし、すでに臨戦態勢のオリヴィアに敵うだろうか。

　──あんなに燃えているオリヴィア様もめずらしい。

　確かにテンションが高いときもあるけれど、普ふ段だんは冷静な一面が強い。式に参列している間だって、令嬢の微笑みを張り付けておしとやかにしていた。

　けれど今は、自分に向かってくるブーケに向かって腕を伸のばしている。

　投げられたブーケが緩ゆるやかに、落ちてきたところをオリヴィアがキャッチ──出来なかった。

「え？」

「ん？」

「あれ？」

　ティアラローズ、アカリ、オリヴィアと……頭にクエスチョンマークを浮うかべる。

　確かにブーケはオリヴィアの眼前まで迫せまっていて、どう考えてもほかの令嬢がキャッチ出来るような状況ではなかった。

　いったいどういうことだろうと、大聖堂内に視線を巡らせて──見つけた。

「レヴィが持ってる……」

「…………あの執事は本当に何なんだ」

　ティアラローズの呟きを聞き、アクアスティードは「意味がわからない」と告げた。



















　せっかくヒロインのブーケをもらえるところだったのにと、オリヴィアが肩を震わせて悔くやしがる。

「レヴィ、どうしてわたくしのブーケを横取りするのですか！」

　オリヴィアが近くまで来たレヴィに小声で話しかけると、レヴィは綺麗に微笑む。

「前にオリヴィアが話してくれたではありませんか。結婚式にはブーケトスという風習があり、それを手に入れた女性は次に結婚することが出来ると」

「そういえば、レヴィにそんな話をしたわね……」

　けれど、それがブーケを横取りする理由にはならない。だって、レヴィは男なのだから。オリヴィアはそう思ったけれど、レヴィは静かに首を振る。

「まだ婚約もしていないオリヴィアが、次に結婚？　そのように不確かなもの、私が許せるとお思いですか？」

「そんなことを考えていたの？」

　驚くオリヴィアに、レヴィは頷く。本人こそ伯爵家の次男という目標はあるが、公爵家の令嬢であるオリヴィアに許されるとも言い切れない。

　そうなった場合、男性であるレヴィはオリヴィアの執事として嫁ぎ先に同行することが出来ない。

「私にはオリヴィアが必要ですから。それに、オリヴィアも私がいた方が快適でしょう？」

「……そうね」

　確かに何でもこなす執事がいたら、生活は快適だ。しかしその分、自分の婚こん期きも遠のいていると感じるオリヴィアだった。
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　アカリの結婚式が終わり、ティアラローズたちは余よ韻いんに浸ひたる間もなくマリンフォレストへの帰路に就ついた。

　今は急ぎ戻る馬車の中だ。エリオットとレヴィが御者を行い、ほかの騎士たちは馬車の周りを護衛しながら駆けている。

　馬車の中には、ティアラローズ、アクアスティード、リリアージュ、オリヴィア、フィリーネがいる。

　全員で移動すると時間がかかるため、最低限のメンバーだけでの先行帰国だ。




「まさか、わたくしに向けられたブーケをレヴィが奪うばい取とるとは思わなかったわ！」

「あれには驚きました。アカリ様だって、ぽかんとしていましたから……」

　オリヴィアがあきれたようにため息をつく。

　それを見て、ティアラローズとアクアスティードは苦笑するしかない。この話は後々までネタにされそうだ。

「とりあえず、結婚式に無事出席出来てよかった。あまりラピスラズリに滞在出来なかったのは残念だが、また落ち着いたら時間を作って旅行にくればいい」

「はい。楽しみにしています」

　アクアスティードがティアラローズの髪かみを撫でながら、ほかの国にも一緒に行きたいねと告げる。

　それを微笑ましく見つめながら、新しいスチルみたいで眼福だなぁとオリヴィアは思わずにやけてしまう。

『うぅ、お水、お水がほしいです～』

「大丈夫ですか？　リリア様……」

『ん……はいぃ』

　オリヴィアの膝ひざでぐったりしていたリリアージュが、気持ち悪そうにしながらも水を求めた。ティアラローズが心配そうに声をかけて、フィリーネがリリアージュに水を飲ませてくれる。

「リリアージュ様、外の風景を見ると多少は気分が楽になります」

『ありがとう、フィリーネ』

　優しく背中を撫でて、フィリーネは空気を入いれ替かえるために少しだけ窓を開けた。
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　ラピスラズリとマリンフォレストの国境を越こえるとすぐに、一いち陣じんの風が吹ふきキースとクレイルが姿を現した。

　マリンフォレストが不安定になり、アクアスティードたちの帰りを待ちわびていたのだ。




「まさか着いて早々に出で迎むかえられるとはな、クレイル」

「私だって、こんなことになるとは思ってもみなかった。リリアがマリンフォレストから出るなんて、よっぽどだ」

　ひとまずアクアスティードが馬車を降り、クレイルの下へと行く。

「早急に話し合いが必要だね」

　どこか疲つかれた様子のクレイルが、ふうと息をつく。ちらりと馬車の中にいるリリアージュへ視線を向けてから、パチンと指を鳴らす。

「──っ！」

　次の瞬しゆん間かん、クレイルとともに、ティアラローズ、アクアスティード、リリアージュ、エリオット、フィリーネ、オリヴィア、レヴィがその場からかき消えるように転移した。

　クレイルの領域である、空の神しん殿でん。

　広い空間の中央には、円えん卓たくテーブルと人数分の椅い子すが用意されていた。

　空の妖精王クレイルの守護を得ない人間がここは入ったのは、ティアラローズたちが初めて。オリヴィアも、以前聖地巡礼に……とここへ来ようとしたが不可能だった場所だ。

　思わず感かん嘆たんの声をあげそうになるオリヴィアだが、今はそれどころではないと己の口に手を当てて耐たえる。

「クレイル、さすがに一言もなしにいきなり転移させるのはやめてくれ」

「時間が惜おしかったからね」

　何も告げずに置き去りにしてしまった騎士たちは、おそらく慌てているだろう。近くで待機してくれているとは思うが、出来る限り早めに戻った方がいいとアクアスティードは考える。

「ティアラ、元気にしてたか？」

「キース！　いったい何があったの？」

「まぁ、それを話すために待ってたんだ。とりあえず、現状の説明からか」




　ティアラローズを祝福している森の妖精王、キース。

　長い髪を軽くまとめ、すらりとした長身は男らしく王の貫かん禄ろくがある。けれど、「大変なことになったな」と言いながらどこかのん気な声。




　全員が席に着くのを確認してから、最初に口を開いたのはクレイルだ。

　アクアスティードを祝福している空の妖精王、クレイル。

　知的な雰囲気を持ち、情報収集を得意とする。青から白のグラデーションになっている髪はどこか冷たい印象を与えるが、その実とても心根の優しい王だ。




「まず、マリンフォレストの現状。夜空から星が消え、妖精たちの力が弱まっている。このまま打開策を講じないでいると、次は大地が力を失っていくだろうね」

「それは、フェレス殿下が関係しているのだろう？　なぜ、このような事態になったんだ」

　今までは問題なかったのに、どうして突然このようなことになったのかとアクアスティードがクレイルに説明を求める。

　クレイルはリリアージュに視線を向けながら、「順を追って説明するよ」と告げる。

「まずは、初代の国王であるフェル……フェレスと、その妃であるリリアージュだ。マリンフォレスト建国にあたり、私たちはフェレスに力を分わけ与あたえた。それは、通常の祝福よりも上位のものだ」

「だけどな、人間であるフェレスに、その力は巨きよ大だいすぎた」

『…………』

　クレイルとキースの言葉を聞き、リリアージュは辛そうに表情をゆがめる。しかし何も言うことはせずに、先を促うながす。

「その巨大な力は──フェレスをただの人間から〝星空の王〟へと作り替えたんだ」

「私たち妖精王と、同じような力だ。フェレスも己の力が込こめられた指輪、星空の王の指輪を創った」

「──っ！」

　妖精王の力を与えられ、人ならざる力をフェレスが手に入れたのだとキースとクレイルが告げるのを聞き、アクアスティードが息を吞む。

　アクアスティード自身も、フェレスに王だと認められ星空の王の指輪を創った一人。

　つまりそれは、フェレスと同じようにアクアスティードも人間とは違う存在なのだと突き付けられているようで。

　アクアスティードの視線が、ティアラローズの指にはめられた星空の王の指輪へと向けられる。

「私たち三人の妖精王と、星空の王であるフェレス。この四人で建国したのが、ここマリンフォレストの原点になる」

「なるほど、な。クレイル、一ついいか？」

「どうぞ、アクアスティード」

「なぜ、初代国王であるフェレスの情報がこの国にはない？　お前たちがフェレスとそこまで懇こん意いであるならなおさら、情報がない方が不自然だ」

　この国には、歴代の国王の絵が飾かざられている。しかし、そこにフェレスの姿はない。初代国王の肖しよう像ぞう画がだけが、抜け落ちているのだ。

　同時に、どういった人物であったのか書かれた資料などもないに等しい。

　アクアスティードはそれなりの理由があるだろうとは考えていたが、妖精王とともに建国を行ったのであれば、どうにもおかしい。

　今もなお、この国は妖精を大切にしている。その妖精の王が力を与えたフェレスを、どうして隠すような扱あつかいになったのだろうか。

　アクアスティードが答えを求めるようにクレイルを見つめていると、リリアージュが口を開いた。

『それは、わたしからお話ししましょう』

　小さな体で椅子の上に立ち、リリアージュは全員の顔を見回す。そしてその手には、フェレスが創った星空の王の指輪が握られている。

『これは、フェレスがわたしに贈ってくれた星空の王の指輪です。効果は、二つ。まず一つは、癒いやしの力。そしてもう一つは……フェレスが受けきれなかった巨大な力を、この指輪を介かいして私が受け入れることです』

「え……!?」

　その言葉に一番驚いたのは、同じようにアクアスティードから贈られた星空の王の指輪を持つティアラローズだ。

　同じ星空の王の指輪ならば、おそらく効果も同じ。ティアラローズの記き憶おくを蘇よみがえらせたのも、この指輪が持つ癒しの力だったのだろう。

　自分の指輪に触れて、ティアラローズは早まる鼓こ動どうに動どう揺ようを隠せない。

　この指輪も、アクアスティードが受けきれない巨大な力を受け入れているのだろうかと考える。けれど、今はそういったことは何も感じない。

　でも、今は自分のことよりも──。

「リリア様、アクア様は大丈夫なのですか……!?」

『…………』

　ティアラローズに一つの不安が生まれる。

　二人が同じ存在の王ならば、フェレスのようにアクアスティードも不安定な状態になってしまうのではないかと。

　そんなティアラローズの姿を見ながら、リリアージュは『続けますね』とアクアスティードに目をやる。

『本当であれば、わたしとフェレスだけでどうにか出来ればよかったんです。……でも、それは叶かないませんでした。わたしたちの子供に、このようなことを託たくすのは心苦しい』

　そう告げたリリアージュの体は、小刻みに震えている。とても辛そうで、自分たちのことでティアラローズとアクアスティードに迷惑をかけたくないという思い。




　少しの沈黙を経て、リリアージュが言葉を続ける。

『……予想がついているかもしれませんね。今回、フェレスが不安定になり、マリンフォレストに異変が生じたのは……わたしの許容量もいっぱいになって、フェレスの力を受けきれなくなってしまったからです』

　前々からその兆候はあったけれど、今の今までどうすることも出来なかったのだとリリアージュは言う。

　かくいうリリアージュも、このような人間ではない姿でどうにか動けるようになったばかり。ティアラローズたちが考えているよりも、自由ではないのだ。

『黙だまっていて、ごめんなさい』

　リリアージュの言葉に、ティアラローズは「いいえ」と首を振る。

　相手の負担になることを告げるのは、とても勇気のいることだろう。特に今回のことは、国にも、アクアスティードの今後にも大きく関わってくるのだからことさらに。

『アクアスティード。あなたはフェレスの影響をとても受けています。それは、あなたの生まれ持った資質でしょう。今まで生まれた誰よりも、王に近い』

「つまり、私は……フェレス殿下の血を色いろ濃こく継ついでいるということか」

『そうです』

　リリアージュは、アクアスティードへ視線を向ける。

『わたしがこうして動けるようになったのは、つい最近です。でも、フェレスにはずっと今までとは違う影響がいっていた』

「……影響？」

『はい。アクアスティード、あなたの力もフェレスに影響を与えていた。理由は、わたしにもわかりませんが……フェレスなら知っていると思います。単に力が増えているだけなのか、何か変異しているのか』

「…………」

　──つまり、ことの原因は私ということか。

　まさか自分の力がフェレスに影響を及およぼしていたとは、思ってもみなかった。フェレスに会い、詳しよう細さいを確認するしかないだろう。

　星空の王の指輪を創ったことで、フェレスに今までと違う負ふ荷かか何かがかかっているのかもしれない。フェレスが持つ星空の王の力も、巨大なものだ。

『アクアスティード。あなたも、いつかそのフェレスと同じ力に押しつぶされてしまうかもしれません。ティアラも、今の話を聞いてまっさきにそれを考えたのでしょう？』

「リリア様……！」

『……大丈夫です。今は、まだ』

「…………」

　今は、というリリアージュの言葉を聞いて、沈黙が流れる。

　誰もが、これからのマリンフォレストを危惧し、アクアスティードに何か起こってしまうのではないかという不安にかられる。

　そのわずかな沈黙を打ち破ったのは、アクアスティードだ。

「貴重なお話、ありがとうございます。リリアージュ様。ですが、この通り私の体はなんら問題ありませんし、魔ま力りよくも増えはしましたが……コントロールが出来ないわけではありません」

『ええ。それは、わたしもアクアスティードを見てとても驚きました。フェレスは、王としての力を手に入れてすぐは辛そうでしたから……』

　とても不思議ですと、リリアージュは言う。

　もちろん、悪い状況ではないのだから、このままでいられるのならばそれが一番いい。

「その答えは、きっとティアラだな」

「わたくし？」

　悩む様子のリリアージュに、キースが自分の考えを告げる。

　それを聞いたティアラローズは、きょとんとキースを見る。なにせ、ティアラローズは魔力が多いわけでもないし、アカリのように特殊な魔法を使えるわけでもない。

　ヒロインならまだしも、たかが悪役令嬢にいったい何が出来るというのだろうか。

　不思議そうにするティアラローズを見て、キースが笑う。

「前に言っただろう？　お前は、面おも白しろいと。器うつわのわりに、魔力量が少ない。だから、アクアスティードの力を受け入れやすいんだろう」

「……！」

　ティアラローズはその言葉を聞き、自分の悪役令嬢というキャラ付けを考える。

　一応、数あるキャラクターがいるなかで、名前を持つキャラクターの一人だ。

　あまり重要でないキャラクターは、【生徒】や【騎士】などゲーム内では役どころが名前として記き載さいされていた。

　悪役令嬢というポジションを考えたら、確かにそのスペックは名前のないモブより高いだろう。ただ、使う機会はなかったけれど。

　つまり、もともとティアラローズの体は、高スペックな魔法などを使っても耐えられるように作られているのではないか。

　だからこそ、今、妖精王の力を借りてはいるが──魔力を大量に消費する大きな魔法を使っても問題ない。魔力が小さい人は、倒たおれてしまうこともあるのだ。そう考えると、言わずもがな。

　まさか、ここにきて悪役令嬢という立場がアクアスティードの助けになるとは思ってもみなかった。

「とりあえず、今はフェレスをどうにかしねえとな。リリア、何か解決策があってラピスラズリに行ったんだろ？」

『もちろんです。これをフェレスに付ければ、余計な魔力を吸収して安定させてくれるはずです』

「なるほどな」

　リリアージュの持つ腕輪を見て、キースがそれならばと頷く。

「なら、どのようにしてそれをフェルの腕に付けるか……か」

「だなぁ。今はフェレスの下に行くのに、ちっとばかり骨が折れる」

　二人の妖精王の言葉を聞き、あまりよくない状況だということがわかる。すぐに準備を行い、王城の地下にいるフェレスへ会いに行くべきだろう。

『わたしたちのことで、ごめんなさい』

　申し訳なさそうにするリリアージュに、アクアスティードは首を振る。

「気になさらないでください、リリアージュ様。私は王族ですから、それも役目のうちです」

『……王としてのありかたも、アクアスティードはフェレスに似ていますね』

　リリアージュが微笑んで、全員を見やる。

　そして決意を固めるように──その願いを口にする。




『では、皆さんにお願いします。このままでは、マリンフォレスト自体がフェレスの力によって飲のみ込こまれて滅ほろびてしまいます。どうか、この国を愛したフェレスにそんなことをさせないでください。わたしと一緒に……フェレスを助けてください』




「もちろんです、リリア様。わたくしは、死ぬまでずっとアクア様と一緒にこの国を守っていきます」

「この国が滅びるなんて、そんなことはさせません。まだ、巡りたい場所がたくさんあるのですから」

　リリアージュの言葉を聞き、ティアラローズとオリヴィアがもちろんと頷く。

　アクアスティードは立ち上がり、ここにいるメンバーを見回す。

「ここからは、かなり厳しい局面になるだろう。オリヴィア嬢は巻き込むような形になってしまったが、マリンフォレストのために皆の協力が必要だ」

「わたくしは、いつでもアクア様の隣にいます」

「巻き込むなんて、そのようなことは言わないでくださいませ。マリンフォレストの貴族として、出来る限りのことをさせていただきます。レヴィのことも、手足のように使ってくださってかまいません」

　アクアスティードの言葉に、ティアラローズとオリヴィアが微笑む。二人の妖精王は頷き、この国を、フェレスを救おうと動き出し始めた。







　話がまとまったところで、クレイルが全員をマリンフォレストの王城へと転移させた。それに有難く思いながら、すぐに各自が準備を行う。

　アクアスティードはまず国王と話し合いをと思ったが、国王自らがアクアスティードの下へとやってきた。帰き還かんを聞き、待っている余よ裕ゆうすらないと判断したのだろう。




　執しつ務む室しつに向かいながら、アクアスティードはマリフォレストの現状を聞く。今のところは、先ほどクレイルから与えられた情報と差異はないようだった。

「私からも、報告することがあります。というか、原因自体はわかっています」

「そこまで情報を得たというのか……さすがは、空の妖精王に祝福されているだけある」

　空の妖精王の武器の一つは、情報。

　たとえ祝福を受けていなくとも、それくらいは国王も把は握あくしている。

　そのことに安あん堵どしたのも、束つかの間ま。

　嫌なことは、次から次へとやってくるもので──。

「アクアスティード様、植物が枯かれ始めたという報告が上がっています！」

「植物が!?」

　アクアスティードの執務室。

　すぐに状況の確認をしに行ったエリオットが、血相を変えて戻ってきた。そのありえないような報告に、大地に影響が出るというのはこういうことか……と頭を抱かかえる。

　枯れかけている植物を復活させるなんて、出来るわけがない。

　どうしたものかとアクアスティードが思案している中、国王から一つの提案がなされる。

「これからすぐ動くのであれば……国民の混乱を抑おさえるために、彼かれらを安心させる言葉が必要だろう」

「演説、ですか……」

　国王が提案したのは、演説だ。

　その話を国王自身ではなく、王太子であるアクアスティードにふるのには、もちろん理由がある。それは、国民からの支持率だ。

　妖精王から祝福を受けている王太子は、国王よりも信しん頼らいが厚いのだ。加えて、妃であるティアラローズも妖精王からの祝福を得ている。

　それを考え、国王は自分よりもアクアスティードの方が相応ふさわしいだろうと判断した。

「私ではなく、お前の方が適任だ。オリヴィア嬢は、どう思う？」

　国王がオリヴィアに問いかけると、彼女は手を叩たたいて賛同する。

「それはとてもよい案です。アクアスティード殿下は国民に人気ですから、不安を拭ぬぐうためのお言葉をいただければ皆が安心出来るでしょう」

「終息までどれほどの時間が必要か、現時点ではわかりません。すぐに出来る対策は、行っておいた方がいいと思われます」

　エリオットも国王に同意し、すぐに演説の準備をするために執務室から出ていく。即そく断だんする側近に苦笑しながらも、アクアスティードも立ち上がった。

　まだ詳細を話していないが、演説をしている間にエリオットから報告させる旨むねをアクアスティードは国王へと伝える。




　頷きながら、国王はそっと我わが子の成長を喜ぶかのように微笑む。これほど頼りになるのであれば、すべての権限を与えてしまってもいいだろう。

「今回のことも、私より随ずい分ぶん把握しているようだ。城のことは私に任せ、お前は解決のため自由に動くといい」

「それは、とても心強い。必ずや、マリンフォレストを救ってきます」

　アクアスティードと国王は視線を交かわし、互たがいに頷き合った。
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　アクアスティードが演説をする。

　その告知は急だったにもかかわらず、多くの国民たちが集まった。それもアクアスティードの人望あってのことだろうと、ティアラローズは誇ほこらしく思う。




　演説を行う場所は、王城のすぐ横に作られた広場に面した塔とうだ。

　王族から国民に知らせなどがあるときに使われる場所で、広場は一いつ般ぱんの人々の立ち入りも許されている。

　普ふ段だんは公園として憩いこいや交流の場所になるそこが、今は人で溢あふれていた。




　ティアラローズは、演説が始まる前に窓からそっと広場の様子を覗のぞき見る。

「わ、すごい人……」

　国民の半数以上が来ているのではと思うほどの、人、人、人。広場に入りきらない人たちが道へと溢れ、今か今かとアクアスティードを待ちわびている。

　それから、少し視線を移して広場にある植物を見る。エリオットの報告を聞いてはいるけれど、まだ自分の目で枯かれ始めた植物を確かく認にんしてはいなかった。

　悲ひ惨さんな光景が広がっているのではと思っていたが、まだ花は咲さいていたし、木には葉が茂しげっていた。そのことにほっとするが、よくよく見ると……色合いがどこかくすんでいる。まさしく、枯れ始めという表現の通りであった。

　フェレスの力が安定したら、この問題を解決することが出来るのだろうかと不安になる。枯れた植物を元に戻もどすなんてことは、死人を生き返らせるようなものだ。

「ティアラ」

「！　アクア様……」

　じっと窓から外を見つめていると、アクアスティードが「大だい丈じよう夫ぶだ」とティアラローズを抱だき寄よせる。

　不安そうにしているティアラローズの髪かみを優やさしく撫なでて、指で前髪に触ふれる。そのまま額ひたいをあらわにして、優しくそこへキスをする。

「心配ですが、きっと解決すると思っています。アクア様がいますし、何より……リリア様が、フェレス殿でん下かのために頑がん張ばってくださっていますから」

「そうだな。そのうえ、私にはティアラがいるから百人力だ」

　髪を撫でていたアクアスティードの指は、ティアラローズの頰ほおへ触れる。その体温が心地ここちよくて、ティアラローズは小動物のようにアクアスティードの手へとすり寄る。

　二人ともが、ずっとこのままでいたい──なんて、思ってしまう。そんな、甘あまい空間。どちらからともなく唇くちびるが重なりあって、互たがいの体温を確かめるように抱きしめあう。

　これからの厳しい状じよう況きようを、乗のり越こえるためのエネルギーを補ほ充じゆうするように。

「ん、アクア様……アクア」

「うん。もう少しだけ。国民に言葉が届くように、ティアラの祝福を私に頂ちよう戴だい」

「……ん」

　そんなの、いつだって差し上げますと、ティアラローズは微笑ほほえむ。何度かついばむように口づけられて、気づけば演説が開始する時間となっていた。




　アクアスティードがティアラローズとともにバルコニーに姿を見せると、民衆がわっと声をあげた。

　人の声でこんなにも空気が震ふるえるのかと、ティアラローズはぞくりと鳥とり肌はだが立つ。

「アクアスティード殿下、ティアラローズ殿下！」

「お二人がいれば、この国は安あん泰たいです！」

「妖よう精せい王の祝福をマリンフォレストに!!」

　──これは、予想していた以上に期待が大きい。

　王族は、国民たちからのプレッシャーがこんなにもかかるものなのか。わかっていたつもりではあったが、いざ目まの当たりにすると足が震える。

　ティアラローズは無意識に、ドレスの裾すそを握にぎりしめる。

　その重みを一身に受けるアクアスティードは、まっすぐに集まった人たちを見ていた。

　自分だけがアクアスティードの隣となりに立てるのに、震えている場合じゃない。ティアラローズも同じように、国民へしっかりと視線を向ける。

　ティアラローズも、今はアクアスティードの下へ嫁とつぎ王族となった。のんびりスイーツばかり食べている、侯こう爵しやく家けの令れい嬢じようではないのだから。

　アクアスティードが演説のために一歩踏ふみ出だし、口を開く前にティアラローズへ振ふり返かえる。

「ティアラ、私の横に」

「は、はい……っ！」

　差し出されたアクアスティードの手を取って、ティアラローズも一歩二歩と踏み出しアクアスティードの隣に並ぶ。

　すると、国民から「ティアラローズ殿下！」という大きな歓かん声せいが沸わき起おこった。

「私の妃きさきは、国民に愛されすぎているな」

「アクア様……」

　くすりと笑ったアクアスティードは、すっと右手を上げる。それを見た国民全員が口を閉じ、広場が静せい寂じやくに包まれた。

　こんなにも大勢の人間がいて、これほど静かな光景が見られるなんて。

「急な告知だったにもかかわらず、ここへ集まってくれたこと、感謝する」

　国民全員の顔を見るようにして、アクアスティードが口を開く。

　その声は低いが、透すき通とおり、広場を超こえて──街中へと広がる。その声の大きさに、集まった国民は大きく目を見開いて驚おどろいた。

　アクアスティードが使用しているのは、空の妖精王の指輪だ。これは、持ち主の声を広く響ひびかせる拡張機能を持っている。

　王が、民たみに言葉を伝えるための指輪。

「今の惨さん状じようは皆みなも把は握あくしているだろう。夜空から星が消え、植物や作物が力をなくし枯れ始めていると」

　アクアスティードはゆっくり、深呼吸する。

「だが、ここは妖精とその王が愛している国だ。私も、妖精の王に祝福をいただいている。だからこそ、断言しよう」

　一呼吸置き、まっすぐ前を向き告げる。




「──マリンフォレストは枯れないと」




　力強く声を発し、アクアスティードは隣にいるティアラローズの腰こしを抱く。自分だけではなく、森の妖精王に愛されているティアラローズもいるのだと、改めて国民たちに示す。

　安心していいと、そう言うようにティアラローズは微笑んで手を振る。

「すでに、この事態を解決するために動いている。しかし、今ここで植物を生き返らせるような力は、ない。ゆえに、私は皆に頼たのみたい。私が解決するまでの間、耐たえてほしい」

「食料に不安があればすぐ、国庫を開放する準備も進めています。不安にならずに、アクアスティード殿下を信じましょう」

　アクアスティードとティアラローズの言葉を聞き、国民たちはすぐに賛同の意を示す。

「普段、マリンフォレストのために動いてくださっているアクアスティード殿下とティアラローズ殿下だ。俺おれたちに手伝えることはないかもしれないが、信じて待つことは出来る！　そうだろう？　みんな!!」

「もちろんだ！　食料だって、備び蓄ちくがある。すぐに国庫を開かずとも、持ちこたえるくらいわけはない」

「問題解決に動く殿下を、俺たちの不満の声で足止めしちゃならねぇ！」

　街のことは問題ない、耐え抜いて見せる。そういった国民の声が、ティアラローズたちの耳に届く。

　思わず涙なみだぐみそうになるところを、ティアラローズはぐっとこらえた。

「とても素す敵てきな、国民ですね。アクア様」

「ああ。この信しん頼らいを裏切らないよう、私は最善を尽つくそう」
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　さしあたっての課題は、大きく分けて二つ。

　フェレスに腕うで輪わを届けて、力を抑おさえて安定させること。

　消えてしまった星と、枯れ始めた植物への対応。

　フェレスがいる〝封ふう印いんされし王の間〟へ向かう準備を終え、同行するメンバーを見る。今回はクレイルとキースも同行するので、大きな問題は起きないだろう。




　そう思っていたアクアスティードだったが、ふいに、思いつめたようになにかを考かんがえ込こむティアラローズに目がいく。

「ティアラ？　何か、気になることでもあった？」

「アクア様。その、フェレス殿下の下へ行って腕輪をはめたとして……枯れ始めた植物たちも生き返るのだろうかと」

　確かに、ティアラローズの不安はもっともだ。

　アクアスティードが返答に悩なやんでいると、キースが口を開く。

「枯れた植物を復活させることは出来ない。フェルを安定させたとしても、消えた星が戻るだけだ。影えい響きようを受けた大地は、その影響が消えるだけ」

「つまり、枯れてしまったという事実は元に戻らないということね？」

「そうだ」

　きっぱりと告げるキースの言葉に、空気が少し重くなる。

『ティアラ……ごめんなさい、わたしにもっと力があれば』

「リリア様のせいではありませんから、そのようなことはおっしゃらないでください」

　しゅんと項うな垂だれるリリアージュに、それは違ちがいますとティアラローズが告げる。それと同時に、大きく息を吸すい込こんで、何かを決意するように目を閉じる。

　その様子を見て、オリヴィアが心配そうにティアラローズの下へ行く。「どうしましたか？」と気き遣づかうオリヴィアに、「大丈夫よ」と笑えみを向ける。

　そして、決意するようにティアラローズはキースをじっと見つめた。

「ティアラ？」

　アクアスティードが戸と惑まどうようにティアラローズを呼ぶが、今はその瞳ひとみにはキースだけが映っている。

「俺か？」

「キース、お願いがあるの」

「ん？」




「わたくしに……森の妖精王の指輪を託たくしてほしいの」




　ティアラローズの言葉に、妖精王を除いた全員がはっとする。

　森の妖精王の指輪は、植物の豊ほう穣じようを約束するものだ。確かにこの指輪を手に入れることが出来れば、枯れた植物を復活させることも可能かもしれない。

　キースはくつくつと笑って、「なるほどな」と呟つぶやいた。

「確かに、俺の指輪であれば枯れた大地を蘇よみがえらせることも出来るだろう。ティアラローズ。俺の指輪を受け取る覚かく悟ごが、お前にあるか？」

「あるわ！」

「おぉっ」

　キースの言葉に、即そく答とうする。

　それに感心したのか、キースがにやりと笑う。

　豊穣を約束する森の妖精王の指輪。

　ただ、それには条件がある。

　一つは、マリンフォレストの国内にしかその効果がないということ。

　もう一つは、指輪の持ち主──ティアラローズが、この国を捨ててしまったとき。森の妖精王の指輪は効果を消し去り、キースの下へと戻る。

　今までの豊穣がなくなり、植物の成長具合が衰おとろえるだろう。その際に国民から不満が起こったとして、それを受け止められる覚悟があるのかとティアラローズに問うたのだ。

「わたくしがマリンフォレストを捨てるなんてことは、あり得ません。この地で一生を過ごすと、嫁いだときから……アクア様に手を差さし伸のべられたときから、決めています」

　決意を秘めたティアラローズの瞳ひとみを見て、キースは嬉うれしそうに目を細める。

「……私からも、頼む」

「アクアスティードも、か。そんなに頼まれたらしかたないか、いいぜ」

「!!」

　さらりと了りよう承しようしたキースに、ティアラローズは顔をほころばせる。

「ありがとう！　これで、国民を飢うえさせる心配はないわね」

「だな。……でも、それなら二手に分かれるぞ」

「確かに。フェレス殿下の下に向かう組と、指輪を手に入れる組に分かれるのが得策だろう」

　感激するティアラローズをよそに、キースはそう簡単な問題ではないと告げる。アクアスティードもそれに頷うなずいた。ゆっくり一つ一つこなしている時間がない。

　それを聞いて、ティアラローズも理解する。

　指輪がある場所は、妖精王の隠かくしステージだ。そこへ行く資格があるのは、その妖精王に祝福された人間だけ。ゆえに、キースの隠しステージに行くことが出来るのはティアラローズのみということになる。

「ティアラを一人で行かせるのは、心配だな……」

「それを言うなら、わたくしだってアクア様のことが心配です。ですが、今は国の一大事。わたくしはしっかり役目を果たしますから、アクア様もフェレス殿下とリリア様をお願いします」

「……ああ、わかった」

　二手に分かれることが決まり、ティアラローズはキースと二人で森の妖精王の指輪が保管されている隠しステージへ。

　アクアスティードは、クレイル、リリアージュ、エリオット、オリヴィア、レヴィとともにフェレスが待つ封印されし王の間へと向かった。
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　ティアラローズとキースが向かったのは、王城の裏手にある森だ。

　実は小さなツリーゲートがあり、そこが森の妖精王キースの隠しステージになっている。

「こんなところに……わたくし、何度かこの前を通ったわ」

　たまに散歩で通るような、こんな堂々とした場所に入り口が作られていたなんて。そう思うが、草木や花でぱっと見では入り口だとわからないようになっている。

「こんな場所にあるが、わかり難にくく作ってあるんだ。その証しよう拠こに、今まで誰だれ一人ひとりとしてここがツリーゲートだと気付かなかった。そう考えると、自力でパールの指輪を手に入れたのはすごいな」

「あれは……まぁ、乙女おとめの勘です」

　オリヴィアのゲーム知識を覚えていたレヴィがいたからだとはさすがに言えないので、ティアラローズはあいまいに誤ご魔ま化かす。

　そっとツリーゲートをくぐり中に入ると、よりいっそう、緑の香かおりが強くなる。

　ツリーゲートとは、木々で出来たトンネルのことだ。

　どこに繫つながっているのかわからない、不思議なトンネルだなとティアラローズは思う。以前妖精たちに連れてこられたときには、キースの下に繫がっていたなんてこともあった。




　ツリーゲートの中は、たくさんの花が咲いていた。それも、ただの花ではない。

「これって……宝石？」

「ああ。大地の恵めぐみだ」

　花の中心に、蜜みつの代わりに宝石が埋うめ込こまれていたのだ。それもあり、ツリーゲートの中はきらきらと輝かがやいて、木々に囲まれているというのにとても明るい。

　キースはそれを一つ摘つんで、ティアラローズに渡わたす。

「宝石は、大地が作る。ここは環かん境きようがいいから、その栄養を十分に取り入れた特とく殊しゆな花が咲く」

「キースの領域ならではですね」

「まぁな。ここ以外じゃ、見ることは出来ない」

　──むしろここ以外で咲いていたら、混乱が起きるわね。

　なんせ、宝石が花として咲いているのだから。植物はどこにも行かないし、摘み放題だ。

「パール様の領域もそうでしたが、さすがは妖精王ですね……」

「なんだ、見直したか？」

「……もとより、わたくしはキースを尊敬しています」

　だから見直すとか、そういった問題ではないとティアラローズは突つっぱねる。それを見て、キースは「面おも白しろいな」とくつくつ笑う。

「妖精王である俺に、そんな態度を取るのはティアラくらいだな」

「……キースがそうしろと言ったんじゃないですか」

　様を付けて呼ぶことも禁止したくせに、よく言うとティアラローズはひとりごちる。そんなティアラローズの様子が面白いらしく、キースはまた笑う。

「もう！　アクア様たちだってフェレス殿下のことで大変なのだから、わたくしたちも急ぎましょう！」

　のんびり向かっている暇ひまはないと、ティアラローズは歩くスピードを上げていく。普段はゆっくり歩いているくせにと、キースはやはり笑う。

　──早く森の妖精王の指輪を手に入れて、アクア様の下へ行かないと！

　自分の力はあまり必要じゃないかもしれないけれど、星空の王の指輪を持っているのだから何かの役に立てるという可能性はある。




　しばらく進むと、銀色の扉とびらが現れた。

　植物で縁ふち取どられたそれは、荘そう厳ごんで、どこか威い圧あつ感かんもあり、思わず足を止めてしまう。

　そんなティアラローズを見たキースは、後ろから彼かの女じよの首に腕うでを回してにやりと笑う。

「なんだ、怖おじ気けづいたか？」

「そんなこと……」

「別に、何も怖こわがることはない。俺は、ティアラローズを歓かん迎げいするぜ？」

　いつか我わが城へ招いたときのように──そう言い、キースがゆっくりと銀色の扉を開く。

「……ここが、森の妖精王キースの部屋」

　中は小部屋のようになっていて、通ってきたツリーゲートとは違い花どころか植物もない、白い壁かべと中央に台座があるだけの静かな空間だった。

　どちらかといえば、派手を好むキースの部屋には見えない。

「ほら、こっちへ」

「……ええ」

　部屋に入らず中を見回しているティアラローズに、キースが手を差し出した。それを取ると、ゆっくり台座の前までエスコートされる。




　台座の上に置かれた指輪は、中指と小指に付けるダブルチェーンタイプ。

　色はピンクゴールドだけれど、光の加減によって緑色にもなるようだ。

　チェーン部分は植物を模した装そう飾しよくになっており、リングの部分には花のかたちの宝石が付けられている可か愛わいらしいものだった。




　──綺き麗れい。

　それが、率そつ直ちよくな感想だ。

　すぐ横にいるキースを見ると、頷きだけが返ってきた。早く手に取れと、キースの金色の瞳がティアラローズに訴うつたえている。

　そっと手に取り、早さつ速そく指にはめようとすると、キースからストップがかかる。

「え？」

「ティアラ、王である俺がここにいるのに、自分で指にはめるつもりか？」

　まったくもってわかっていないと、キースがティアラローズの手から指輪を奪うばう。

「キース！」

「妖精王からの贈おくり物ものを、無下になんてしないだろ？」

　してやったりとでも言うように、キースはくつくつ笑う。ティアラローズが否定出来ない、王の言葉だ。

　ティアラローズは大人おとなしく右手を差し出して目を閉じ、気持ちを落ち着かせる。

　キースがティアラローズの手を取り、その甲こうに口づけ──そっと、指輪をはめる。すると、キースの大きな力がティアラローズの中へ流ながれ込こんだ。

「──っ！」

「これが、俺の力だ。ティアラなら、うまく扱あつかえるだろう」

　キースの力が、ティアラローズの全身をめぐる。その強さゆえに体がふらりと倒たおれそうになるが、キースがしっかりと抱きとめる。

　妖精王の指輪は、体に馴な染じむまで約一日を必要とする。

　馴染む前に外してしまうと、その反動が襲おそいかかってくる。ティアラローズが以前パールの指輪を外してしまったときは、眠ねむりにつき、記き憶おくを失ってしまったほどだ。

　──でも、そのときよりも、ずっと大きな力だ。

　浅い呼吸を繰くり返かえし、落ち着くのを待つ。

「……もう、大丈夫」

「馴染むまでは、気を抜ぬくな──あ」

「え？」

　ティアラローズがキースから離はなれ、息をついた瞬しゆん間かん──ぽんと音を立てて、何もなかった地面から植物が生えた。

　それを見たキースは、やっぱり楽しそうに笑うのだった。
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　ティアラローズが森の妖精王の指輪を求めて出発したのと同じころ、アクアスティードもフェレスに会うため封印されし王の間へと向かっていた。

　アクアスティードとリリアージュのほかに、クレイル、エリオット、オリヴィア、レヴィが同行する。腕輪を持つリリアージュは、アクアスティードが抱きかかえる形だ。

「以前も行ったので、道順は問題ありませんね」

「ああ」

　エリオットが自信満々に先頭を歩き、その後をアクアスティードたちが付いて行く。不測の事態が起きたときにそなえて、最さい後こう尾びはレヴィだ。

　嫌いやな緊きん張ちよう感かんからか、道中の口数は少ない。

　リリアージュは、祈いのるように腕輪をきつく抱きしめている。その体が少し震えているのは、おそらくアクアスティードにしかわからないだろう。

　──この先は、いったいどうなっているのか。

　初代国王であるフェレスは、同じようにあの場所にいるのだろうか。何か異質なものに変化しているのではないか……そんな不安が、アクアスティードにはあった。

「……なんというか、前に来たときよりも空気が重いですね。オリヴィア、寒くはありませんか？」

「いいえ、大丈夫よ。むしろ興こう奮ふんで体が熱いくらいだもの」

「それはよかったです」

　目的地である封印されし王の間へ着く直前、ずっと黙だまっていたレヴィが口を開く。

　その内容はオリヴィアを気遣うものではあったが、以前訪おとずれたときと違うという聞きき逃のがせない一言が含まれていた。

　それはアクアスティードも感じていて、強つわ者ものであるレヴィが同じように思ったのだから間ま違ちがいないのだろうなとひとりごちる。

　すぐに封印されし王の間へ続く扉まで辿たどり着ついた。




　妖精たちの彫ちよう刻こくが施ほどこされた豪ごう華かな扉と、その両りよう脇わきには花を象かたどったランプが辺りを照らしている。入り口こそなんら変わりはないが、ピリピリした空気が肌はだに刺ささる。

『アクアスティード、早く開けてください。中にはフェレスが……！』

「落ち着いてください、リリアージュ様」

「そうだよ、リリア。ここで焦あせったとしても、何も変わらない」

　オリヴィアがリリアージュをなだめようとすると、ここへきて初めてクレイルが口を開いた。

「フェルをどうにか出来るのは、結局のところリリアだけだ。なら、焦るのは得策じゃない」

『それは、そうですけど……』

　はやる気持ちは、そうそう抑えられるものではない。

　急せかすリリアージュを一度オリヴィアに預け、アクアスティードはエリオットを下がらせて、自ら扉に手をかけゆっくりと開いた。

『フェレス！』

　すぐにリリアージュがフェレスの下へ行こうとするが、抱いているオリヴィアと控ひかえていたレヴィがそれを止める。

　扉の向こうには、フェレスが立っていた。

　白色の長いマントに、装飾品がいくつも付いた白の服装。どこか神こう々ごうしさを持つ人物ではあるが、今は憔しよう悴すいしてしまったようにうつむいている。

　そして感じる、あまりよくない空気。

　フェレスがゆっくりと口を開きながら、入り口に視線を向けた。

『──リリア、どうして勝手に私から離れたの』

『フェレス、わたしはあなたを助けるために……っ!?』

　助けるために、腕輪を手に入れてきた。そう続けようとしたリリアージュだったが、ハッと息を吞のむ。そして、『まさかここまで』と震えた声をあげる。

　しっかりと意識を保っているのかと思っていたが、どうやらフェレスの意思はとても不安定なものになっていることに気付く。




　顔を上げたフェレスの瞳が──金色から、漆しつ黒こくへと色を変えていた。

　体の中から溢れ出る、星空の王の力を受けきれなくなってしまったのだろう。




　──これは、巨きよ大だいな力を制せい御ぎよ出来ない反動か？

　この状態のフェレスに、腕輪をはめることが出来るのかと考える。間違いなく、正常ではないし、素す直なおに自分からはめてくれるとは思えない。

　アクアスティードが扉をくぐり一歩踏み出すと、フェレスが剣けんを抜き、その切っ先をアクアスティードへと向けた。

『私からリリアを奪うというのであれば、たとえ我が子でも許しはしないよ』

「……っ!!」

『違います、フェレス！　わたしの話を聞いてください!!』

　リリアージュが声を荒あららげるが、それはフェレスに届かない。色をなくした瞳はアクアスティードに向けられたままだ。




「これはまた、厄やつ介かいなことになったな」

「クレイル殿下、今はどうなっているのですか……？」

「正気を失ったフェレスが、アクアスティードに剣を向けているよ。……大方、リリアを取られたとでも思ったんだろう」

「そんな……っ」

　幽ゆう霊れいであるフェレスを見ることの出来ないオリヴィアは、クレイルの言葉を聞いて状況を把握する。

『どうにかしてフェレスを止めないと、腕輪をはめられません』

「とはいっても、私にもああなったフェルを止めるのは無理だよ」

『クレイルでもですか？　なら──ああ、フェレスっ！』

　アクアスティードに剣を向けていたフェレスが、動いた。

　フェレスの攻こう撃げきを剣で受け止めはしたが、防戦一方だ。

　はらはらしながらリリアージュが見ていると、耳にアクアスティードの声が届く。

「フェレス殿下、リリアージュ様はそこにいらっしゃいます！」

　だから剣を収めてくださいと、アクアスティードが叫さけぶ。しかしその声は届いていないようで、フェレスの攻撃する手が緩ゆるめられることはない。




　流れるような剣けん捌さばきは、今はもう使い手が存在しない古い時代の剣けん術じゆつだった。

　──強い。

　防戦一方だと、長く保もたないかもしれない。

　レイピアに似た細身の剣は、素す早ばやさを重視した攻撃を繰くり出だしてくる。それだけであれば、アクアスティードも受けきれる。しかし剣には、素早さを上じよう昇しようさせる魔ま法ほうが使われていた。

　振るわれた剣は同時に空気をも切りつけ、それがかまいたちとなってアクアスティードに防ぎようのない傷をつける。

　頰に、腕に、体に、浅いけれど、確かな傷が増えていく。

『フェレス、やめて……っ！　アクアスティード、そのままではあなたがやられてしまいます！』

「わかっています、いますが……っ」

　もう見ていられないというように、リリアージュが叫ぶ。

　フェレスの攻撃を防いでいるだけでは、アクアスティードが殺されてしまうのではないかと不安に震えている。

　けれど、アクアスティードは一向にフェレスを攻撃しようとはしない。

　なぜならば──フェレスに、裏切らないという盟約を誓ちかっているからだ。それは、ティアラローズのために星空の王の指輪を創ったときの条件。

　それもあり、アクアスティードは攻撃をせずにどうにかフェレスを正気に戻したいと考えていた。

　けれど、何度呼びかけても自分の声がフェレスに届いているかどうかわからない。

「フェレス殿下、どうか正気に戻ってください！」

『……フェレス、アクアスティード。オリヴィア様、わたしはフェレスの下に行きます』

「きゃぁっ」

　何かを決心したように、リリアージュは勢いよくオリヴィアの腕から抜け出した。

　突とつ然ぜんのことに対応出来ず、オリヴィアは「リリアージュ様」と叫んで手を伸のばすが、リリアージュに触れることは出来なかった。

　持っていた腕輪は口でくわえ、身軽な体で地面に着地してリリアージュはアクアスティードたちの方へと猛もうダッシュする。そのまま勢いよく地面を蹴けり上げ、高く跳とんでアクアスティードの頭の上へと着地した。

「……っ!?　リリアージュ様!?」

　ガキンという剣と剣のぶつかる音にもひるむことなく、リリアージュは正気を失っている様子のフェレスを見つめる。

『フェレス、わたしをこんなに近くで見ても正気には戻ってくれないんですね。寂さびしいです。でも、わたしが助けてあげます』

「どうやって、正気にするのですか……っ」

『わたしに考えがあります。腕輪を、お願いしますね』

　アクアスティードの頭の上に腕輪を置き、リリアージュはフェレスが剣を引いたタイミングに合わせてフェレスに跳びついた。

　慌あわてて自分の頭に置かれた腕輪を手にし、アクアスティードはいったいどうするつもりなのかとリリアージュを見る。

「……なっ!?」

『フェレス！』

　リリアージュのもふもふっとした体が、フェレスの顔面に張り付いた。

「!?」

　その突然の行動に、全員が言葉をなくす。まさかこんな強きよう硬こう手段を使うとは、思ってもみなかったのだ。しかしその甲か斐いあってか、フェレスの動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　アクアスティードは大きく後ろに飛び、二人から一定の距きよ離りをとる。

　すると、次し第だいにリリアージュの体がもふもふもふっと大きくなっていった。

「腕輪をはめるなら、今か」

　フェレスは顔面からリリアージュをはがそうとしているが、リリアージュの体が大きくなるにつれてその動きが弱くなる。

「その方はあなたが愛した奥おく方がただろう……！　どうか正気を取り戻してくれ!!」

　アクアスティードは隙すきをついて、フェレスの手首に腕輪を付ける。

　祈るような気持ちで、どうか、どうかリリアージュのことを認にん識しきしてくれと願う。

　腕輪が付けられたのを見たリリアージュはフェレスから離れ、地面に着地した。




「………………」

　まるで時が止まったかのように、激しかったフェレスの動きがぴたりと止まる。

「フェレス殿下……？」

「……アクアスティード、か？」

「よかった、正気に戻られたのですね」

　アクアスティードの名前を呼んだフェレスの瞳は、漆黒から金色へと光を取り戻した。

　そしてすぐに、自分の横でぐったりしているリリアージュを見て目を見開く。

「リリア？」

　抱っこ出来る大きさだったリリアージュは、その大きさが一メートルを越こえて今もなおゆっくりと大きくなっていた。

　かなりやばい状況になっているのではと思いながら、アクアスティードはフェレスとリリアージュを見守る。

　フェレスは膝ひざをつくようにしてしゃがみ、愛いとおしそうにリリアージュを抱きしめた。

「ああ、リリア。……私の力を、さらにその身で受け止めたのか。リリアの体も、限界だったというのに」

「……限界？」

「そう。私たちは、ずっとここにいた。リリアは私が制御出来ない力を受け入れてくれたけれど、それがずっと保つわけがない。とっくに、限界を迎むかえていたんだ」

　フェレスが苦しむよりはと、リリアージュはその溢れ出る力を、星空の王の指輪を通してずっと受け入れ続けていた。

　それはゆっくりと、しかし確実に、リリアージュの人という概がい念ねんをなくしていった。

「私の力を受け入れすぎたリリアは、怪かい物ぶつと呼ばれる存在になってしまった。人の姿ではなくなったが、心は優しい……リリアのままだった」

「フェレス殿下、それは──」




〝この封印されし王の間には、怪物が封印されている〟




　その言葉が、アクアスティードの脳のう裏りに蘇った。

　そして同時に、それがリリアージュだということに気付く。まさか初代王おう妃ひがその怪物だったなんて。

　しかしそれならば、初代国王と王妃の資料が何もないことや肖しよう像ぞう画がが飾かざられていないことも合点がいく。

　──存在を抹まつ消しようされた王、か。

　自分たちの主人が人間ではないことに気付き、家臣たちはフェレスとリリアージュを殺そうとしたのだろう。

　つまり、信頼していた部下に裏切られた。

　──だから、私に盟約を誓わせたのか。

　フェレスが信じているのは、リリアージュだけなのだろう。

「そうだよ。リリアが、この地に封印されている──怪物だ」

　寂しそうな声でフェレスがそう告げると、突然リリアージュが『ガアアァァァ』と雄お叫たけびをあげた。空気が揺ゆれて、息苦しいようなプレッシャーに包まれる。

　そしてその体は、大きくなるなどという可愛らしい変化ではなく──まさに、化け物としてその姿を変えていく。

「リリア！」

「フェレス殿下、危ない……っ！」

　アクアスティードは必死で呼びかけるフェレスの腕をとり、エリオットたちのいる入り口まで戻る。

　フェレスの力を吸い取った反動か、今度はリリアージュが正気を失ってしまった。

「リリア、リリア……っ！　たとえ姿を変えてしまっても、リリアが私を忘れたことなんて一度もなかったのに」

　このように自じ我がを失った彼女を見ることになるなんてと、フェレスは絶望したような顔で──もう一度、愛しい妻の名を叫んだ。




　その姿を、いったいなんと表現すればいいのだろうか。

　リリアージュのもふもふっと可愛らしかった姿は消え、怪物へとその姿を変えた。

　大きさはゆうに五メートルを超え、丸かった角つのは尖とがり上を向いている。角が天てん井じようを擦こすり、パラパラと小さな破は片へんが落ちた。

　フェレスがふらりと、リリアージュに向き合うも──リリアージュに炎ほのおの魔法で攻撃される。そしてそれは、アクアスティードにも放たれた。

　すぐに結界を張り防ぐが、唐とう突とつに大きな力がフェレスを襲い、倒れこむ。

「……がっ、くぅ」

　フェレスとリリアージュは、星空の王の指輪で繫がっている。

　リリアージュが自我を失ったことにより、指輪を介かいした繫がりが不安定になってしまったのだ。そこからリリアージュの力が逆流するかのように、フェレス自身に襲いかかった。

　その苦しさから、フェレスは膝をついてうずくまるようにして耐える。

「──っ!?」

　アクアスティードがすぐにフェレスの異変に気付くも、リリアージュの魔法が次々と繰り出されるので動きが取れない。

　リリアージュの魔法は、制限がない。

　妖精と相あい性しようのいい彼女は、すべての魔法を容易たやすく操あやつることが出来る。

　穏おだやかな性格もあって、普段は攻撃的な魔法を使いはしないが──魔法の威い力りよくという一点で考えるならば、フェレスの力をも凌しのぐだろう。

　アクアスティードも魔法は得意だが、どちらかといえばそれは攻撃に特化している。

　怪物がリリアージュだと知ってしまっては、倒すわけにもいかない。このまま防戦が続くとなると、かなり厳しい戦いになる。

　──どうにかしないと、フェレス殿下もリリアージュ様も助からない。

　どうにかして、助ける方法を考えなければ。

　そう思いながら、アクアスティードはリリアージュの魔法を必死で躱かわし続けた。





[image: ]






「キース、急ぎましょう！　アクア様たちが心配だもの！」

「わかってるって」

　アクアスティードたちが怪物へ姿を変えたリリアージュに四苦八苦しているとき、ティアラローズはキースと封印されし王の間へ向かい走っていた。




　フェレスに腕輪を付けて帰ってくるだけのはずなのに、森の妖精王の指輪を手に入れたティアラローズの方が随ずい分ぶん早く戻ってきていた。

　本当であれば、すでに戻っているはずのアクアスティードと合流して一いつ緒しよに枯れてしまった植物を復活させる手はずだったが……それはもう少し後になりそうだ。

　キースが先頭を走り、ティアラローズが後に続いている形なのだが……。

　──キース、足速いっ！

　はぁはぁと息を乱しながら必死に付いていくティアラローズだが、普段から運動をしていないしっぺ返しをこんなところで食くらうとは。

　早く早くと急かしていたはずなのに、キースと立場が逆転してしまった。

「ったく、仕方ねぇなぁ」

「え？　きゃぁっ」

　急ぐんだろう？　そう言ってキースは、ティアラローズを俵たわらのように担かつぎあげた。

　王族の女性に対する行こう為いではないと思わず叫びそうになるが、かといってすでに体力が限界のティアラローズには走り続けることは難しい。

「……うぐっ」

「連れてってやるから、大人しくしてろ。それとも、横抱きがいいか？」

「このままでいい……」

　アクアスティード以外に横抱きはされたくないと、ティアラローズは叫ぶ。

「なんだ、ずいぶん大人しいな」

「暴れたら、キースは面白がって横抱きにしそうだもの。担がれた方がましだから、大人しくしてるの！」

「ハハッ、なるほどな」

　キースはその言葉を聞いて笑うと、封印されし王の間に向けて走り出した。




　しばらく走り、二人は目的地に辿り着く。扉の外には、クレイル、エリオットにオリヴィアとレヴィがいて中の様子を窺うかがっているようだった。

　いったい何をしているのだろうかと、ティアラローズは四人に近づいた。

「オリヴィア様！」

「ティアラローズ様!!　ご無事で何よりです。ここに来たということは……」

「ええ。キースから指輪をいただきました」

「わ、綺麗……」

　手に入れた森の妖精王の指輪を見せると、オリヴィアはいつものように瞳を輝かせた。しかしすぐに、「それどころではないのです！」と慌てたように扉の中を指さした。

「……？」

「ん？」

　ティアラローズとキースが揃そろって中を覗き込み、息を吞む。

　そこには真っ黒の怪物と、その攻撃を躱し続けるアクアスティード。そしてうずくまり、苦しんでいる様子のフェレス。

　いったいどうなっているのかと思ったティアラローズだが、もしかして封印されていた化け物なんじゃないだろうかということに気付く。

「チッ、まさかリリアが自我をなくすとはな」

「え、リリア様!?」

　確かに黒いけれど、大きさも角の形もまったく違う。

　キースの言葉に驚くが、その真しん剣けんな表情は噓うそをついているようには見えない。間違いなくリリアなのだろう。

「フェルが正気を失っていたから、フェルを止めるには、これしか方法がなかったんだ」

「王を止められるのは、王妃だけ……か。でも、お前がいたんだから、暴れるあいつを抑えつけるくらい出来たんじゃないのか？」

　これが最善だったと告げるクレイルに対し、キースが力ちから技わざでいけばよかったと言う。クレイルはそれに呆あきれ、ため息をつく。

「私はキースほどの馬ば鹿か力ぢからはないんだ」

　一緒にしないでと言うクレイルの言葉を聞きながら、ティアラローズはどうすればいいのだろうかと考え込む。

　思案するティアラローズに、オリヴィアとエリオットがこの場所であったことを伝える。

　正気を失ったフェレスを助けるために、リリアージュは自分の許容量を超えるほどの力を受け入れた。

　その結果として、リリアージュが本当の怪物として目覚めてしまったのだ──と。

「まさか、そんなことに……どうしたらリリア様を元に戻せるのかしら」

「わかりません。もうかれこれ十五分以上は、この攻こう防ぼうが続いていますわ」

「十五分も……!?」

　それでは、アクアスティードが体力を消しよう耗もうして負けてしまう。

「キース、リリア様を助ける方法はないの？　どうにかして、助けたい」

　しかし、キースは頭をかき悔くやしそうな表情で首を振った。

「それが出来たら、とっくの昔にどうにかしてる。俺たち妖精王の力をもってしても、助けるのは無理だ。本当は、リリアがこうなる前に……俺たちで討うとうとしたこともある」

「……っ！」

「もちろん、フェレスが全力で止めたけどな。だが、こうなった以上それしか手はないぞ」

「それは駄だ目め！」

　リリアージュを見捨てるという選せん択たく肢しは、ティアラローズの中にない。

　目の前で起きていることは現実だといっても、ここはティアラローズが大好きな乙女ゲーム『ラピスラズリの指輪』の世界だ。

　必ずどこかに、ハッピーエンドになる道筋があるはずだ。

　自分にそう言い聞かせて、策を模も索さくする。

　アクアスティードを相手に魔法を放ち暴れているリリアージュは、どこか寂しそうに見える。絶対、いつもの笑え顔がおを取り戻してほしい。

　そしてふと、ティアラローズはリリアージュの手に──指先に注目する。長く伸びた爪つめは鋭するどくて恐おそろしいけれど、よく見ると指輪がはまっていた。

　それはリリアージュが普段ネックレスにして首から下げていた、リリアージュの星空の王の指輪だ。

　それを視界に捉とらえた瞬間、ティアラローズの持つ星空の王の指輪が淡あわく光った。

「もしかしたら、リリア様を助け出せるかもしれない」

　ティアラローズが持つ星空の王の指輪と、リリアージュが持つ星空の王の指輪は共鳴している。最初に出会ったときも、指輪がリリアージュの下まで導いてくれたのだ。

　リリアージュも、指輪の共鳴があったからこの場所を抜け出てティアラローズの下へと来ることが出来たと言っていた。

　きっとこの指輪なら、リリアージュを助けることが出来るだろう。

「ティアラ、さすがにこのままだとアクアスティードが保たない──って、お前、何を考えてる」

「……わたくしにしか、出来ないことを」

　リリアージュを攻撃する、キースはそう告げようとしたが……その言葉はティアラローズの真剣な瞳に吸い込まれるかのように吞み込まれ、発せられることはなかった。

　キースの横を通り過ぎて、ティアラローズはリリアージュの下へ行こうとする。

　真剣な様子のティアラローズに、キースは止めるのを戸惑う。しかし、それにすぐ反応を示したのはエリオットだ。

「ティアラローズ様、危険ですからお下がりください！　ティアラローズ様に何かあったら、アクアスティード様が悲しまれます」

「無理だ。ティアラは妙に頑がん固こなところがあるからな、この目は絶対に退ひかないぞ」

「ティアラローズの意志は固いみたいだ。キースが祝福を贈っただけのことはある」

　慌てるエリオットに、キースがくつくつと笑って無む駄だだと言う。それに納なつ得とくするように、クレイルまでもが好きにさせればいいと言う。

　オリヴィアは元から止めるつもりがなく、「まるでヒロインみたい」とどこか違う感想を抱いていた。




　──上う手まく出来るかどうかは、わからない。

　けれど、今のリリアージュを救えるのは自分だけ。ティアラローズは星空の王の指輪をじっと見つめて、その中心にある宝石へとそっと口づける。

「星空の王の指輪よ──リリアージュ様の持つ星空の王の指輪と線を繫ぎ、その溢れ出た力をわたくしに！」

　リリアージュが支え切れないほどの力ならば、一人ではなく二人で支えればいい。その手伝いをさせてくださいと、ティアラローズは指輪に祈る。

　すると、淡い光が宙を舞まって夜空のような空間を作り上げた。

　すぐその異変に気付いたアクアスティードが、入り口を見る。そしてティアラローズへ流れ込んでいく尋じん常じようではない魔ま力りよくの力を目まの当たりにし焦り、叫ぶ。

「ティアラ、何をしているんだ……！」

　何が起こるかわからないからやめろという、アクアスティードの悲痛な声。しかしティアラローズの決意は固い。静かに首を振り、決して止めることはしないのだと微笑む。

「わたくしは、アクアスティード殿下の妃です。とうに、一緒に国を背負い立つ覚悟をしております」

　もしここでこの身が力を受け入れきれず朽くち果はてるならば、それまでの人間なのだろう。

　けれど、悪役令嬢というポジションのティアラローズは勝算がある。大量の力を受け入れる器うつわがあるだろうと、キースも言っていた。

　それに、賭かける。

「ティアラ、ティアラローズ……」




「アクアスティード殿下も、リリアージュ様も、支え切ってみせましょう」




　そうしてティアラローズの中へと、一気に巨大な力が流れ込んだ。

　同時に、魔法を連発していたリリアージュの動きが止まる。ティアラローズに流れた力の分だけ、体が小さくなっていった。

『ガウ、ガルルゥ……ッ』

　リリアージュが苦しそうに叫ぶが、尖っていた角は徐じよ々じよに丸みをおび始める。

「……は、はぁっ」

「ティアラ！」

　慣れない魔力の熱にうなされるように、ティアラローズが倒れ込みそうになるのをアクアスティードが抱きとめ支える。

　汗あせを流して、けれど懸けん命めいに受け入れているティアラローズ。頼むから無茶だけはしないでと祈るように、アクアスティードはティアラローズを支え続ける。



















　次に変化が訪れたのは、フェレスだ。

　逆流していた力の流れが止まり、苦しそうだった表情に少し余よ裕ゆうが戻った。だるさが残る体を引きずるようにして、フェレスはリリアージュの下へ向かう。

『グルゥ……』

　震え鳴く、リリアージュの体へゆっくりと腕を伸ばす。フェレスはすべてを包つつみ込こむかのように、リリアージュを抱きしめて涙を流す。

　そして何度も、何度も、「ごめん」と謝罪の言葉を口にする。

「私はいつも、リリアに助けられてばかりだ……」

　フェレスの涙がリリアージュの頰に落ちると、その体がぴくりと震える。リリアージュの瞳がフェレスを映して、ゆっくりと微笑んだ。

「リリア」

　フェレスも笑顔を返すと、リリアージュは元の大きさまで戻った。それと同時に、ティアラローズへ流れていた力が止まった。




　二人が無事だったことにほっとして、ティアラローズは胸を撫でおろす。

　けれどそれ以上に、ティアラローズが無事だったことに対してアクアスティードが安あん堵どした。

「ティアラ、いきなり無茶をしないでくれ。本当に心臓が止まるかと思った」

「すみません。……でも、わたくしを信じて止めないでくれてありがとうございます。リリア様を救うことが出来て、よかった」

「ああ……」

　それに関しては、アクアスティードも同意だ。いや、ここにいる全員が、最善の結果になったことに安心しているだろう。

　ティアラローズは森の妖精王の指輪を手に入れ、アクアスティードたちはフェレスを元に戻すことが出来た。

　消えた星たちは空に戻り、マリンフォレストはまた平和で豊かな国へ戻るだろう。

　疲つかれてふらふらしているティアラローズを支えながらも、まだやるべきことは山積みだ。

　アクアスティードはこれからのことを考えるのだが……目の前の寄より添そって幸せそうな二人を見てしまっては、今はただ見守りたいと思ってしまう。

　フェレスとリリアージュが幸せでないのに、この国を幸せに出来ようか。

　国が幸せであるためには、自分も、国民も、誰もが幸せであることが条件だとアクアスティードは思う。

　そしてアクアスティードが幸せでいるためには、ティアラローズがいなければならない。

「アクア様？」

「ありがとう、ティアラ。私にも、この国にも、ティアラは必要不可欠らしい」

「ふふ、アクア様ったら」

　指を絡からめるようにして、アクアスティードがティアラローズの手を握る。けれど二人の視線は、幸せそうなフェレスとリリアージュに向けられたまま。




　えぐえぐと泣くリリアージュを撫で、フェレスは自分も泣きながら「泣かないで」と矛む盾じゆんめいたことを言う。

　その光景はどこか微笑ましくて、温かい。先ほどまであんなに暴れていた二人だとはとても思えない。きっとこれが、本来の二人の姿なのだろう。

『……フェレス、やっとフェレスの顔が見られました』

　もっとよく顔を見せてくださいと、リリアージュが懇こん願がんする。それはフェレスも同じようで、互いに見つめ合う。

「リリアの声を聞くのは、久しぶりだ」

『長い間、独ひとりにしてしまってごめんなさい……』

「それは私の台詞せりふだ。リリアを私の妃として、縛しばってしまったのだから。私がもっと強ければ、リリアにこれほど負担をかけることは──」

『それは言わないお約束、です』

　リリアージュのもふもふした小さな手が、『駄目ですよ』とフェレスの唇に触れる。

『たとえ朽ち果てることになろうとも、私はフェレスと一緒です』

「うん、うん……。ありがとう、リリア」

　静かに涙を流しながら、フェレスは優しくリリアージュに口づける。

「ともにいてくれて、ありがとう」

『はい』

「そしてどうか、これからもともにいて」

『もちろんです』

　二人の涙が混ざり合い、何かを祝福するかのように小さく輝いたのだった。
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　フェレスとリリアージュが安定を取とり戻もどし、ハッピーエンドまであと少し。

　ティアラローズたちが封ふう印いんされし王の間から王城へと戻ったときには、すでに日が落ちていた。




「……アクア様、星空が戻っています」

　ティアラローズは窓まで走り、星空を見上げた。

　今まで見たどの星空よりも美しいですと、アクアスティードたちに向けて微笑ほほえむ。すぐにアクアスティードとオリヴィアがやってきて、同じように空を見上げる。

「よかった。だが、ティアラにはもう一仕事してもらわなければいけない」

　大だい丈じよう夫ぶかと体調を気き遣づかうように言うアクアスティードに、ティアラローズは問題ないと頷うなずいてみせる。

「はい。すぐに準備いたします」

「すまないが、頼たのむ」

「わたくしもお手伝いします、ティアラローズ様」

「ありがとうございます、オリヴィア様」

　ティアラローズが正装へ着き替かえるため部屋に戻ろうとすると、オリヴィアが手伝いを申し出てくれたのでお願いする。

　執しつ事じであるレヴィもついて行こうとしたが、着き替がえだからとオリヴィアに留守番を命じられていた。

　エリオットも星空を確かく認にんして、安あん堵どする。

「私も準備を行ってきます。アクアスティード様も、早く着替えをしてくださいね」

「ああ、わかっている。そっちも頼む」

　これから、ティアラローズを主体とした豊ほう穣じようの祈いのりを行う。これによって、フェレスが不安定になり枯かれてしまった植物を復活させるのだ。

　昼間の演説と同様であまりにも急すぎているかもしれないが、遅おくらせていい理由は一つもない。

　一応国民に通達は行うが、あまり人は集まらないかもしれない。




　さて、着替えるか──そうアクアスティードが思い、動こうとしたところ、きょろきょろ周囲を見回しているフェレスが目に入った。

　力が安定したからと、リリアージュと一いつ緒しよに封印されし王の間から出てきたのだ。

　自分が国王だったときから、千五百年以上経たっているのだから興味深いだろうなと苦く笑しようする。

　幽ゆう霊れいだから人に見えないとはいえ、放っておくわけにはいかない。フェレスに一緒に行こうと声をかけようとして、ふと違い和わ感かんを覚えた。

「……ん？」

　オリヴィアに留守番をするよう言われたレヴィが、じぃっとフェレスを見ていた。見えないはずなのに、だ。

　どういうことだと、アクアスティードは首を傾かしげる。

「レヴィ、何を見ているんだ？」

「フェレス殿でん下かを。想像していたよりも、初代国王というものは自由奔ほん放ぽうなのですね」

「見えるのか？」

「はい、ばっちりにございます」

　自分か、妖よう精せい王に触ふれていなければ見えないんじゃなかったのかと、アクアスティードは頭を抱かかえる。が、初代国王の肖しよう像ぞう画がはないのでフェレスが初代国王だと誰だれかに勘かん繰ぐられるようなことはない。

　強しいて問題があるとすれば、顔がアクアスティードにそっくりという点くらいだろうか。

　レヴィが言うには、怪かい物ぶつになったリリアージュが正気を取り戻したあたりから姿が見えるようになったのだという。

　間ま違ちがいなく、ティアラローズが力を受け入れたことと腕うで輪わが関係しているのだろう。幽霊の上に、強い魔ま力りよくが安定したのだ。確かに、姿も見えるようになるだろう。

「私のことが見えるのか。力が安定したし、リリアもいるし、私ってば絶好調だね」

「…………」

　あははと笑うフェレスは、本来はこんな明るい性格だったらしい。

　もふもふのリリアージュを抱だきしめながら、「マリンフォレストも変わったねぇ～」なんて言っている。

『わたしたちが暮らしていたときから、ずいぶん長い時間が経っていますからね。なんといっても、食べ物、とくにお菓か子しがとーっても美お味いしいんですよ！　フェレスにも食べてもらいたいです』

「食が？　いいね、楽しみだ」

　はしゃぐ二人を見て、幽霊は食事を出来るのだろうかとアクアスティードはぼんやり考えるのだった。
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　待機していたフィリーネに手伝ってもらいながら、ティアラローズはオリヴィアと一緒に入浴を済ませ正装へと身を包んだ。

　いつものように可か愛わいらしいドレスではなく、荘そう厳ごんさのあるローウエストシルエットのドレスだ。

　上質な純白の生き地じに、金色の細い糸で丁てい寧ねいに刺し繡しゆうが施ほどこされている。シンプルなレースが、ティアラローズの存在を引き立たせた。

　そして、場所は日中にアクアスティードが演説をしたのと同じ場所。

　もっと国民を待たせてしまうかもしれないと思ったが、着替えや告知などの準備を最速で終わらせることが出来て安堵する。




「ティアラ」

「アクア様！」

　出で迎むかえてくれたのは、同じように正装したアクアスティードだ。すぐにティアラローズの手を取り、エスコートする。

　広場に面するバルコニーに続く部屋には、アクアスティードのほかにも国王と王おう妃ひがいる。フェレスとリリアージュは、アクアスティードの部屋にいるため、ここにはいない。

「二人とも、よくやってくれた。自分の息子むすこがここまで立派になってくれるとはな。私がそれを成し得なかったことは悔くやしいが、それ以上に嬉うれしさで空も飛べてしまいそうだ」

「父上……」

「さあ、国民が待っている。二人とも、早く顔を見せてあげなさい」

　ソティリスがそう言い、二人の背中を押おす。

「ありがとう」

　感謝の言葉を口にしたソティリスは、とても満足そうに微笑む。そして、国民から歓かん声せいで迎えられる二人の我わが子こを愛いとおしく見つめるのだった。




　バルコニーに出ると、わああああぁぁという国民の声。

　もう夜も遅おそい時間だというのに、広場には昼間以上の人が集まってくれていた。

　ティアラローズとアクアスティードを信じ、何かあればすぐに駆かけ付つけられるようにしようと誰もが考えていたのだ。

　数日、長ければ数ヶ月、もっと待たされるのではないだろうか。そんな国民たちの不安はこの一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とばされた。

　まさかこんなにも早く、再び二人の姿を見ることが出来るなんて。

　ティアラローズとアクアスティードが手を振ふると、その声はさらに大きくなって空気を震ふるわせる。

「この遅い時間に、集まっていただき感謝する」

　空の妖精王の指輪を使い、アクアスティードが言葉を発した。

　すると、誰もがその声を聞きき逃のがすまいと口を閉じて、耳を澄すます。そしてこれから何が報告されるのだろうかと、胸を高鳴らせる。

　もちろん、国民たちは夜空に星が戻っていることを知っているから、そのことだろうと思っている。




　けれど、これから行われるのはそれ以上の奇き跡せきだ。




「私が何かを告げるよりも、実際の光景を見た方が早いだろう。……ティアラローズ」

「はい。アクアスティード殿下」

　純白の正装を纏まとったティアラローズはまるで女め神がみのようだ。国民たちは息を吞のみ、いったいこれから何が行われるのだろうかとそわそわする。

　報告であれば、王太子のアクアスティードでいい。けれど、前へと出たのは妃きさきであるティアラローズ。

　この国で唯ゆい一いつ、森の妖精とそれを統すべる王に祝福されている女性。

　何もないわけがないと、集まった人々は多大な期待をよせる。しかし、ティアラローズはこれから、その想像をゆうに超こえることをいとも簡単に行ってしまうのだ。

　ティアラローズは何も言葉を発さずに、祈るように手を組んでそっと目を閉じた。

　すると、淡あわい光がティアラローズを包つつみ込こんでいく。その発生源は、彼かの女じよのはめている森の妖精王の指輪だ。

「これは……いったい何が起こっているんだ？」

「ティアラローズ様は、女神だったのか!?」

　ざわめく声が、国民たちの中心からふくらんでくる。

　光は次し第だいに大きさを増す。まるで世界の中心にそびえ立つ塔とうのようで、とても神秘的だ。どこまでも伸のびていく光の先が見えなくなり、しばらくしてからその奇跡は起きた。

　ティアラローズから発せられた光が、まるで生命の誕生とでもいうかのように、遙はるか高い空からこの地上へと降ふり注そそいできたのだ。

　最初に声をあげたのは、誰だったろうか。

「光の触れた場所から、芽が生えたぞ!!」

「綺き麗れいな光、すごい……っ！」

「奇跡だ。森の妖精王に祝福されていると、こんなことも出来るのか!?」

　同時に、枯れた植物はその力を取り戻して新しいつぼみをつけた。世界が再生する力に、誰もが釘くぎ付づけになる。

　それは、一緒にいるアクアスティードもだ。

「森の妖精王の指輪には、これほどの力があるのか」

　空の妖精王よりも、海の妖精王よりも、よほどすごいではないかとアクアスティードが声をもらす。

　草木が芽め吹ぶく広場を見ながら、国に、ティアラローズに、よりいっそうの愛おしさが込こみ上あげる。

「ありがとう、ティアラ」

「アクア様。……いいえ、わたくしは当然のことをしただけです。何よりも、わたくしに居場所をくれたアクア様とこの国に、恩返しをしたかった……」

「恩？　私がティアラを愛して求きゆう婚こんしたのだから、そんなものはないよ」

　アクアスティードの指先が、そっとティアラローズの手に触れる。そして、その甲こうに口づけをおくる。

「あ、アクア様……みんなが見ています」

　だから恥はずかしいですと、ティアラローズが訴うつたえるが──その言葉は受け入れられない。

「私にも、ティアラの祝福を頂ちよう戴だい」

「──っ！」

　そう言って、アクアスティードはティアラローズへと口づける。

　ティアラローズの祝福なんてないのだから、なんて都合のいい台詞せりふを言うのだろうか。しかし、アクアスティードの唇くちびるはとても優やさしくて、温かい。

　気付けば、ティアラローズは口づけを受け入れていた。



















「うわぁ、お熱いねぇ～」

『フェレス、からかうようなことを言ってはいけませんよ』

「そうだね、私にはリリアがいるからね」

『……もう』

　ティアラローズとアクアスティードのいるバルコニーが見える、大きな一本の樹き。

　その太い枝で、フェレスとリリアージュ、キース、クレイルが腰こしを落ち着けて二人を見守っていた。

　自分の子孫が立派に務めを果たしているのを見て、フェレスは嬉しそうに笑う。

「ひとまずは、これでひと段落か」

「だな。リリアも落ち着いてはいるし、しばらくは保もつんだろ？」

『ティアラが、かなりの量の力を引き受けてくれましたから。当分は保つと思います』

　クレイルの言葉にキースが同意して、リリアージュも頷く。明確な年数はわからないけれど、数百年単位で保つと考えていいだろう。

　それにしてもと、クレイルがフェレスとリリアージュに視線を向ける。

「地下から出てきてどうするつもり。私は二人の面めん倒どうを見る気なんてないよ？」

「そういやそうだな。まさか、地下から出てくるなんてな。封印されてたリリアも自由になっちまったし、これからどうするつもりだ？」

　王城にはフェレスの居場所はないし、自分は面倒事に関わるつもりはないとクレイルが告げる。キースは純じゆん粋すいにどうするのかと問いかけた。

　フェレスは「ケチだなぁ」と笑って、二人に告げる。

「別に、二人の世話になるつもりはないさ。私はリリアと二人で、マリンフォレストを旅しようと思っているんだ。私たちが造ったこの国がどうなっているのか……見たいんだ」

「そっか。なら、止めはしない。けど、異変を感じたらすぐ俺おれたちに連れん絡らくしろよ」

「もちろん」

　あまり国を見ることなく死んだフェレスは、マリンフォレストが気になって仕方がないのだ。

　リリアージュと二人で、美味しいものをたくさん食べるのもいいだろう。

　金銭面は、どうとでもなる。フェレスしか把は握あくしていない財宝の隠かくし部屋があるし、いざとなれば働くことを経験するのも楽しいだろう。

　楽しそうな様子のフェレスに、キースとクレイルはため息をつきつつも頰ほおを緩ゆるめる。

「お？　指輪の力の披ひ露ろうも終わって、何か始めるみたいだぞ」

「ああ、あのことかな」

「なんでクレイルだけ知ってるんだよ」

「私の武器は情報だからね、これくらいはたやすい」

　何をするかわからないキースは、不ふ貞て腐くされながら視線をティアラローズたちに向ける。フェレスとリリアージュも内容は知らないようで、そわそわしながら様子を窺うかがっている。

　そして、アクアスティードの声が周囲に響ひびく。

「今日この日を、マリンフォレストが再生した祝いの日に定めることにした。毎年、国をあげての祭りを行おうと思う」

　アクアスティードが告げると、どっと国民が盛り上がりを見せる。

「ティアラローズ考案の、スイーツ大会を開かい催さいする。もちろん、今年からだ。参加資格は設けない。個人、もしくは三人までのチームでのエントリーを予定しているので、奮ふるって参加してほしい」

　続けて、詳しよう細さいは街の各地に掲けい示じを行い、開催は一ヶ月後だということが告げられた。

『お菓子は、とっても美味しいですよね。わたし、ティアラローズに食べさせてもらってから大好きなんです。楽しみです』

　リリアージュが手を叩たたいてはしゃぐと、フェレスがにやりと笑う。そのままキースとクレイルの背後に回って、首に腕うでを回してがっしりと摑つかんだ。

「よーし、私たちもそのお菓子大会に参加しよう！」

「はあああぁぁ!?」

「なんでそんなことを……」

　三人チームだねと、それはそれはフェレスが爽さわやかに笑ったのだった。
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　マリンフォレストの夜空に星が戻り、一ヶ月。

　着実に準備が進み、あっという間にスイーツ大会が開催される前日がやってきた。





　スイーツ大会概がい要よう

・参加するにあたり、身分や年ねん齢れいを含ふくめた制限は一いつ切さい行わない。

　ただし、出場者が十組以上の場合は予選を行う。

・個人、または三人以下のチームでの参加とする。

・出場者は大会で使用する材料に限り、支給を受けられる

・審しん査さ員いんは、来場した観客の先着五十名とする。

　特別審査員もいるが、特別賞の審査のみを行う。

・選ばれたスイーツには、勲くん章しようが贈おくられ、王室御ご用よう達たしとして認にん可かされる。






　いたってシンプルな概要が、マリンフォレストの各地へと掲示された。それと同時に、あっという間に国をあげてのお祭りモードとなる。

　参加締しめ切きりまでそれほど余よ裕ゆうがなかったため、数十組集まればいい方だろうかと考えていた。しかしティアラローズたちの予想を上回る応おう募ぼ者しやが集まり、予選が開催された。

　予選はそれぞれの街や村で行われて、最終的な出場組数は九組。

　そのほとんどが飲食店を経営している市民たちで、大いに盛り上がりそうだとティアラローズは今から楽しみにしている。

　そして、ティアラローズはゲスト枠わくで出場する。

　審査対象ではないが、たくさんの人にお菓子を知って好きになってもらいたいというのが参加の理由。もちろん、お祭りを楽しみたいという気持ちも大きい。

　ティアラローズチームのメンバーは、ティアラローズ、アカリ、オリヴィアの三人だ。




　落ち着いた応接室の中。

　スイーツ大会が楽しみすぎるとはしゃぐアカリの声と、それに賛同するティアラローズ。

　そんな二人をにこにこと見つめているのは、ラピスラズリ王国の第二王子シリウス。

　その隣となりでは、アクアスティードとハルトナイツが疲つかれた様子で紅茶を飲んでいる。アクアスティードはスイーツ大会の準備、ハルトナイツは道中の移動疲れだ。

　元気なのはアカリとシリウスくらいだろう。

「まさか、新しん婚こん旅行と称しようしてマリンフォレストに来るとは思わなかった」

　アクアスティードは、若じやつ干かん呆あきれたようにハルトナイツを見る。すると、「私だってそうだ」と肩かたをすくめられた。

　今回、アカリとハルトナイツは新婚旅行という名目でマリンフォレストへと来ていた。でなければ、急きゆう遽きよ祭りが行われるマリンフォレストへ駆けつけることは難しかった。

「アカリがどうしてもマリンフォレストがいいと言ったからな。それに、シリウスもそろそろ外交を覚えないといけないから、連れてきた」

「そうか」

「マリンフォレストで王族主しゆ催さいの大おお掛がかりな祭りをするのならば、うってつけだろう」

　ラピスラズリ王国の次期国王となるのだから、確かにとアクアスティードは頷く。来らい賓ひんがあれば、祭りもよりいっそう盛り上がるというもの。

　祭りの後は、シリウスが一人で帰国し、アカリとハルトナイツはしばらくマリンフォレストを観光するらしい。




「スイーツ大会の本番は明日ですね。ティアラ様、何を作るか決まっているんですか？」

「ええ、レシピを用意したの」

「なら、あとで作戦会議をしないといけませんね！」

　ティアラローズの特製レシピとあれば、かなり期待が出来るとアカリが声を弾はずませる。

　先ほどマリンフォレストの王城に着いたばかりで、飛び入り参加を志願したとは思えないほどの張り切りようだ。

　その様子を見ながら、シリウスが「私もチームに入れてほしかったです」と肩を落とす。けれど、制限は三人以下のチームなので仕方がない。

「そういえば、予選はどうしたんですか？」

「わたくしたちはゲスト枠なので、審査の対象外なんですよ」

「あ、そうなんですか？　残念。優勝したかったのに！」

　ティアラローズが答えると、アカリはショックを受けたようだ。熱いチーム戦を想像していたらしいアカリはがっくりして、項うな垂だれる。




　そんな女性たちの姿を見て、元気だなぁと思うアクアスティードとハルトナイツだった。
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　翌日、無事にスイーツ大会が開催された。

　ティアラローズたちは今日のためにパティシエの服を用意し、外見も中身もやる気に満みち溢あふれている。

　ゲスト枠の一つ目は、ティアラローズ、アカリ、オリヴィア。

　ゲスト枠の二つ目は、国こく賓ひんとして飛び入り参加したハルトナイツとシリウス。

　そのほかは、一いつ般ぱんからの参加だ。

　加えて、自分のシェフを連れてくる令れい嬢じようや、パフォーマンスなのか仮面をつけた料理人の姿もあった。

　いつのまにか予選を突とつ破ぱしていたフェレス、キース、クレイルのチームもいる。

「わぁ、盛り上がってますね！　今から楽しみ!!」

　はしゃぐアカリは、仮面の男を見て「仮装もよかったですねぇ」なんて言っている。さすがにそれは恥ずかしいので、ティアラローズとしては遠えん慮りよしたい。

　さっそく広場に設置された調理スペースへ向かう。それにティアラローズたちも続き、参加者全員が配置に着いた。

　それを確認し、司会を担当する男性が高らかに宣言する。




『それでは、第一回スイーツ大会──スタートです！』




　パァンと、花火のように魔ま法ほうが撃ち出されて開会の合図になった。

　広場の周囲にはたくさんの観客がいて、いったいどんなお菓子が出来上がるのだろうかと楽しみにしている。

「よーっし、頑がん張ばりましょう！　アカリ様、オリヴィア様！」

「そうだ、円えん陣じんを組みませんか？」

「いいですね、チームって感じで！」

　気合いを入れるティアラローズに、オリヴィアが円陣を提案してアカリがそれに乗っかった。三人で輪になって、視線を交かわし合って頷く。

　ティアラローズが何か言った方がいいのかと考えるより先に、アカリが深く息を吸すい込こんだ。

「誰にも負けないぞおおおぉぉっ！」

「お、おー……？」

「はぁ、ラピスラズリの指輪のヒロインと悪役令嬢のタッグ……興こう奮ふんしますっ」

　かなり気合の入ったアカリの叫さけび声ごえに、ティアラローズはびくりと肩を震わせる。けれど、ゲスト枠なので負けも何もないんだけど……と、心の中で苦笑する。

　そして円陣に参加したオリヴィアは、この二人とチームという組み合わせに悶もだえていた。

「じゃ、さっそく取りかかりましょう！　私たちが作るのは、ホールケーキと装そう飾しよく用ようの飴あめ細ざい工くね！」

「わたくしとティアラローズ様がケーキ部分を担当して、アカリ様が飴細工の担当ですわね」

　審査員は、スイーツ大会に集まった観客のうち先着で五十人が行う。

　そのため、作るお菓子もその分用意する必要がある。各自で役割分担を行い、スムーズに作業を行っていくことも参加者には重要になるのだ。

　アカリは飴を魔法で溶とかし、自由自在に形作ってパフォーマンスも行ってみせた。

　それを見た観客たちから盛せい大だいな拍はく手しゆが起こり、調子をよくして大量の飴細工をどんどん仕上げていく。

「アカリ様、すごい……」

　かなり豪ごう華かな細工ケーキが出来上がりそうだと、ティアラローズは苦笑した。




『各チーム、どんどんお菓子を作り進めていっていますね。ここで、特別審査員を紹しよう介かいしましょう！』

　開始からしばらくして、司会が特別審査員席へ行き紹介が始まる。

『ソティリス陛へい下かにラヴィーナ王妃です。両陛下に食べていただけるのは、とても名めい誉よなことです！　そして、我が王城の料理長と副料理長。それから、ティアラローズ様のご友人であるリリアージュ様です!!』

　司会者の最後の言葉に、思わずティアラローズは噴ふき出だす。

「な、なんでリリア様が特別審査員になっているの!?　しかも、わたくしの友人として紹介されてるじゃない……！」

『いやぁ、さすがはティアラローズ様のご友人。とても愛らしいお姿です。見たことのない動物なので、もしかしたら妖精に近い存在なのかもしれませんね！』

　司会は慌あわてるティアラローズに全く気付かずに、リリアージュを紹介している。そんな様子を見たフェレスが、くすりと笑って「大丈夫だよ」と言う。

「え？」

　声のする方を見ると、隣りん接せつブースがフェレスチームの調理台だった。

「私とリリアはマリンフォレストを見て回ると決めたからね。ティアラローズの友人という肩かた書がきがあれば、変わった見た目のリリアもすんなり受け入れてもらえるだろう？」

　だからこの機会にお披ひ露ろ目めをしたのだと、フェレスは告げる。確かに、今後のことを考えるとその判断は正しいだろう。

「とはいえ、本人はティアラローズのことを娘むすめのように思っているみたいだけどね」

　くすりと笑い、けれどフェレスは「どっちかっていうと、リリアの方がお世話されて娘みたいだけど」と楽しそうにしている。

「そんなこと……恐おそれ多おおいです。もちろん、リリア様に大切にしていただけているのはとても嬉しいですが」

「ティアラローズに仲良くしてもらえて、私も嬉しいよ。リリアには、ずっと寂さびしい思いをさせてしまったからね」

「フェレス殿下……」

　だからぜひお願いするよと、フェレスに直じき々じきに頼まれる。

「そう言っていただけて、光栄です。わたくしも、ずっとリリア様と仲良くしていきたいですから」

「フェレス様、私もいますから忘れないでくださいね！」

「ああ、聖なる祈りを持つ乙女おとめか。腕輪の穢けがれを落としてくれたとリリアから聞いたんだ。ありがとう」

　アカリが手を上げて名乗り出ると、フェレスが微笑んで礼を言う。そしてオリヴィアにも視線を向けて、三人によろしくと言った。

「おいこらフェレス、いつまで喋しやべってるんだ。こっちの菓子をどうにかしろ」

「──キース。せっかくリリアのことを話していたのに……でも、確かに作らないと五時間の制限時間を過ぎちゃうね」

　互たがいに調理を再開しようと告げ、ティアラローズとフェレスはそれぞれ調理に戻った。

　そしてすぐに動き出す、ティアラローズの手。お菓子を作るために存在しているような動きに、フェレスは感かん嘆たんする。

「女性チームはすごいな……私たちも、負けてはいられないね」

「んなら、とっとと手を動かせ。リリアが食べたいって言ってたカップケーキを作るんだろ？　てか、フェレス。お前本当に菓子なんて作れるのかよ」

「ん、きっと大丈夫」

「…………」

　にこりと微笑み、なんとかなると思うと告げたフェレスに、キースとクレイルはため息をつくのだった。




「ちょっと、兄様……不器用すぎです」

「くそ、こんなはずじゃ……」
















　ハルトナイツとシリウスのチームは、あまりの手て際ぎわの悪さで観客をハラハラさせていた。

　一般市民だったら観客も気軽に応おう援えん出来ただろうが、二人は隣りん国ごくラピスラズリの王族で来賓。何かあってはいけない。

　結果、静かに見守る……という構図が出来上がったのだ。

「ああっ、また潰つぶれてしまった……」

　力加減が上う手まくいかないためか、ハルトナイツの手の中にあるものが潰れてしまう。鮮あざやかなピンク色のそれは、マカロンになりそこねたマカロンもどきだろう。

　マカロンの土台となるメレンゲ部分は、そんなに焦こげることなく……そこそこ綺麗に出来上がった。ガナッシュもまろやかな出来になり、シリウスが味見をしたらとても美味しかった。

　なので、ハルトナイツとシリウスは問題なくマカロンが出来上がると思っていた──のだが、最後の最後、ガナッシュをメレンゲで挟はさむという一番簡単とも言える工程でハルトナイツが不器用さを発揮してしまった。

　指の力が強すぎて、潰れたマカロンが多数。

「……菓子を作るのは初めてなんだから、仕方がないだろう。というかシリウス、お前器用だったんだな」

「兄さまに比べたら、誰でも器用な部類に入りますよ」

　潰れたマカロンを持つハルトナイツを尻しり目めに、シリウスは綺麗なマカロンを作りあげていく。

「初めてマリンフォレストへ来たのですから、酷ひどい姿は見せられません。……それに、このマカロンはティアラ姉様に食べていただくんです」

　そう言ったシリウスは、なかでも一ひと際きわ上手く出来上がったマカロン三つを別に包んだ。

「お前は本当にティアラが好きだな……」

　嬉しそうにしているシリウスを横目に、ハルトナイツはマカロンを潰す──ではなく、作る作業に戻るのだった。




「ねぇねぇ、ティアラ様、オリヴィア様」

「アカリ様、どうかしましたか？」

　飴細工を作り終わったアカリが、ある一点に目を向けてそこを見るように促うながした。ケーキのデコレーションに集中しているティアラローズの代わりに、オリヴィアが返事をする。

　アカリが示した場所は、個人で出場した選手がもくもくと作業をしていた。

　その手際はとても鮮やかで、デニッシュ生地の上に生クリームを敷しき詰つめ、フルーツや国花であるティアラローズの花を飾かざっている。

　思わず「美味しそう」と呟つぶやくオリヴィアだが、すぐに言葉を失う。

　一人の男性が、仮面を付けたまま調理をしていたからだ。仮面は開会時のパフォーマンスだろうか？　なんて思っていたが、どうやらそうではなかったらしい。

　素す顔がおを晒さらしたくないのかもしれないが、黒い仮面はひどく目立つ。

「いったい何者かしら？　戦せん鬼きのような仮面に似合わず、作ってるデニッシュケーキはすっごく美味しそうなの」

「美味しそうなのは完全に同意です。……でも、あんな仮面はゲームに出てこなかったですし、特に重要な人物ではないのでは？」

　メインキャラクターやサブに位置する名前のあるキャラクターではないだろうと、オリヴィアが結論付ける。名もなきモブであれば、オリヴィアはあまり興味を持たない。

　もしこれが、ほかの攻こう略りやく対象のキャラクターであれば一気にテンションがマックスになってしまうけれど。

「まぁ、確かに重要人物じゃなさそうですね。でも、あれが朝食に出たら一日幸せに過ごせそうかも」

「確かに、それはありますね。もしどこかで店を構えているのであれば、そのうち市場にも出回ると思います」

　楽しみだとアカリがオリヴィアと話していると、「二人とも～」というティアラローズの声。

「手が空あいているなら手伝ってくださいませ！　たくさんの方に食べていただけるように、可能な限りケーキを作りますよ。アカリ様はスポンジにクリームを塗ぬってください。わたくしは、クリームでデコレーションをします。オリヴィア様は、アカリ様の作った飴細工を飾って、チョコレートで作ったリボンを巻いて完成させてください」

　ティアラローズが、今はほかの参加者に構っている場合じゃないと指示を出す。いつもはおっとりしているのに、今はとても生き生きとしながらスイーツを作っている。

「仮面の怪あやしい男が、すっごーく美味しそうなデニッシュケーキを作ってて気になったんですよ」

「え？」

　アカリの言葉を聞き、ティアラローズも視線を仮面の男へと向ける。そしてすぐ、その丁寧な仕事と美味しそうなデニッシュケーキに目を奪うばわれた。

　──なにあれ、すごい！

「この国には、まだデニッシュケーキなんてないのに。もしかして、あの仮面の人が考えたのかしら？　だとしたら、これはスイーツ界の革命にならないかしら!?」

「え？　そこまでは、よくわからないですけど……」

　仮面の男に釘付けになったティアラローズは、すごいすごいと褒ほめたたえる。そして、オリヴィアはティアラローズの作業している手が止まってしまったことに気付く。

「ティアラローズ様、アカリ様、早くしないと時間になってしまいますわ！」

「あ、そうでした！　二人とも、頑張って仕上げましょう！」

「おー！」




　三人で五個のホールケーキを作り上げたところで、制限時間を知らす鐘かねが鳴った。







　作業終しゆう了りようを伝える鐘の音を合図に、各チームが一いつ斉せいにお菓子を広場の台の上に置いた。

　それを確認し、司会の男性が今か今かと待ちわびている審査員たちに声をかける。

『さぁ、どれも美味しそうなお菓子ばかりです。これを審査するのは、入場の際に花を受け取った五十名の方です！　試食して、一番気に入ったお菓子を作ったチームに花を渡わたしてください。この花を一番多く獲かく得とくしたチームが優勝となります！』

　参加者たちの視線が、審査員の持つ小さな花へ向けられる。

『優勝した暁あかつきには、告知していた通り勲章が贈られ、王室御用達として認可されます』

　司会がそう告げた途と端たん、わぁっと歓声が沸わき上あがる。

　王室御用達とは、そう簡単に取得出来る称しよう号ごうではない。得るためには、とてつもない努力が必要になる。ゆえに、参加者の興奮もひとしきりだ。

『そして、優勝のほかに特別審査員賞もあります！　これは、両陛下、料理長と副料理長、リリアージュ様が一つのチームに与あたえる賞です。王族主催の夜会に、選ばれたお菓子がデザートとして並ぶことになります！』

　特別賞にも、わぁっと声があがる。

　どちらに選ばれても大変名誉なことで、飲食店を経営している者は喉のどから手が出るほどほしい権利だろう。

　それに加え、賞金や装飾品などの副賞も用意されている。




　こうして、審査が始まった。

　審査員となった者たちがお菓子の下まで駆け寄ると、たくさんあったお菓子がみるみるうちになくなっていく。

　誰もが「美う味まい！」と言いながら、どれが好みのお菓子かと会話に花を咲さかせている。

「スイーツで輪が広がるのはいいことね」

　ティアラローズが幸せそうにお菓子を食べる人たちを見て、微笑む。

　しかし同時に、どこか悔しそうにもしている。理由は簡単だ。作り手として参加したため、お菓子をたくさん食べられる審査員として参加をすることが出来なかったのだ。

　失敗したかしらと頰に手を当てながら、誰にも聞こえないように呟くのだった。
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　特別審査員を務める国王ソティリスたちの前には、すべてのお菓子が並べられた。それはどれも美味しそうで、色鮮やかだ。

　すぐにでも食べたい衝しよう動どうをどうにか抑おさえながら、まずは見た目を審査する。

「どれも素す晴ばらしく、審査がとても難しいな。この中で目を引くものといえば、やはりティアラローズたちのチームだろうか？　とても見事な飴細工だ」

「ええ、本当に。妃としての教養だけではなく、お菓子まで作れるのですからすごいものです。ティアラローズのおかげで、この国のデザート事情はとても豊かになりましたね」

「そうじゃな。ゲスト枠なのがもったいないくらいだ」

　そのほかには、細かく削けずったチョコをあしらったケーキや、国花に見立てたマドレーヌも高評価となった。そして、実食へと移る。

「おや、これは蜂はち蜜みつのカップケーキですか。自然な甘あま味みがほどよく、男でも食べやすく作ってあります」

　料理長が褒めた蜂蜜カップケーキは、街で人気の蜂蜜カフェ『フラワーハニー』の店主が作ったものだ。

　蜂蜜は流通が少なく高級品だったのだが、ティアラローズの花を蜂はちが好み、たくさんの蜜みつを採取出来るようになった。

　そのため、貴族ではなく庶しよ民みんにも手が出しやすくなってきている。

　カップケーキをべた褒めしていると、ふと、料理長の目に焦げたカップケーキが映る。

　制限時間があることや、観客に緊きん張ちようし、焼き加減の調節が上手く出来なかったのだろうかと首を傾げながらも手に取る。

　遠目からでもわかった通り、焼きすぎだ。カリカリを通とおり越こして固く焦げていて、とてもではないが食べたいと思える出来ではなかった。

「とはいえ、審査だから食べないといけませんね……」

　観念したように、料理長が口を開け食べようとするが……それを『きゅっ！』と鳴き声を出してリリアージュが制す。

「ええと、ティアラローズ様のご友人のリリアージュ様。どうされましたか？　あまり焦げているところを食べると、体によくないと思います」

　料理長は焦げたカップケーキではなく、蜂蜜カップケーキをリリアージュに差し出す。けれど首を振り、リリアージュは焦げたカップケーキがほしいのだと主張する。

　さすがにこれを渡すのはと思い、料理長はこの焦げたカップケーキを作ったチームを確認する。そこには、フェレス、キース、クレイルの名前が記き載さいされていた。

　それを聞き、ソティリスが「なるほど」と声をあげる。

「それは、森の妖精王キース様だ。まさか、この催もよおしに参加してくださっているとはな」

「な、なんと！　そのようなことが……っ!!」

　ソティリスはティアラローズとアクアスティードの結けつ婚こん式しきなどでもキースの姿を見ている。そのため、すぐに妖精王が作ったカップケーキだということがわかった。

　料理長が焦げたカップケーキを見つめ、これが妖精王の作る菓子なのかと震えている。

「妖精王の作ったケーキだから、リリアージュ様も望まれたのかもしれませんね」

　カップケーキをリリアージュの前に置くと、嬉しそうに微笑みぱくりと口に含み──一瞬で顔をしかめた。見た目にたがわず、焦げて固く美味しくはなかったようだ。

「…………なるほど」

　リリアージュの様子を見るも、審査のためだと料理長も続いてカップケーキにかぶりつく。瞬しゆん間かん、じわりとした苦みが口の中に広がった。確かにこれは不ま味ずい。どうにか咀そ嚼しやくして、食べるのはやめておけと首を振った。

　しかしふと、料理長は体が温かくなるのを感じた。

「？　これは、もしや……」

「どうかしたのか？」

「陛下……。はい。どうやら、ごくわずかではありますが、このカップケーキには魔力の回復を促そく進しんする効果があるようです」

「なんと！　妖精王は、このようにすごいものを簡単に作ってしまうのだな」

　味はともかくとして、その効力はさすが妖精王といったところだろうか。

　料理長はその感動の勢いに任せ、不味いカップケーキをすべて食べてしまった。

　そして次に、ハルトナイツとシリウスが作ったマカロンだ。リリアージュは美味しそうに食べ、ソティリスとラヴィーナも軽く平らげる。

　しかし、特に新しい工く夫ふうがされているマカロンではないため、評価はあまり高くはない。

「次はティアラローズのケーキね。飴細工で大きな薔ば薇らを作っていて、とても美しいわ」

　ラヴィーナが声を弾ませて、うっとりとティアラローズたちのケーキを見つめる。きらきら輝かがやく飴細工に、生クリームとチョコレートリボンのデコレーション。

　まさに、芸術と言ってもいいだろう。

「食べるのがもったいないわね。けれど、食べないと傷いたんでしまう。食べ物に対してこんな感想を抱いたのは、初めてです」

　おそるおそるケーキにフォークを入れて、ラヴィーナはゆっくりとスポンジ、生クリーム、チョコレート部分を口に含む。

　スポンジは生クリームとチョコレートで層を作っており、それだけでもとろけるように美味しい。

「……はぁ、とても美味しいです」

「ああ、これは美う味まい。とても丁寧で、上品な味だ」

　舌した鼓つづみを打ちながら、ソティリスたちはすべてのお菓子を試食し終える。次はどのチームを特別賞にするかの話し合いが行われた。
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　──はぁ、わたくしも審査をしたかった。

　審査員たちが美味しそうにスイーツを食べ、気に入ったチームに花を置いていくのをティアラローズはじっと眺ながめていた。

　そして同時に、来年は審査員になって美味しいスイーツをたくさん食べようと心に誓ちかう。

「ティアラローズ様」

　自分のスペースを抜ぬけ出だして、シリウスがティアラローズの下へとやってきた。

　ここにはオリヴィアやほかの人間も多いので、約束していた通り姉ではなくきちんと〝様〟を付けて呼んでいる。

「シリウス殿下。お菓子作り、お疲れ様です。どうでしたか？」

　ハルトナイツと二人で参加したシリウスは、「兄が不器用で困りました」と茶目っ気を含んで笑ってみせる。

「ハルトナイツ様ってば、不器用だったんですね」

　シリウスの言葉を聞いて、アカリがくすくすと笑う。その横では、オリヴィアがハルトナイツは不器用と恥ずかしいメモを取っている。

　二人でマカロンを作ったけれど、ハルトナイツが大半のマカロンを潰してしまったのは事実だ。

「けれど、普ふ段だん何気なく食べているものを自分で作ってみるのは楽しいですね。……実は、ティアラローズ様に、私が作ったマカロンを食べてほしくてもってきたんです」

「シリウス殿下の作ったマカロンをですか？　ありがとうございます、とっても美味しそう。形も綺麗だし、作るのはかなり大変だったでしょう？」

　綺麗にラッピングされたマカロンを見て、ティアラローズは表情をほころばせる。誰かが自分のためにお菓子を作ってくれるのは、どんなものでも嬉しいものだ。

「最初は少し失敗しましたが、慣れればどうにか」

「シリウス殿下は、とても器用なんですね」

　ティアラローズがシリウスの言葉に感心していると、審査が終わったらしく司会の声が広場に響く。

『これにて審査終了です！　集計に入りますので、少々お待ちください～！』

「結構接戦じゃないですかね？　あぁ、私たちがゲストじゃなくて参加者だったら優勝間違いなしだったのに！」

　アカリが各チームの獲得した花を見て、羨うらやましそうに声をあげる。

　ゲスト枠なので花をもらうことはなかったが、ティアラローズたちのケーキも審査員たちに振ふる舞まわれている。笑え顔がおで美味しそうに食べてもらえたことが、とても嬉しかった。

「そろそろ結果が出そうね。……シリウス殿下、一度ご自分の調理スペースにお戻りになった方がいいですよ。ハルトナイツ殿下も、心配されているでしょうし」

「結果発表ですから、仕方がないですね。本当はもう少し、ティアラローズ様と一緒にいたかったんですが……」

　少し寂しそうにするシリウスが可愛くて、こんな弟がいたらよかったのにと、ティアラローズは思う。手を振りながら、シリウスを見送った。




　シリウスの姿が見えなくなってから、オリヴィアが「可愛いですわね」と口を開く。

「ゲームではほぼほぼ出てこないキャラでしたけれど、美少年ですし、メインで出てこなかったのがとても残念ですわね」

「オリヴィア様ったら」

　ぜひともゲーム内で彼かれに会いたかったと、オリヴィアは切なげにため息をもらす。そしてアカリの義ぎ弟ていだということに気付き、「羨ましい」と呟いた。

　そんなオリヴィアの様子に苦笑していると、花の集計が終わったことを司会が告げる。

「いよいよね！」

　さあ、早く結果発表カモン！　と、アカリが仁に王おう立だちで待機する。発表されるのは、上位の三チームと審査員特別賞だ。

『まずは、三位！　その美び貌ぼうに何人もの女性審査員が黄色い悲鳴をあげていました！　イケメン三人が集まった、チームフェレス!!　花の獲得数は七本です』

　司会が高らかに宣言すると、女性審査員から黄色い悲鳴があがった。

　フェレスがにこやかに手を振ると、その声はさらに大きくなる。キースもはしゃいでいて、若干不貞腐れているクレイルもキースに腕を摑まれ一緒に手を振っている。

　男性審査員は「あの不味かったカップケーキが!?」と騒さわぐが、投票した女性審査員たちは、「あの顔を見て食べたら不味いものなんてない」と言い切った。

『さて、一位と二位は接戦でした！　その獲得花数の差、わずか二本です！』

　その獲得数を聞き、「おおぉ～」と観客たちの声が会場に広がる。審査員たちは、きっとあそこだと各おの々おので予想を立てて楽しんでいる。

『第二位は……蜂蜜カフェ『フラワーハニー』の、蜂蜜カップケーキ！　獲得した花は、十五本！』

　観客から拍手が起こり、店主がありがとうございますとお辞じ儀ぎをする。

「フラワーハニーって、この前オリヴィア様と行ったカフェですよね。知っているお店が人気だと、とても嬉しいわね」

「ええ、本当に。アカリ様がいらっしゃるうちにまた行きましょう」

「わぁ、絶対に行きたい！　楽しみ！」

　きっと今日の蜂蜜カップケーキもカフェメニューに加わるだろうから、従来のものと合わせてスイーツ三ざん昧まいをするのもいいだろう。

『そして、第一位!!』

「ついに一位が発表ですよ」

　オリヴィアの言葉に、ティアラローズは頷く。

『栄はえある優勝に輝いたのは、仮面をつけた男性が作ったデニッシュケーキだ！　可愛らしい見た目は女性に好評で、なおかつパンという観点が男性の票も多く獲得した勝因でしょう。獲得した花の数は、十七本!!』

　盛大な拍手を受けて、仮面の男が会え釈しやくをしながら中央へ向かう。そこに用意されているのは優勝した証あかしの勲章と、様々な副賞だ。

　──やっぱり、仮面の男性が優勝した。

　デニッシュケーキはまだこの国になく、ティアラローズも作ったことがない。スイーツとして食べるのはもちろんだが、朝食や昼食にも出来るためケーキより汎はん用よう性せいがある。

　その点を考えると、仮面の男性は圧あつ倒とう的てきだろう。




「デニッシュケーキ、本当に美味しそう。わたくしも作ってみようかしら」

「え、ティアラ様のデニッシュケーキですか!?　私、食べたいです!!」

「わたくしも、ぜひ！」

　レシピ自体はティアラローズにもわかるので、自分でも……と呟くと、すぐにアカリとオリヴィアが食べたいと手を上げた。

「どんなフルーツを載のせても美味しそう！」

　きゃっきゃと話すアカリとオリヴィアは、もうすっかり優勝者の存在を忘れて盛り上がり始めている。

　楽しそうだし、別にいいかとティアラローズが考えていると──きゃあぁと、黄色い悲鳴が響いた。

「え、いったい何が──っ!?」

「うっそん！」

「ふぁ……っ!!」

　声の発生源である広場中央を見たティアラローズが、息を吞む。アカリは驚おどろきのあまり目を見張り、オリヴィアは思わず鼻血を噴ふきそうになって手で顔を押さえている。

　そこには、勲章を受け取った仮面の男性──ではなく、仮面を外したアクアスティードが立っていたのだ。

「アクア様……っ!?　噓うそ、いつの間に……でも、確かに大会が始まる前に捜さがしたときはどこにもいなかったけどっ」

　まさかこんな展開になるなんて、思ってもみなかった。

　そもそも、ティアラローズはアクアスティードがお菓子を作れるとは思っていなかったのだ。ティアラローズが作っているのを少し手伝うことはあったが、その程度だ。

　いつの間に、あんな素す敵てきなデニッシュケーキを作れるようになっていたのだろうか。嬉しい誤算ではあるが、あまりに突とつ然ぜんで心臓に悪い。

　誰もが絶賛するお菓子を作ったのが、見み目め麗うるわしい自国の王太子だった──とあれば、女性たちが騒ぐのも無理はない。

　ティアラローズが突然のことにそわそわしていると、ふいにアクアスティードと目が合った。優しく微笑まれて、どきりと胸が高鳴る。

「ティアラ」

「え、あ……はいっ」

　アクアスティードはゆっくりティアラローズの下まで歩いてきて、作ったデニッシュケーキを差し出した。

「ティアラに食べてほしくて、こっそり練習したんだ」

「わたくしのために……？」

　自分のためにスイーツを作ったと言われて、ときめかない女性がいるだろうか？　いや、いない。

　アクアスティードが差し出したのは、サクサクのデニッシュ生地の上に、飴でコーティングした果物とティアラローズの花が載った可愛らしいデニッシュケーキ。

　食べてしまうのが惜おしくて、思わず躊ちゆう躇ちよしてしまう。こんなに美しいスイーツがなくなってしまうなんて、もったいない。

　けれど、食べないのも同じくらいに、いやそれ以上にもったいない。

　うっとりとデニッシュケーキを見つめるティアラローズに、アクアスティードは愛しさが込みあがる。己おのれの作ったものを気に入ってくれたことが、とても嬉しいのだ。

　そして、アクアスティードはティアラローズがマカロンを持っていることに気付く。けれど、彼女が作っていたのはケーキだったはずだと思い返す。

　ティアラローズが作ったものではないことを考えると、誰かからもらったのだろうかと小さな嫉しつ妬と心しんが芽生える。

「ティアラ、そのマカロンは？」

「え？」

　確か、ハルトナイツがマカロンを作っていたことを思い出す。

　まさか、すでにほかの女性と結婚した男が元婚こん約やく者しやにお菓子を贈るなんて、信じられないなという気持ちが込み上げる。

　けれど、アクアスティードの予想は外れた。

「シリウス殿下がくださったんです」

「ああ、弟君の方か。でも、今日は私の作ったお菓子だけにして。ね？」

　まだ子供のシリウスとはいえ、ほかの男が作ったお菓子は食べさせたくはない。

　アクアスティードは、デニッシュケーキをティアラローズの口元まで持っていき、「ほら」と口を開くように催さい促そくする。

「あーん？」

「……っ!!」

　食べてと瞳ひとみで訴えながら、アクアスティードは優しく微笑む。

　有う無むを言わさないその姿に、ティアラローズは心臓の音が加速していくのを自覚せざるをえない。

　──は、恥ずかしい!!

　周囲の視線は、アクアスティードが来たときからずっとこちらに注がれているのだ。いくら夫ふう婦ふといえども、恥ずかしいものは恥ずかしい。

　けれどアクアスティードは引いてくれないので、ティアラローズは仕方なく口を開く。

「いい子」

　ティアラローズの唇に、飴で加工されたティアラローズの花が触れる。熱で少しずつ溶けて、口の中に甘さが広がっていく。

「ん……」

　美味しくて、そのままデニッシュ生地の部分も口に含んだ。

　サクサクした生地は蜂蜜が練り込まれていて、ほのかな甘さを感じる。果物はみずみずしく、何個でも食べることが出来そうだ──なんて考え、夢中になってぺろりと一つ平らげてしまった。

「美味しかった？」

「……んぅ、はい。でも、恥ずかしかったです。もう駄だ目めです」
















　唇の横に付いたパンくずをアクアスティードが指で拭ぬぐって、満足そうに微笑む。そしてそのままティアラローズを抱き上げ、空の妖精王の指輪を使って高らかに叫ぶ。

「私の作ったものを選んでくれたこと、とても嬉しく思う。──けれど、賞は辞退する」

　アクアスティードの言葉に、観客たちからどよめきが起こる。

　確かに、王族はゲスト枠で参加をしていたが、アクアスティードは正体を隠していたのだ。わざわざ辞退する必要はないのではないかと、誰もが口にする。

「他国からマリンフォレストへ嫁とつぎ、国のために尽つくしてくれているティアラローズを喜ばせたいと考えた。それが今回のスイーツ大会であり、私の作ったデニッシュケーキだ」

「アクア様……！」

　優しく微笑み、「驚いた？」と言われてしまえば、ティアラローズは素す直なおに頷くしかない。

「とっても驚きました。こんなに幸せなサプライズは、初めてです」

「よかった」

　ティアラローズの言葉を聞き、アクアスティードはこめかみに口づけをおくり観客たちへ視線を戻す。

「この度たびの主役は、みなも知っての通りティアラローズだ。森の妖精王の祝福を得て、マリンフォレストに緑を取り戻してくれた。私の最愛の妃に、どうか今一度祝福の拍手を送ってはくれないか？」

　アクアスティードがそう告げると、広場に集まっていた人たちが一斉に拍手をする。誰もが口々にティアラローズの名前を叫び、楽しいお祭りをありがとうと告げた。

「ティアラローズ様！」

「ケーキとっても美味しかったです」

「来年も楽しみ！」

　国民たちの言葉に返事をするように、ティアラローズが大きく手を振る。そして同時に、とても幸せだという気持ちが込み上げる。

　この国を守ることが出来てよかったと、ティアラローズは心の底から思うのだった。
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「アクア様、リリア様と一緒にお風ふ呂ろに行ってきますね」

「ああ。今日は疲れただろう、ゆっくりしておいで」

「ありがとうございます」

　スイーツ大会は大歓声のなか幕を閉じた。

　アクアスティードが優勝を辞退した結果、二位の蜂蜜カップケーキが優勝。カフェもその直後からお客さんが殺さつ到とうし、嬉しい悲鳴をあげているという。

　審査員特別賞は、マリンフォレストの特産品である苺いちごを使ったアイス。今後の夜会で食べることが出来るので、ティアラローズは楽しみでしかたがない。




『ティアラのケーキ、とっても美味しかったです』

「ありがとうございます、リリア様」

　二人で湯船につかりながら、話をするのはスイーツ大会のことだ。リリアージュはとても楽しかったらしく、目を輝かせながら感想を言う。

『来年も、その先もずっと大会をするんですよね？　わたし、今から楽しみで仕方がないです。……フェレスの作ったカップケーキは、美味しくなかったですけど』

「あら、そうでしたか……」

　リリアージュの言葉に苦笑して、それなら練習を重ねるしかありませんねと告げる。

　アクアスティードが優勝したのだから、フェレスも必死で練習をすれば可能性はあるだろう。ただ、回を増すごとにスイーツのレベルが上がっていきそうだけれど。

『あ、そうでした』

「？」

『ティアラ、わたしの力を取り込んでから一ヶ月ほど経ちましたが、体に異変などはないですか？　少しでも違和感があれば、教えてください』

　少し考えて、すぐに「大丈夫です」とティアラローズは告げる。

　リリアージュの力を受け入れた直後は眩暈めまいのようにクラクラしていたけれど、今はなんともない。

『そうですか、よかった。わたしはティアラのおかげで、もう数百年ほどは現状を維い持じすることが出来そうです。ありがとうございます』

　感謝の言葉と共に、リリアージュが浴よく槽そうの縁ふちに上ってから深々と頭を下げた。

「そのように頭を下げないでください、リリア様。……けれど、少しでもお役に立ててよかったです」

　ティアラローズにとっては、リリアージュがこうやって元気に笑ってくれていることがとても嬉しいのだ。同じ星空の王の指輪を持つ者として、これからも良好な関係を築いていきたい。

　──あら？

　大丈夫だと笑顔で告げはしたティアラローズだが、リリアージュの言葉をもう一度反はん芻すうする。




〝もう数百年ほどは現状を維持することが出来そうです〟




　このことから考えると、ティアラローズはリリアージュが受ける数百年分の力を肩かた代がわりして吸収したことになる。

　今のところ体に異常はないけれど、本当に大丈夫なのだろうか。

　──もしかしたら、わたくしも…………いつか……。

　いつか怪物になってしまう日が、きてしまうのではないだろうか。なんていう考えが脳のう裏りをよぎる。その可能性は、決して低くないのではと思う。

　フェレスとリリアージュのように、千年以上生きるわけではないから、その心配は無用なのかもしれないが。

　けれど、ティアラローズの胸に一いち抹まつの不安が残る。

『ティアラ、どうかしましたか？』

「……いいえ、なんでもありません。少し、のぼせてしまったのかもしれません」

『今日は疲れましたからね。フェレスたちがご馳ち走そうを用意しているみたいですし、もう上がりましょうか』

　その言葉に頷いて、ティアラローズはリリアージュを抱き上げて浴室を出る。

　待機していたフィリーネがリリアージュの体を拭ふいてから、ティアラローズの着替えを手伝う。

「だいぶお疲れではないですか？」

「そうなの。フィリーネ、あとで少しだけマッサージをお願いしてもいい？」

「はい、もちろんです」

　張り切ってケーキをたくさん作ったため、思った以上に疲れが溜たまっているようだ。けれど、まずはみんなで夕食会だ。

「ティアラ、上がった？」

「アクア様？　はい、上がりました。どうかしましたか？」

　アクアスティードの声を聞いて、ティアラローズはバスローブを羽織りアクアスティードの下へと行く。

「こら、まだ濡ぬれたままじゃないか。風か邪ぜを引いてしまうよ」

「……ん、ありがとうございます」

　苦笑しながらも、アクアスティードが風の魔法を使ってティアラローズの髪かみを乾かわかした。そのまま指を絡からめて、ティアラローズの髪を堪たん能のうする。

「ティアラの髪は、ずっと触さわっていたくなるから困る」

　離はなしたくなくなってしまうと、そう告げながら優しくその髪へとアクアスティードが口づけた。目を細めて心地ここちよさそうに受け入れるティアラローズに、無防備すぎて困るという一言も付け加えられる。

「わたくしは、最近アクア様の頰に触れるのがお気に入りです！」

「それは初耳だ」

「寝ねている間に、こっそりと」

　くすりと、アクアスティードが笑う。

「それなら、私もティアラが寝ている間に何か仕返しをしないといけないな」

「アクア様はわたくしが起きているときに十分触っているので、それは却きやつ下かです」

　どうせなら、起きているときに触ってくださいとティアラローズが微笑むと──ぎゅっと、アクアスティードに抱きしめられる。

「これから夕食会なんだから、あまり可愛いことを言わないでくれ。さぼってしまいたくなる」

「あら……失礼しました」

　くすくす二人で笑っていると、いつの間にかリリアージュとフィリーネがいなくなっていることに気付く。

　優ゆう秀しゆうな侍じ女じよは、いつだって空気を読むのが上手い。

　アクアスティードと二人で窓辺に腰かけ、少しの間だけ星空を堪能する。

「マリンフォレストは、本当に美しいですね」

「ああ。これからティアラと二人で、守っていく星空だ」

「……はい」




　この地がずっと幸せでありますように。

　そう祈りながら、しばらく星空を見つめていた。
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　夕食会を終えてから、フェレスはリリアージュを腕うでに抱だいて王城の中を歩いていた。綺き麗れいな青色の絨じゆう毯たんと、わずかな灯あかり。

　人のいない廊ろう下かはしんと静まり返っていて、どこか寂さびしさを覚える。けれど、二人でいればそんなことはないねとフェレスが微笑ほほえむ。




『フェレス、この道はどこに続いているんでしたっけ？』

「ここは、歴代の王たちの肖しよう像ぞう画がが飾かざられている場所だよ。私たちのあとに、この国を支えていってくれた者たちだ」

　ゆっくりと、壁かべに飾られた王たちの肖像画を見ていく。

『なんだか、胸に込こみ上あげますね。みんな、幸せだったでしょうか』

「今、この国がこれだけ豊かなんだ。きっと、いい人生だったろうさ」

　フェレスの言葉を聞いて、リリアージュは嬉うれしそうに微笑む。そのまま何代もの肖像画を経て、奥おくまで辿たどり着つく。

　そこには、初代国王フェレス・マリンフォレストの名前があった。けれど、肖像画は飾られていない。

　フェレスはそこだけポッカリと空あいた空間を見て寂しく思うが、何か言葉を発したりはしない。ただただそこを眺ながめて、辛つらそうにするばかり。

「リリアに見てほしいのはここじゃなくて、こっちの肖像画だよ」

『え？　──あっ』

　その隣となりには、二代目国王の肖像画が飾られている。

　見た瞬しゆん間かん、リリアージュは大きな目からぽろぽろと涙なみだを零こぼした。

「泣かないで、リリア。可か愛わいい顔が台無しだ」

『フェレスだって、泣いてるじゃないですか……』

「え？　……ああ、本当だ」

　フェレスが自分の手で頰ほおをなぞると、指先に涙が触ふれる。それで初めて、自分も泣いていたのだということに気付く。

　二代目国王の肖像画に触れて、少し乱れた呼吸を落ち着かせるように息をつく。

「こんなにも成長してくれたんだね。……親は子供より先に死ぬとはいえ、私の死は早すぎた。リリアにも、苦労をかけてしまったね」

『いいえ……』

　二代目国王は、フェレスとリリアージュの間に生まれた子供だ。自分たちの後を継つぎ、こうしてマリンフォレストを守ってくれたことをとても誇ほこりに思う。

「私がもっと、クレイルたちの力を上う手まく扱あつかえたらこんなことにはならなかったんだ。未熟だった自分が、許せない」




　建国時に、フェレスは三人の妖よう精せい王から力を得た。

　けれど巨きよ大だいな力を制せい御ぎよ出来ず、その力で国を傷つけた結果──配下に殺された。

　リリアージュは溢あふれ出でた力を自分に取とり込こんだ結果、自じ我がこそあるが、その体は怪かい物ぶつへと変化を遂とげたのだ。

　このままでは、リリアージュまで殺されてしまう。

　星空の王の力を使い幽ゆう霊れいになったフェレスは、妖精王とともにリリアージュを助けられないか必死に行動した。




　けれど、怪物へと姿を変えたリリアージュを人間に戻もどす方法はわからなかった。




　フェレスを殺した配下が、リリアージュをも殺そうとした。そのため、リリアージュを隠かくすための場所として〝封ふう印いんされし王の間〟が用意されたのだ。

　妖精の王たちと、フェレスが創った──リリアージュを助けるための空間。本来のそこは、怪物を封印するためではなく救うための場所だった。

　幽霊になったフェレスと、怪物になったリリアージュがともに過ごせるのは、マリンフォレストでそこだけとなった。

　ただ、封印されたリリアージュの姿を見ることも、声を聞くことも、ぬくもりを感じることも出来なかったけれど──。




『わたしは、後こう悔かいしてませんよ。フェレスを助けることが出来たと、思っていますから』

「私だって、今こうしてリリアと一いつ緒しよにいられることが嬉しい。不ふ甲が斐いない自分は許せそうにないけど」

『なら、わたしが許してあげます』

　それならいいでしょう？　と、リリアージュがフェレスの顔にすり寄る。もふもふっとした毛並みが気持ちよくて、可愛くて、フェレスは素す直なおに頷うなずいた。

「それに、これからは私の二代目がいるからね」

『二代目ですか？』

「アクアスティードは、星空の王の二代目だよ。王が代だい替がわりするから、私の力は今までで一番不安定になっていたんだ」

　同じ王は二人もいらないのだと、まるで運命に告げられているようだったとフェレスは笑う。辛く苦しかったが、自分の子供が新たな王になるなら嬉しいものだ。

『そうだったんですね。……わたしたちの苦労を、アクアスティードに背負わせるようで申し訳ないです』

「リリアは昔からそうだね。優やさしくて、相手を思いやる。でもね、私もアクアスティードも王族だ。責務であると、生まれた時からわかっているよ」

『フェレス……』

　庶民の出身であるリリアージュには、王族の責務というものがいまいちわからない。建国後も、あまり時間をおかずに怪物になってしまったからか……王族としての意識が芽生えることもなかった。

　リリアージュはそれを悔くやしく思うこともあるが、けれどそんな自分だからこそ──ここまでフェレスを支えて生きることが出来たのだとも思っている。




　そしてこれからも、二人でマリンフォレストを支え生きていくのだろう。
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　こんにちは、ぷにです。この度たびは『悪役令れい嬢じようは隣りん国ごくの王太子に溺でき愛あいされる５』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　二月になり寒い日しかありませんが、皆みなさんは体調など崩くずされていないでしょうか？

　ついこの間、一周年だ～と言っていたような気がするのですが、もう四ヶ月も経たってしまったことが恐おそろしいです。早い。

　冬はとてつもなく足先が冷えてしまうので、基本的にこたつから出たくない人生を送っております。運動をすればあったまるかな？　と思いつつ、寒いと動くまでに時間がかかって大変ですよね……。こたつむりになりたいです。

　でも、冬は期間限定の美お味いしいチョコレートがあるので好きです……運動しよう。




　五巻にきて、まったく予想していなかったことが起こりました。

　シリウス、キャラ濃こっ！

　名前だけは一巻からちょろりと出ていたのですが、まさかティアラローズ大好きっ子だとは私も書くまで知りませんでした。

　この巻でも挨あい拶さつをして終わり……というだけの予定だったのに、いざ書き始めたらティアラローズを姉と呼び懐なつく懐く懐く。

　気付けば予定のなかったスイーツ大会にまで出てきていました。私がシリウスを気に入ってしまったことが原因ですが、自分でいいぞもっとやれと思っております。

　読んでくださった方にも、好きになってもらえたら嬉うれしいなぁ……。

　そしてその影えい響きようを受けてしまったためか、パッとしないハルトナイツ。かなり久しぶりに登場したはずなのに、シリウスのせいか存在感があまりなく。

　本当は、本編の女子会のところで男子会も入れる予定でした。……でしたが、ページ数の関係で省略、電子書しよ籍せき限定の番外編になります。

　いつもページ数と戦って、編集さんにご迷めい惑わくをかけているような気がします。今回も、一ページ十七行では足りなかったので、こっそり十八行でお送りしております。

　そんなこんなで番外編になった男子会ですが、メンバーはアクアスティード、ハルトナイツ、シリウス、エリオット、レヴィ。

　どんな男子会になるのか、女性陣じんと一いつ緒しよに覗のぞき見みしたいです（笑）。

　……と、そんな話題で盛り上がりつつ、物語も佳か境きように入りました。

　キャラが増えすぎるのも……と思いつつ、リリアージュだけは出さねばともふもふしておりました。可か愛わいい女の子ではありますが、いかんせんもふもふです。

　フェレスとリリアージュがとりあえず丸く収まりはしたものの、若じやつ干かん不ふ穏おんな空気がありますね。

　これから自由に旅をする予定のフェレスとリリアージュですが、もう少しだけ本編にも協力してもらいますよ！

　今回はティアラローズも凜り々りしくなってくれたかなと思いつつ、ティアラローズが凜々しくなるとアクアスティードの凜々しさが減っているような、減っていないような。

　最終的には二人凜々しく、でも甘あまくお送り出来たらいいなと思っております。

　次巻、一気に駆かけ抜ぬけてしまいたいです。

　アクアスティードにたくさん見せ場を作りたいので、今まで以上に私も頑がん張ばっていきます。ラストお付き合いいただけますと嬉しいです。

　……なんて。こんなことを書くと、ちょっとフラグっぽいですね。シリウスが出で張ばってアクアスティードの見せ場が減りませんように。




　前回お知らせをさせていただきましたが、二〇一七年十二月よりB's-LOG COMICさんにてコミカライズがスタートしています。

　漫まん画が版ばん、楽しんでいただけたでしょうか？　私はとっても楽しんでおります。まだの方は、ぜひぜひチェックしてみてください。

　作画は、ほしな先生です。とても可愛く仕上がっているので、小説とはまた違ちがった楽しみを得られること間ま違ちがいなしです！




　最後に、皆さまに謝辞を。

　本書をお手に取っていただき、ありがとうございます。こうして五巻をお届けすることが出来て、とても嬉しいです。

　担当してくださった編集のＹ様。シリウスを好きだと言ってもらえて嬉しいです。今回もたくさんご相談に乗っていただき、ありがとうございます。

　イラストを担当してくださった成なる瀬せあけの先生。表紙の自信に満みち溢あふれている二人の雰ふん囲い気きがとても好きで、特にアクアスティードの表情がたまりません。

　リリアージュもとっても可愛くて、抱だきしめたいです。ありがとうございます。

　そして、レヴィとオリヴィアを気に入ってくださったと知り……これはもっと活かつ躍やくさせてもいいのではと一人で企たくらんでおります。

　また、本作に関わってくださったすべての方に感謝を。淡あわい色合の仕上がりがとっても可愛くて、大好きです。ありがとうございます。




　それでは次巻、格好いいアクアスティードをお届け出来ることを願って。


ぷにちゃん
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　マリンフォレスト王国で、スイーツ大会が開かい催さいされることとなった。

　開催まで、約一ヶ月。




　お菓か子しといえば、ティアラローズの大好物だ。三度の飯より好きと言っても過言ではなく、食べているときも作っているときも、いつも幸せそうにしている。

「ティアラに、私の作ったお菓子をプレゼントしたい」

　ここしばらくは、ティアラローズにとても負担をかけてしまっていた。それに対する感謝の意味も込こめて、彼かの女じよの好きなお菓子を贈おくろうと考えた。

　それも、ただ作って贈るだけではない。

　スイーツ大会に出場して、優勝したらティアラローズはどんな反応をしてくれるだろう。そう考えたら、ティアラローズを驚おどろかせたくて仕方がなくなった。




　ということで、アクアスティードはスイーツ大会のために大特訓を開始したのだ。
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　場所は、廃はい業ぎようした元飲食店。

　狭せまい室内だが、水回りや火元などの最低限の設備は整っている。

　馬を使えば数分の距きよ離りだが、執しつ務む時間などの合間をみて来るのはなかなかに難しい。

　とはいえ、王城の中で練習をしたら絶対ティアラローズにばれてしまう。そう考えて、アクアスティードは王城外に練習場所を用意したのだ。

「まず、メニュー決めか。……とはいえ、ティアラはお菓子なら何でも食べるからなぁ」

　おそらく、嫌きらいなものはないだろう。

　そうなると、逆に難しい。どうしたものかと悩なやんでいると、誰だれも知るはずがないのに出入り口の扉とびらが開いた。

「お困りみたいですね、アクアスティード殿でん下か」

「──っ!?　レヴィ、どうしてお前がここにいるんだ……」

「もちろん、以前犯してしまったことへの罪つみ滅ほろぼしが少しでも出来れば……と」

　そう思って参上しましたと、レヴィは執しつ事じスマイルを浮うかべる。

「……そうか」

　もはやこの執事には、どうしてここにいるんだとか、そういった言葉が伝わりそうもないとため息をつく。

「とはいえ、お菓子なんて作れるのか？」

　悩んでいることと言えば、お菓子作りを一人でしたことがないということと、メニューが決まっていないということだ。

　両方を一ヶ月でどうにかしないといけないので、アクアスティードに時間を割さいている時間はない。

　しかし、レヴィはアクアスティードの予想をいい意味で裏切った。

「私はオリヴィアの執事ですから、不可能なことなんてございません」

　そう言い、アクアスティードが用意していた林りん檎ごを隠かくし持もっていたナイフで細かく切り、レヴィが自分で用意していた飴あめを魔ま法ほうで溶とかしあっという間にコーティングをして見せた。

「……これは、驚いた」

「私にしてみれば、これくらいは寝ねていても出来ます」

「さすがにそれは無理だろう」

　レヴィが切った林檎は、美しい鳥の形に姿を変えていた。今にも羽ばたきそうな躍やく動どう感かんがあり、その技術は長年の職人すら凌しのぐと思われた。

「それに、私はオリヴィアから何種類かレシピを教えていただいたことがあります。ティアラローズ様にご満足していただけるものも、用意出来ると思います」

　レヴィは胸に手を当てて、自信満々に言い切る。

「オリヴィアに、アクアスティード殿下に何かあった際は必ず体を張ってでも助けるように申し付かっておりますから」

「まったく、お前もオリヴィア嬢じようもすでに罪は償つぐなっただろう」

　以前、ティアラローズとアクアスティードに働いた無礼。償いはしているのだが、二人にとってはまだまだ罪を償い足りないようだ。

　アクアスティードはため息をつき、レヴィのメニュー次し第だいではその提案を受け入れることにした。







　数時間後、アクアスティードの前には何種類ものお菓子が並べられた。

　しかもそのすべてが、たった今、アクアスティードの前で作られたのだから驚きだ。

　ショートケーキ、チョコレートケーキ、クッキーにマカロン。よく目にするものもあるが、飴細工やチョコレート細工など、あまり見る機会のないものまである。

「こんな特技まであったとはな……」

「執事ですから」

　レヴィの執事という概がい念ねんがわからなくなりそうなので、もうすべてレヴィだからという一言で片づけることにした。

「気になったものを食べてもいいのか？」

「どうぞ、召めし上あがってください」

　気になっていた、果物が飴でコーティングされたものを食べてみる。甘あまさはあるが、果物の酸味があるのでとても食べやすい仕上がりになっている。

　──これは、いいかもしれないな。

　続いてケーキやマカロン、クッキーを食べる。これはティアラローズと一いつ緒しよによく食べているが、レヴィが作ったものもとても美お味いしい。

「ふむ……どうするかな」

　一通り食べてから、アクアスティードは悩む。

　普ふ段だんからよく食べるケーキよりも、果物と飴細工が気に入った。が、それだけだと少々寂さびしいように思う。

　レヴィは紅茶を淹いれながら、オーブンから焼きあがったものを取り出す。それを切り分けて、アクアスティードの前へと置いた。

「甘いものばかりでしたので、口直しと昼食にこちらをどうぞ」

「お前はパンまで焼けるのか……」

「オリヴィアの執事ですか──」

「ああ、それはもういい」

「はい」

　レヴィの台詞せりふをばっさり切り捨て、アクアスティードはパンに手を伸のばす。

　塩パン、レーズンパン、クロワッサン、デニッシュと、美味しそうな数種類のパン。

　よくここまでの種類を焼いたものだと感心しながらも、食べるとふわふわした美味しさが口内に広がっていく。

「ん？　このデニッシュはやけにサクサクしているんだな」

　王城のシェフが焼くものよりも、味と技術が上かもしれない。そう思って問いかけると、レヴィは頷うなずいた。

「デニッシュはオリヴィアが一番好きなパンで──」

「それはいい。……このパンの作り方と、果物と飴細工の仕方を教えてもらってもいいか？」

「もちろん、お安い御ご用ようです。ああ、これで私もオリヴィアに褒ほめてもらえます」

「…………」

　自分で決めたことだが、本当にレヴィに教わっていいのだろうかと──一いち抹まつの不安を覚えるアクアスティードだった。
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　アクアスティードに料理を教えて帰路につきながら、レヴィは首を傾かしげていた。

「アクアスティード殿下はパンの焼き方を知ってどうするのでしょうか？」

　必要な知識や技術は、スイーツ大会で勝つためのものだったんじゃないだろうか。とはいえ、アクアスティードの役に立つことが出来たのでレヴィは大変満足だ。

「殿下がスイーツ大会に個人出場したら、オリヴィアはどれほど驚くのでしょうか？」

　今日のことをじっくりオリヴィアに報告しようと思ったが、当日のサプライズとして内ない緒しよにしておくのもいいかもしれない。

「ふふ、楽しみですね」

　笑えみが浮かぶレヴィの足は、無意識のうちにスキップをしていた。




　そして後日、アクアスティードが考え出したデニッシュケーキを見てとても驚くレヴィがいたとかいないとか……。











電子特典　真夜中の男子会









　しんと誰もが寝静まったと思われる夜に、明かりを灯す部屋がある。ラピスラズリ王国の第一王子、ハルトナイツの私室だ。

　そこにいるのは、部屋の主であるハルトナイツ。マリンフォレスト王国の王太子であるアクアスティードと、側近のエリオット。加えて、レヴィとシリウスもこの場にいる。

　各自がラフな服装で集まり、ソファに腰かけている。テーブルの上にはワインが置かれ、地味に長い沈黙が訪れていた。




「……なぜ夜に男だけで集まるのか理解出来ないな」

　メンバーを見て、ハルトナイツが大きくため息をつく。

　それに呆れたように言葉を返すのは、アクアスティードだ。

「女性たちが女子会をしているから、男性も男子会をしたらいいと言ったのは、アカリ嬢だろう。ハルトナイツ王子が押し切られたのに、何を今更」

「そ、それはそうだが……その、アクアスティード王子は俺とあまり顔を合わせたくないんじゃないか？」

「ああ」

「…………」

　正直に返されてしまい、ハルトナイツは言葉に詰まる。

　とはいえ、アクアスティードも子供ではない。

「私たちの仲がずっと悪いままでは、ティアラが気にするだろうからな」

「お前は本当にティアラが好きなのだな。……アクアスティード王子、すまなかった。俺がしたことは浅はかだった。本当に今更だと思うが……ティアラを傷つけてしまったことを、とても後悔している」

　ハルトナイツは、深く頭を下げた。そして、ティアラローズがアクアスティードの下で幸せにしていることを嬉しく思っていると告げた。

「深く反省しているなら、私から言うことは何もない」

「そうか……」

　再び沈黙が流れ、気まずいような、もどかしいような雰囲気が室内に流れる。それを打ち破ったのは、シリウスの明るい声だ。

「とりあえずは、和解ということですよね？　なら、今はもっとたくさん話をして盛り上がりましょう！　こんなに沈んでいては、ティアラ姉様も悲しみます」

「シリウス……」

　せっかくマリンフォレストとラピスラズリの王族が顔を合わせているのだ。もっと両国が仲良くなれるようにすべきだと、シリウスは告げる。

　まだまだ幼いと思っていたが、王太子としての素質はありそうだとアクアスティードは思う。

　とはいえ、アクアスティードたちは男子会など今までしたことがない。男子会という単語自体、ティアラローズたちがいなければ知ることもなかっただろう。

「アカリの言う男子会は、何を話せばいいんだ？」

　ハルトナイツの疑問ももっともだろう。しかし、そこは抜かりない。後ろに控えるようにしていたレヴィが、手をあげ一歩前へ出る。

「それでしたら、私が」

「レヴィは男子会を知っているのか？」

「はい、アクアスティード殿下。オリヴィアから、男子会では将来のことについてや、趣味、気になる女性、ドキッとする女性の仕草、幼少期の思い出話をするものだと聞いています」

「…………」

　それは男子会というよりも、オリヴィアが知りたいだけなのでは……と思ったが、アクアスティードは「そうか」とだけ遠い目で呟いた。

　──どちらかというと、私はティアラと話したいが。

　男子だけで話して何が楽しいのだと、アクアスティードは思う。

「男子会とは、そのようなことを話すのですね……」

「なんだか楽しそうですね！」

　なるほどと感心するエリオットに、はしゃぐ様子を見せるシリウス。

「将来のこととは少し違うかもしれませんが……私は身長が一三九センチなので、早く大きくなりたいです。というか、大人になりたいです」

「そんなに急いで成長する必要はない。子供のうちに遊ぶことも大事だ」

　シリウスの主張に、ハルトナイツが首を振る。それに反応したのは、予想外にレヴィ。

「そういえば、ハルトナイツ殿下は幼少期からよくお忍びと称して街へ遊びに行っていたそうですね」

「……なんで、マリンフォレストの公爵家の執事がそんなことを知っているんだ」

「もちろん、私がオリヴィアの執事だからです」

「理由になってないぞ！」

　誇らしく告げるレヴィに、ハルトナイツは言葉が通じないのかとため息をつく。もちろん、今レヴィが語ったのはゲームをプレイしたオリヴィアの知識だ。

「ハルトナイツ王子はそんなことばかりしていたのか。さぞ側近が大変だったろうな」

　きっとティアラローズもとてつもなく苦労したのだろうと、アクアスティードは考える。とはいえ、ハルトナイツがこうであったからこそアクアスティードとティアラローズが結ばれたのだから、一概に否定も出来ないけれど。

「アクアスティード王子だって、留学だと他国を巡っていただろう。似たようなものだ」

「全然違うだろう」

　忍んで街に行くことと、留学を一緒にされてはたまったものではない。

「シリウス王子が真面目でよかったな、ハルトナイツ王子」

「自慢の弟だからな。この国をよくしてくれると思っているさ」

「兄様……」

　ハルトナイツがシリウスの頭を撫で、優しく微笑む。このワンシーンだけを見れば良き王子なのだが、いかんせん安直なところは残念だ。

　多少しんみりしてしまったが、最初よりも雰囲気は明るくなった。




「男子会では、趣味などの話もするのですよね。とはいえ、私たちは仕事が忙しく、あまり趣味の時間を設けることが出来ませんね……」

　アクアスティードたちは仕事が多く、遊んでいる時間はあまりない。それは告げたエリオットも同様で、休みの日は昼過ぎまで寝ているのがほとんどだ。

「私もずっと勉強ばかりですね。となると、気になる女性の話題でしょうか？　でも、私は婚約者がいますし、兄様はもうすぐ結婚式ですからね」

　相手がいないのは、エリオットとレヴィだけだ。

「そういえば、エリオットは浮いた話がないな。レヴィは……まぁ、オリヴィア嬢に夢中のように見えるが……」

「私は仕事が忙しいので、仕方がないのです」

　エリオットが顔を背ける。それを聞き、アクアスティードは「なら長期休暇をやろうか？」と笑う。

「……遠慮します。それで恋人が出来れば苦労しません」

「そうか……」

　この分だと、エリオットが結婚するのはだいぶ先になりそうだ。打って変わり、レヴィは何の問題もないというような涼しい顔をしている。

「私はオリヴィアのものですから」

「そ、そうか」

　──この執事は、ぶれないな……。

「私もレヴィのようにまっすぐ生きたかったですよ」

　エリオットがそう言って、深くため息をついた。

　今までであれば、「アクアスティード様にお相手がいないのですから、私にいなくてもいいのです！」という言い訳が通用したが、今はそれも厳しい。

　シリウスはその様子を見て、不思議そうに首を傾げる。

「エリオットは、地位があるのに権力を振りかざさないですし、優しいからモテそうですけど……」

「私の調べですと、マリンフォレストの王城のメイドたちの中で『彼氏にしたいランキング三位』になっていますね」

「えっ!?」

　そんなランキングがあったことを初めて知り、エリオットは動揺する。もちろんアクアスティードも知らなかったので、興味深そうだ。

「ちなみに独身者限定ですので、アクアスティード殿下は入っていませんよ」

「ティアラがいるのだから、自分が入っているかどうかは別にいい。エリオットのことを気にしている令嬢はいるようで、たまに婚約者はいないのかと聞かれるんだ」

「やっぱりモテモテですね。気になる人はいないんですか？」

「シリウス殿下、あまり大人をからかわないでください。それに私は貴族ではありませんから、貴族のご令嬢と……というのは、荷が重いといいますか、なんといいますか……」

　とにかく、今は考えていませんとエリオットは告げる。

　しかし言葉に反して、エリオットの頰は少し赤い。これは気になる女性がいるのだなと全員が思ったが、エリオットの反応が初々しいのでそれ以上は追及しなかった──のだが、空気が読めない人間はいるものだ。

「もしかして、エリオットの好きな人はティアラの侍女じゃないか？　いつも一緒に仕事をしているだろう？」

　さらりと、ハルトナイツがエリオットの想い人を当ててしまう。

「な、な、何を言っているんですかハルトナイツ殿下!!　私がフィリーネをなんて、とんでもありません!!」

「そ、そうか……っ」

　凄まじい勢いで首を振るエリオットに、ハルトナイツは思わず後ずさる。間違いなく図星だったのだろうが、さすがのハルトナイツも追及はしなかった。




「となると、次はドキっとする女性の仕草でしょうか？」

　レヴィが手帳を見ながら、全員に問いかける。

　一番に手を上げたのは、シリウスだ。

「私はティアラ姉様のふわっとした笑顔が好きです！」

「お前の婚約者はシャルロット嬢だろうが……」

「女性の仕草なんですから、誰でもいいじゃないですか」

　その割には、『笑顔』ではなく『ティアラローズの笑顔』と細かい指定だなとハルトナイツは表情を引きつらせる。

　恐る恐るアクアスティードを見ると、自分の妃のことを言われたのに気分を害した様子はなかった。それにほっとしながら、ハルトナイツはアクアスティードにも話を振る。

「ティアラは気が強いと言うか、芯がしっかりしているからな。もしかしたら、アクアスティード王子が振り回されることもあるんじゃないか？」

「別に、そんなことはないさ。ティアラは頑張りすぎてしまうだけだ」

　確かに無茶をすることはあるが、それはティアラローズがアクアスティードや国を思って行っていることだ。心配はするけれど。

「気が強いというけれど、ああ見えてティアラは甘えたがりだよ？」

　──まぁ、それをハルトナイツ王子に見せはしなかっただろうけれど。

　アクアスティードは心の中でくすりと笑い、言葉を続ける。

「寒い日は無意識にすり寄ってくるし、お菓子作り中は幸せそうに味見してるし、ああ、最近は寝言で私を呼んだりするんだ」

　可愛いだろう？　そう言って、アクアスティードは微笑む。その様子はとても幸せそうで、見ているハルトナイツたちが砂をはき出しそうになるほどだ。

「そ、そうか……。アカリは、そうだな……いつもどこかへ出かけては、土産を買ってくる。この間も、何か大発見をしたとはしゃいでいた」

「兄様、それは振り回されているだけでは」

　もっと仲睦まじいような話はないのかと、シリウスは苦笑する。

　とはいえ、落ち込んだハルトナイツをアカリが励ますようなことも多いので、実は相性がいいこともシリウスは知っている。

　アクアスティードがティアラローズに振り回されているのではと言った本人が、実は一番アカリに振り回されていたのだから笑ってしまう。

「ああもう、俺のことはほっといてくれ。男子会はこんなに肩身が狭くなる思いをしなきゃいけないのか」

　文句を言うハルトナイツだが、それは自分のせいだろうと誰もが思った。




　──ああ、ティアラを抱きしめて眠りたい。

　こんな男だらけの部屋で、いったいいつまで話をしなければいけないのか。アクアスティードはため息をつき、早く朝がこないかと思うのだった──。
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